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調
査
の
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て
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の
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員
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と
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調
査
に
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り
、
明
治
四
十
四(

一
九
一
一)

年
以
降
四
年

の
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と
九
千
五
百
二
十
余
円
の
調
査
費
を
支
出
し
て
そ
の
設
計
の
基
礎
と
な
る
多
く
の
重
要
な
事
項
を
調
査
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、

本
河
川
の
特
性
に
鑑
み
て
反
復
攻
究[

考
究]
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に
本
河
川
に
適
す
る
治
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く
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第
一
節 

流
路 

 

㈠ 

概
況 

豊
平
川
は
、
そ
の
源
を
遠
く
石
狩
胆
振
の
国
境
漁
岳
に
発
し
、
札
幌
岳
の
西
麓
を
め
ぐ
っ
て
険
し
く
そ
そ
り
立
つ
渓
谷
を
七
里(

二

七
．
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

余
り
縫
流
し
て
定
山
渓
に
至
る
。
さ
ら
に
、
箕
山[

無
意
根
山]

・
喜
茂
別
岳
・
余
市
岳
・
天
狗
岳
等
高
峰
か

ら
発
す
る
薄
別
川
・
小
樽
内
川
・
白
井
川
の
渓
水
を
合
わ
せ
百
数
十
尺(

数
十
メ
ー
ト
ル)

の
硬
岩
が
対
峙
す
る
一
ノ
沢
の
狭
窄
部
に

入
り
、
峻
流
が
一
里
半(
五
．
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

勢
い
よ
く
流
れ
て
真
っ
直
ぐ
に
百
松
沢
に
至
る
と
河
床
の
所
々
に
軟
岩
を
露
出
し
、

砂
礫
の
堆
積
は
多
く
は
な
い
け
れ
ど
も
河
岸
脚
の
浸
食
は
勢
い
を
増
し
、
や
や
乱
流
の
状
態
を
示
す
。
御
料
橋
付
近
に
お
い
て
簾
舞

川
を
合
流
す
る
と
こ
ろ
ま
で
来
る
と
再
び
一
条
の
渓
流
と
な
り
、
厳
峡
の
間
を
約
十
町(

一
．
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

奔
流
が
流
下
す
る

と
山
裾
が
よ
う
や
く
遠
の
き
、
平
野
が
次
第
に
広
が
っ
て
い
く
。
野
々
沢
・
石
山
を
過
ぎ
、
穴
の
沢
・
真
駒
内
川
を
合
流
し
て
流
向

を
北
に
転
ず
る
と
、
河
床
は
急
に
広
濶
と
な
り
、
水
勢
は
や
や
緩
や
か
に
な
る
と
と
も
に
乱
流
は
極
限
に
達
し
砂
礫
が
堆
積
す
る
。

こ
こ
は
本
河
川
に
お
い
て
最
も
乱
流
す
る
区
域
で
あ
り
、
流
路
は
数
条
に
分
か
れ
て
礫
州
が
散
在
し
、
河
道
の
変
遷
が
こ
の
上
な
い

状
態
と
な
っ
て
札
幌
区
を
貫
流
す
る
。
そ
し
て
、
鉄
道
橋
に
至
る
と
流
路
は
単
一
と
な
り
、
砂
礫
は
流
送
さ
れ
な
い
ま
ま
洋
々
と
し

て
一
里(

三
．
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

緩
流
す
る
と
月
寒
川
を
受
け
入
れ
、
流
速
は
い
よ
い
よ
緩
慢
に
な
っ
て
曲
が
り
く
ね
り
、
野
幌
原

野
に
出
て
厚
別
・
野
津
幌
の
諸
川
を
合
わ
せ
、
対
雁
村
に
入
っ
て
石
狩
川
に
合
流
す
る
。
流
路
延
長
は
二
十
里
二
十
二
町(

八
〇
．
九

キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

で
あ
る
。 

 

㈡ 

河
道
の
幅
員 

本
河
川
に
お
け
る
河
道
幅
員
は
不
規
則
で
広
狭
が
揃
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
別
し
て
三
区
間
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
八
垂
別
上
流
は
所
々
に
乱
流
の
状
態
が
発
生
し
て
い
る
が
幅
員
は
比
較
的
統
一
さ
れ
、
平
均
約
三
百
尺(

九
〇
．
九
メ
ー

ト
ル)

あ
る
奥
深
い
一
条
の
渓
流
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
八
垂
別
下
流
は
乱
流
荒
廃
の
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
年
を
経
る
ご
と
に
澪
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筋
の
分
離
が
進
み
、
派
流
を
生
じ
て
中
州
を
形
成
す
る
。
そ
の
区
間
に
お
け
る
幅
員
は
平
均
八
百
尺(

二
四
二
．
四
メ
ー
ト
ル)

に
及

び
、
本
河
川
の
中
で
最
も
広
濶
な
区
間
で
あ
る
。
鉄
道
橋
に
至
る
と
再
び
状
態
を
豹
変
し
、
幅
員
は
最
大
二
百
六
十
三
尺(

七
九
．
七

メ
ー
ト
ル)

、
平
均
百
五
十
五
尺(

四
七
．
〇
メ
ー
ト
ル)

余
り
、
水
勢
は
緩
慢
で
あ
た
か
も
一
大
排
水
溝
の
景
観
を
示
す
。
今
現
地
の

状
況
に
よ
っ
て
十
数
区
間
に
分
割
し
、
河
幅
変
化
の
状
況
を
詳
説
す
る
と
次
表
の
通
り
で
あ
る
。 

自 至 最大 最小 平均

自 0.0
至 2.4
自 2.4
至 9.4
自 9.4
至 13.7
自 13.7
至 17.0
自 17.0
至 18.5
自 18.5
至 19.9
自 19.9
至 22.0
自 22.0
至 24.0
自 24.0
至 27.1
自 27.1
至 28.4
自 28.4
至 29.7
自 29.7
至 31.9
自 31.9
至 32.7
自 32.7
至 36.0
自 36.0
至 37.1
自 37.1
至 39.7
自 39.7
至 43.2
自 43.2
至 47.1
自 47.1
至 49.3
自 49.3
至 51.1

全　　　　川 355.8 23.6 120.9

定 山 渓
月 見 橋

定 山 渓
銚子の口

115.5 64.5 95.8 同 上

白 井 川
落　　合

定 山 渓
月 見 橋

173.3 74.5 115.2 同 上

百 松 沢
白 井 川
落　　合

115.2 57.6 78.2 同 上

盤 の 沢 百 松 沢 142.4 57.6 104.2
単 流
区 域

簾 舞 川
落　　合

盤 の 沢 252.7 78.8 116.4
乱 流
区 域

簾舞峠下
簾 舞 川
落　　合

84.5 45.5 57.6 同 上

白川農場
入　　口

簾舞峠下 194.5 55.2 90.0 同 上

硬 石 山
白川農場
入　　口

91.5 58.2 72.7
単 流
区 域

穴 の 沢
落　　合

硬 石 山 312.1 182.4 238.5
乱 流
区 域

八 垂 別
穴 の 沢
落　　合

140.6 106.1 124.2
単 流
区 域

割　　塊 八 垂 別 323.0 220.9 281.8 同 上

熊谷法華 割　　塊 317.9 215.2 262.1 同 上

鴨々水門 熊谷法華 355.8 272.1 303.3 同 上

豊 平 橋 鴨々水門 291.5 226.7 251.5 同 上

東　　橋 豊 平 橋 223.0 85.8 158.5
乱 流
区 域

鉄 道 橋 東　　橋 292.1 104.2 204.8 同 上

月 寒 川
落　　合

鉄 道 橋 79.7 30.9 53.3 同 上

厚 別 川
落　　合

月 寒 川
落　　合

48.8 29.4 34.2 同 上

単 流
区 域

角　　山
厚 別 川
落　　合

55.5 23.6 33.0 同 上

区　間　地　名 区間町杭 幅　　員　(m)
摘 要

位置(km)

対 雁 橋 角　　山 87.3 49.4 61.2
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㈢ 

水
深 

本
河
川
は
概
し
て
勾
配
が
急
で
あ
り
水
深
は
浅
く
、
平
時
は
平
均
四
尺
三
寸(

一
．
三
〇
メ
ー
ト
ル)

の
水
深
を
保
持
す
る
に
す
ぎ

な
い
た
め
舟
航
に
は
不
都
合
で
あ
る
。
ひ
と
た
び
大
雨
に
遭
遇
す
れ
ば
、
降
水
を
貯
留
調
節
す
る
手
段
が
な
く
、
水
位
の
昇
降
は
急

激
で
あ
る
か
ら
危
急
を
知
ら
せ
る
に
は
い
と
ま
が
な
い
。 

河
口[

石
狩
川
合
流
点]

か
ら
雁
来
村
鉄
道
橋
に
至
る
四
里
十
八
町(

一
七
．
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

間
は
流
速
が
緩
慢
で
あ
り
、
平
水

時
に
は
最
小
三
尺(
〇
．
九
一
メ
ー
ト
ル)

、
平
均
五
尺
三
寸(

一
．
六
一
メ
ー
ト
ル)

の
水
深
が
あ
る
か
ら
何
と
か
舟
航
が
可
能
で
あ

る
。
し
か
し
、
夏
季
水
が
枯
渇
す
る
よ
う
に
な
る
と
所
々
に
水
深
一
尺
五
寸(

〇
．
四
五
メ
ー
ト
ル)

内
外
の
浅
瀬
を
生
じ
、
舟
や
筏

の
便
は
全
く
途
絶
す
る
。 

鉄
道
橋
・
定
山
渓
間
も
ま
た
平
均
四
尺
一
寸(

一
．
二
四
メ
ー
ト
ル)

の
水
深
を
有
す
る
け
れ
ど
も
、
澪
筋
が
数
条
に
分
岐
し
水
勢

が
急
激
で
あ
る
か
ら
水
運
の
利
用
は
で
き
ず
、
た
だ
融
雪
出
水
を
待
っ
て
筏
を
流
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
左
に
河

口[

石
狩
川
合
流
点]

か
ら
定
山
渓
間
を
適
当
に
区
分
し
て
平
水
時
、
洪
水
時
に
お
け
る
水
深
を
比
較
掲
載
す
る(

表
次
頁)

。 

 

備
考 

水
深
は
深
浅
測
量
箇
所
に
お
け
る
流
心
部
の
水
深
と
す
る
。 
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自 至 最　深 最　浅 平均深 最　深 最　浅 平均深

自 0.0

至 2.4

自 2.4

至 9.4

自 9.4

至 13.7

自 13.7

至 17.0

自 17.0

至 18.5

自 18.5

至 19.9

自 19.9

至 22.0

自 22.0

至 24.0

自 24.0

至 27.1

自 27.1

至 28.4

自 28.4

至 29.7

自 29.7

至 31.9

自 31.9

至 32.7

自 32.7

至 36.0

自 36.0

至 37.1

自 37.1

至 39.7

自 39.7

至 43.2

自 43.2

至 47.1

自 47.1

至 49.3

自 49.3

至 51.1

全　　　　川 7.88 0.30 1.37 21.35 2.05 6.08

定 山 渓
月 見 橋

定 山 渓
銚子の口

0.76 0.30 0.45 8.00 4.37 5.78

10.54 14.16

白 井 川
落　　合

定 山 渓
月 見 橋

1.21 0.39 1.08 14.22 4.13

百 松 沢
白 井 川
落　　合

7.88 1.15 2.69 21.35

8.47

盤 の 沢 百 松 沢 2.58 0.42 1.02 7.35 4.45 5.56

簾 舞 川
落　　合

盤 の 沢 1.82 0.42 0.90 7.56 4.41 5.40

3.30 5.39 同 上

簾舞峠下
簾 舞 川
落　　合

6.15 1.18 3.16 13.38 10.41

白川農場
入　　口

簾舞峠下 1.45 0.39 0.86 8.65

12.41

硬 石 山
白川農場
入　　口

1.45 0.70 0.97 7.12 6.63 6.96 同 上

穴 の 沢
落　　合

硬 石 山 0.94 0.30 0.65 5.26 2.15 3.68
氾 濫
区 域

2.05 2.32 同 上

八 垂 別
穴 の 沢
落　　合

2.61 0.70 1.40 6.87 3.74

割　　塊 八 垂 別 1.18 0.76 1.00 3.01

5.24

熊谷法華 割　　塊 2.49 0.45 0.94 6.80 2.24 3.70 同 上

鴨々水門 熊谷法華 1.55 0.38 0.96 4.20 2.21 3.45 同 上

3.58 4.11 同 上

豊 平 橋 鴨々水門 2.94 0.63 1.28 4.85 2.95

東　　橋 豊 平 橋 2.54 0.56 1.24 5.04

3.69 同 上

鉄 道 橋 東　　橋 1.88 0.46 1.22 6.46 4.22 5.36 同 上

月 寒 川
落　　合

鉄 道 橋 2.31 0.94 1.58 8.20 5.55 6.88 同 上

厚 別 川
落　　合

月 寒 川
落　　合

2.60 0.92 1.50 6.50 4.73 5.32 同 上

角　　山
厚 別 川
落　　合

2.56 1.27 1.69 6.08 4.73 5.35
氾 濫
区 域

区　間　地　名 区間町杭
位置(km)

常　水　時　(m) 洪水時(大正2年8月洪水)(m)
摘 要

対 雁 橋 角　　山 2.38 1.40 1.63 7.25 5.74 6.19
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㈣ 

水
面
勾
配 

豊
平
川
の
水
源
地
は
概
ね
火
山
系
に
属
す
る
か
ら
、
多
く
の
山
が
皆
そ
そ
り
立
っ
て
い
て
傾
斜
は
急
峻
で
あ
る
。
北
海
道
に
お
け

る
山
岳
の
傾
斜
は
緩
や
か
で
大
陸
的
な
地
勢
を
示
す
の
と
は
そ
の
趣
を
異
に
し
、
む
し
ろ
本
州
の
山
岳
と
そ
の
姿
は
同
じ
で
天
竜
川

水
系
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
河
川
の
勾
配
は
そ
の
地
勢
に
支
配
さ
れ
、
当
然
山
間
部
と
平
原
部
と
は
そ
の
勾
配
は
同
じ
で
は
な
い
。
す

な
わ
ち
本
河
川
に
お
い
て
は
、
河
口[

石
狩
川
合
流
点]

か
ら
鉄
道
橋
間(

四
里
十
三
町(

一
七
．
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

)

は
平
原
部
に
属

し
、
限
り
な
く
広
い
平
野
の
中
央
部
を
貫
流
し
、
平
時
二
千
五
百
分
の
一
の
勾
配
で
ゆ
っ
た
り
と
緩
流
す
る
の
に
反
し
て
、
鉄
道
橋

上
流
は
勾
配
が
非
常
に
急
で
、
定
山
渓
に
至
る
九
里(

三
五
．
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

の
区
間
に
お
い
て
は
平
水
時
の
落
差
が
九
百
四
十

七
尺(

二
八
六
．
九
七
メ
ー
ト
ル)

あ
り
、
平
均
勾
配
は
百
二
十
二
分
の
一
で
、
急
峻
な
こ
と
で
は
北
海
道
屈
指
の
河
川
で
あ
る
。
左

に
本
河
川
の
勾
配
を
掲
載
し
て
詳
細
を
示
す
。 
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自 至 落差(m) 勾　配 落差(m) 勾　配

1/88 

定 山 渓
月 見 橋

定 山 渓
銚子の口

2.02 31.91 1/63 31.82 1/63 

白 井 川
落　　合

定 山 渓
月 見 橋

1.86 29.28 1/65 21.79

1/155 

百 松 沢
白 井 川
落　　合

4.20 38.83 1/108 47.40 1/85 

盤 の 沢 百 松 沢 2.63 18.38 1/143 16.94

1/82 

簾 舞 川
落　　合

盤 の 沢 3.61 31.45 1/115 28.41 1/127 

簾舞峠下
簾 舞 川
落　　合

1.06 10.29 1/147 12.95

1/115 

白川農場
入　　口

簾舞峠下 3.36 27.12 1/124 24.58 1/137 

硬 石 山
白川農場
入　　口

0.79 3.78 1/208 6.83

1/108 

穴 の 沢
落　　合

硬 石 山 2.74 20.85 1/132 19.67 1/139 

八 垂 別
穴 の 沢
落　　合

1.30 9.80 1/132 12.04

1/152 

割　　塊 八 垂 別 1.05 8.62 1/122 9.00 1/117 

熊谷法華 割　　塊 3.15 21.84 1/144 20.71

1/164 

鴨々水門 熊谷法華 1.99 12.04 1/165 12.77 1/156 

豊 平 橋 鴨々水門 2.29 15.43 1/149 14.00

1/659 

東　　橋 豊 平 橋 1.51 6.30 1/240 5.41 1/280 

鉄 道 橋 東　　橋 1.41 3.98 1/355 2.14

1/1,766 

月 寒 川
落　　合

鉄 道 橋 3.28 1.75 1/1,880 3.71 1/885 

厚 別 川
落　　合

月 寒 川
落　　合

4.16 1.65 1/2,530 2.36

1/14,875 

角　　山
厚 別 川
落　　合

6.83 2.83 1/2,415 1.98 1/3,448 

区　間　地　名 区間内澪筋
距　離(km)

常　水　時 洪水時(大正2年8月洪水時)

対 雁 橋 角　　山 3.24 0.80 1/4,045 0.22
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㈤ 

河
床
・
河
岸
の
地
質 

本
河
川
流
域
内
の
地
質
は
お
お
む
ね
火
山
岩
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
河
床
・
河
岸
の
地
質
も
同
様
に
火
山
岩
か
ら
な
る

部
分
が
多
い
。
な
か
で
も
百
松
沢
か
ら
上
流
は
本
支
流
と
も
こ
と
ご
と
く
奇
岩
怪
石
か
ら
な
り
、
両
岸
の
絶
壁
は
百
数
十
尺(

数
十
メ

ー
ト
ル)
に
達
し
、
河
床
は
主
と
し
て
砂
利
・
玉
石
が
堆
積
し
て
お
り
、
硬
い
岩
盤
を
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
そ
の

た
め
、
流
路
の
勾
配
は
急
で
奔
流
と
な
っ
て
河
床
・
河
岸
の
玉
石
・
砂
利
は
出
水
毎
に
次
第
に
流
下
し
、
百
松
沢
か
ら
鉄
道
橋
間
に

沈
殿
・
堆
積
し
て
砂
州
を
形
成
す
る
。
こ
の
区
間
内
の
河
岸
は
硬
岩
か
ら
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
大
部
分
は
砂
礫
交

じ
り
の
粘
土
層
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。
鉄
道
橋
か
ら
河
口[

石
狩
川
合
流
点]

間
は
両
岸
卑
湿
地[

低
平
湿
地]

で
あ
り
、
お
お
む
ね
粘

土
質
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
欠
壊
の
お
そ
れ
は
少
な
く
、
河
床
は
壌
土
に
よ
り
被
覆
さ
れ
て
い
る
。
左
表
は
各
部
分
の
地
質
概
況

を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。 
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区 間 地 名 主なる河岸の地質 
河底の地質 

自 至 左 岸 右 岸 

対 雁 橋 厚別川落合 粘土質 粘土質 粘土質 

厚別川落合 鉄 道 橋 粘土質 粘土質 壌土質 

鉄 道 橋 豊 平 橋 同 同 砂礫 

豊 平 橋 鴨 々 水 門 砂礫交り壌土質 砂礫交り粘土質 玉石、砂利 

鴨々水 門 八 垂 別 同 砂礫交り壌土質 玉石、砂利 

八 垂 別 硬 石 山 同 同 玉石 

硬 石 山 
白 川 農 場 

入 口 
硬盤 硬盤 硬盤 

白川農 場 

入 口 

エプウイトロマップ沢  

[エプイウトロマップ沢]  

落 合 

砂利交り粘土質 砂利交り粘土質 砂利、玉石 

エプウイトロマップ沢  

[エプイウトロマップ沢]  

落 合 

簾 舞 峠 下 
砂利交り粘土質 

及壌土質 
粘土質 同 

簾舞峠 下 御 料 橋 硬盤 硬盤 硬盤 

御 料 橋 砂 金 沢 砂利交り粘土質 砂利交り粘土質 
砂利、玉石所々

硬盤 

砂 金 沢 百 松 沢 砂利交り壌土質 同 
砂利、玉石所々

軟盤 

百 松 沢 定山渓錦橋 硬盤 硬盤 硬盤 

定山渓錦橋 
定 山 渓 

銚 子 の 口 

硬盤又は玉石交

り粘土質 

硬盤又は玉石交

り粘土質 
砂利、玉石 

定 山 渓 

銚子の 口 
冷 水 沢 

硬盤又は砂利交

り壌土質 

硬盤又は砂利交

り壌土質 

軟盤所々砂利、

玉石 

冷 水 沢 水 源 地 硬盤 硬盤 硬盤 
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㈥ 

水
位 

本
河
川
は
い
ま
だ
水
源
地
は
荒
廃
に
至
っ
て
い
な
い
か
ら
、
常
に
若
干
の
水
位
・
水
量
を
保
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
急
峻
な
山

腹
か
ら
発
す
る
多
く
の
渓
流
を
合
流
し
て
い
る
か
ら
、
降
雨
ま
た
は
融
雪
に
際
し
て
増
水
す
る
た
び
に
水
位
が
急
変
す
る
こ
と
は
免

れ
な
い
。 

明
治
四
十
四(
一
九
一
一)

年
本
河
川
調
査
に
際
し
て
設
置
し
た
常
設
水
測
所[

水
位
観
測
所]

に
お
け
る
調
査
に
基
づ
き
増
水
の
割

合
を
比
較
す
る
と
、
大
体
山
間
部
は
平
原
部
に
比
べ
て
変
化
は
頻
繁
か
つ
急
激
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
正
二(

一
九
一
三)

年
八
月
出

水
当
時
の
状
況
を
考
査
す
る
と
、
定
山
渓
に
お
い
て
七
時
間
内
に
水
位
上
昇
は(

常
水
位[

平
水
位]

以
上)

十
九
尺
二
寸[

十
八
尺
二

寸]
(

五
．
五
二
メ
ー
ト
ル)
に
達
し
た
の
に
対
し
、
豊
平
橋
に
お
い
て
は
わ
ず
か
十
一
尺
二
寸(

三
．
三
九
メ
ー
ト
ル)

の
上
昇
を
生
じ

た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
参
考
の
た
め
、
左
に
大
正
三(

一
九
一
四)

年
調
査
の
洪
水
位
、
常
水
位[

平
水
位]

、
最
低
水
位
を
記
載
す
る(

表

次
頁)

。 

 

備
考 

洪
水
位
は
大
正
二(

一
九
一
三)

年
八
月
洪
水
位
を
掲
載
す
る
。 
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量水標位置
町杭距離

(km)
洪水位(m) 常水位(m)

最低水位
(m)

昇騰水位(m)
(洪水位、常水位の差)

対 雁 橋 0.00 6.24 1.30 0.93 4.93

角　　山 6.55 6.48 2.23 1.84 4.24

千葉農場 6.22 7.05 3.64 3.11 3.42

厚別川口 9.60 8.44 4.99 4.41 3.44

雁　　来 11.35 9.35 5.67 5.03 3.69

同　　上 12.87 10.44 6.27 5.73 4.16

月寒川口 13.96 10.96 6.73 6.18 4.23

雁　　来 14.84 12.15 7.08 6.57 5.07

同　　上 16.04 13.56 7.88 7.42 5.67

鉄 道 橋 16.80 14.50 8.38 8.20 6.12

東　　橋 18.33 16.64 12.36 12.28 4.28

豊 平 橋 19.85 22.06 18.67 18.55 3.39

硬 石 山 32.84 111.73 107.24 107.15 4.48

定 山 渓 51.71 300.98 295.45 294.97 5.52
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㈦ 

流
量
及
び
流
速 

流
量
は
主
と
し
て
降
水
に
起
因
す
る
か
ら
そ
の
流
域
面
積
に
比
例
す
る
こ
と
は

勿
論
で
あ
る
が
、
流
域
内
の
地
勢[

傾
斜]

、
地
質
、
森
林
状
態
及
び
気
象
の
関
係

に
影
響
を
受
け
、
増
減
す
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
。
本
河
川
の
よ
う
に
、
流
域

が
わ
ず
か
五
十
三
方
里
八(

八
三
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
も

地
形
が
お
お
む
ね
急
峻
で
地
表
は
不
浸
透
性
の
も
の
が
多
い
こ
と
に
よ
り
、
ひ
と

た
び
大
雨
に
遭
遇
す
る
と
そ
の
流
出
は
迅
速
に
し
て
流
出
量
は
こ
の
上
も
な
く
大

き
く
な
る
。
し
か
し
、
森
林
の
状
態
が
良
好
な
結
果
、
一
時
多
量
の
降
水
を
保
留[

貯

留]

し
て
低
水
時
の
流
量
を
補
足
す
る
こ
と
か
ら
、
平
時
の
流
量[

毎
秒]

五
百
立
方

尺(

毎
秒
一
三
．
九
一
立
方
メ
ー
ト
ル)
内
外
を
保
ち
、
夏
季
炎
天
が
続
い
て
乾
燥

し
て
も
枯
渇
の
災
い[

渇
水
災
害]

を
免
れ
、
渇
水
時
の
流
量
は[

毎
秒]

百
八
十
立

方
尺(

毎
秒
五
．
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル)

内
外
で
あ
る
。
流
速
は
流
路
の
諸
状
況
に

よ
り
一
定
せ
ず
、
各
測
定
地
に
お
い
て
平
時[

毎
秒]
二
尺(

毎
秒
〇
．
六
一
メ
ー
ト

ル)

内
外
と
比
較
的
緩
慢
で
あ
る
が
、
出
水
に
際
し
て
は
河
道
の
状
況
と
流
量
に
左

右
さ
れ
て
変
化
が
急
峻
で
あ
る
。
大
正
二(

一
九
一
三)

年
八
月
洪
水
の
際
は
硬
石

山
に
お
い
て
平
均
流
速[

毎
秒]

二
十
九
尺(

毎
秒
八
．
七
九
メ
ー
ト
ル)

に
達
し
、

予
想
外
の
流
速
を
示
し
た
。
左
に
測
定
地
に
お
け
る
流
量
及
び
流
速
を
掲
示
す
る
。 

 
 

流　量
(㎥/s)

流　速
(m/s)

流　量
(㎥/s)

流　速
(m/s)

流　量
(㎥/s)

流　速
(m/s)

厚別川口 114.73 1.09 14.36 0.58 4.95 0.68

雁　　来
(11.35km)

157.21 1.20 14.99 0.60 5.23 0.69

雁　　来
(12.87km)

251.94 1.51 15.08 0.64 5.04 0.67

雁　　来
(14.84km)

284.65 1.23 14.22 0.62 5.20 0.67

豊 平 橋 1,983.37 5.97 14.24 0.41 4.87 0.18

硬 石 山 1,470.98 8.89 7.54 0.26 3.59 0.15

観測所名

洪 水 河 道 内 常　水　時 低　水　時
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第
二
節 

流
域 

 

㈠ 

概
況 

 

本
河
川
流
域
は
札
幌
郡
の
南
端
に
位
置
し
、
流
域
面
積
は
五
十
三
方
里
八(

八
三
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

、
地
勢[

傾
斜]

は
お
お

む
ね
急
峻
で
山
岳
が
幾
重
に
も
重
な
り
起
伏
し
て
お
り
、
山
岳
部
の
面
積
は
流
域
森
林
地
の
約
七
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
森
林

が
豊
か
で
本
河
川
流
域
最
大
の
富
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
。
平
原
部
の
大
半
は
湿
地
で
あ
り
、
耕
耘
に
先
立
っ
て
洪
水
防
御
・
排
水

工
事
等
の
施
設
整
備
を
必
要
と
す
る
も
、
投
資
効
果
が
伴
わ
な
い
か
ら
天
然
荒
蕪
の
ま
ま
に
ま
か
せ
て
お
い
た
が
、
拓
殖
の
進
展
は

こ
の
よ
う
な
放
置
を
許
さ
ず
開
拓
に
邁
進
す
る
よ
う
促
す
こ
と
と
な
り
、
近
い
将
来
年
月
を
経
る
に
従
い
開
拓
の
志
を
も
つ
多
く
の

者
が
加
わ
っ
て
広
大
な
田
圃
に
変
わ
っ
て
い
く
の
も
そ
う
遠
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

 

現
在
、
耕
牧
地
は
一
万
七
千
百
余
町
歩(

一
万
七
千
余
ヘ
ク
タ
ー
ル)

で
森
林
地
外
の
約
四
割
に
相
当
し
、
年
間
生
産
額
は
百
五
十

六
万
円
に
過
ぎ
な
い
が
、
将
来
こ
れ
ら
の
地
積
を
開
発
し
た
ら
耕
牧
地
は
約
八
割
に
達
し
、
年
間
生
産
額
は
三
百
二
十
五
万
円
に
増

加
す
る
に
違
い
な
い
。 

 

㈡ 

地
勢 

 

豊
平
川
流
域
は
、
石
狩
国
札
幌
郡
の
内
一
区
六
町
村
に
跨
り
、
西
北
は
丘
珠
・
雁
来
の
村
界
と
石
狩
川
が
境
界
で
あ
り
、
西
は
手

稲
山
脈
に
よ
り
後
志
国
小
樽
郡
・
胆
振
国
虻
田
・
有
珠
郡
等
に
接
し
、
南
は
札
幌
・
漁
の
諸
岳
か
ら
東
野
幌
の
丘
陵
に
亘
っ
て
千
歳

郡
に
隣
接
し
、
東
西
九
里
三
十
町(

三
八
．
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)
、
南
北
十
一
里
二
十
五
町(

四
五
．
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

に
及
ぶ
。
土

地
は
お
お
む
ね
高
峻
で
、
平
坦
地
は
約
三
割
に
過
ぎ
ず
、
山
岳
は
南
に
起
こ
っ
て
西
へ
連
な
り
、
北
に
め
ぐ
っ
て
尽
き
る
。
そ
の
高

く
そ
び
え
る
も
の
は
い
わ
ゆ
る
余
市
・
手
稲
・
札
幌
・
漁
の
諸
岳
で
あ
り
、
皆
国
境
を
擁
し
渓
流
を
発
す
る
。
本
流
や
支
流
に
並
行

し
て
わ
ず
か
な
平
坦
地
が
存
在
す
る
が
、
河
畔
に
沿
っ
て
数
町(

数
百
メ
ー
ト
ル)

測
る
と
た
ち
ま
ち
山
裾
に
達
す
る
。
本
流
を
十
三

里(

五
一
．
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

余
り
下
っ
て
広
々
と
拓
け
た
石
狩
平
野
に
出
る
と
、
地
形
は
概
ね
卑
湿
で
泥
炭
性
湿
地
が
多
く
、
出
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水
毎
に
河
水
は
氾
濫
し
、
土
砂
堆
積
が
夥
し
く
、
年
を
経
て
河
岸
の
地
表
は
著
し
く
増
嵩
す
る
け
れ
ど
も
、
河
畔
か
ら
遠
ざ
か
る
に

従
っ
て
だ
ん
だ
ん
低
く
な
り
、
乾
燥
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
稀
で
あ
る
。 

 
㈢ 
支
川
の
流
域
及
び
延
長 

 

本
流
に
合
流
す
る
支
流
は
大
小
二
十
九
河
川
、
総
流
域
面
積
四
六
．
七
四
九
方
里(

七
二
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

で
あ
り
、
主
た

る
も
の
は
白
井
川
・
小
樽
内
川
・
薄
別
川
の
三
川
で
あ
る
。
三
川
中
最
も
広
い
の
は
白
井
川
流
域
で
、
延
長
五
里
十
七
町(

二
一
．
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

だ
が
、
集
水
面
積
七
．
一
〇
五
方
里(

一
〇
九
．
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

を
有
し
て
全
流
域
の
一
割
三
分
二
厘
に
相

当
す
る
。
次
は
小
樽
内
川
流
域
で
、
六
．
八
四
五
方
里(

一
〇
五
．
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

、
全
流
域
の
一
割
二
分
七
厘
に
相
当
し
、

最
も
狭
い
の
は
薄
別
川
流
域
で
、
五
．
四
二
七
方
里(

八
三
．
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

、
全
流
域
の
一
割
〇
分
一
厘
に
相
当
す
る
。

な
か
で
も
白
井
川
は
、
合
流
点
に
お
け
る
形
状
が
本
流
と
優
劣
な
く
、
平
水
時[

毎
秒]

七
十
四
立
方
尺(

毎
秒
二
．
〇
六
立
方
メ
ー
ト

ル)

を
流
出
し
、
大
正
二(

一
九
一
三)
年
八
月
洪
水
時
に
お
け
る
最
大
流
量
は[

毎
秒]

一
万
三
千
八
百
立
方
尺(

毎
秒
三
八
四
立
方
メ

ー
ト
ル)

と
算
定
さ
れ
た
。 

 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
支
流
の
大
部
分
は
本
河
川
の
山
間
部
区
域
内
に
あ
り
、
そ
の
た
め
蛇
行
す
る
こ
と
な
く
直
線
流
路
を
保
持
し
、

従
っ
て
水
面
勾
配
は
急
峻
で
本
流
と
大
体
同
じ
状
態
に
あ
る
。
平
坦
部
に
あ
る
の
は
わ
ず
か
に
野[

津]

幌
・
厚
別
・
月
寒
の
三
川
で

あ
り
、
く
ね
く
ね
と
迂
曲
し
て
平
原
の
中
央
部
を
貫
流
し
て
い
る
か
ら
延
長
や
流
域
が
大
き
い
割
に
河
道
は
狭
小
で
流
速
は
緩
慢
、

流
出
量
も
ま
た
少
な
い
。 

 

本
河
川
の
お
も
な
支
流
の
概
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

  

薄
別
川 

 

源
を
箕
山[

無
意
根
山]

及
び
喜
茂
別
岳
に
発
し
、
厳
峡
の
間
を
奔
流
す
る
。
そ
の
水
路
は
概
ね
東
南
ま
た
は
東
北
に
曲
流
し
、
小

川
・
白
水
沢
等
の
渓
流
を
集
め
、
定
山
渓
銚
子
口
に
お
い
て
豊
平
川
に
注
ぐ
。
流
路
延
長
四
里
九
町(

一
六
．
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

、
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流
域
面
積
五
．
四
二
七
方
里(

八
三
．
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

で
、
そ
の
大
部
分
は
森
林
地
で
あ
り
、
農
耕
地
は
わ
ず
か
十
六
町
歩(

一

五
．
九
ヘ
ク
タ
ー
ル)

に
過
ぎ
な
い
。 

 
白
井
川 

 

源
を
余
市
岳
に
発
し
東
南
に
流
れ
る
。
天
狗
岳
の
南
麓
を
過
ぎ
、
滝
の
沢
等
の
細
流
を
合
わ
せ
て
河
口[

本
流
合
流
点]

付
近
で
小

樽
内
川
と
合
流
し
、
定
山
渓
錦
橋
下
流
に
お
い
て
本
流
に
注
ぐ
。
沿
岸
は
森
林
が
豊
富
な
だ
け
で
な
く
鉱
物
も
豊
富
で
、
す
で
に
採

掘
中
の
豊
羽
鉱
山
は
有
望
な
鉱
区
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
北
海
道
屈
指
の
銀
銅
鉱
で
あ
る
。 

小
樽
内
川 

源
を
後
志
国
境
の
手
稲
山
塊
に
発
し
、
水
源
近
く
に
高
さ
二
十
尺(

六
．
〇
六
メ
ー
ト
ル)

、
幅
十
二
尺(

三
．
六
四
メ
ー
ト
ル)

の

滝
が
あ
っ
て
水
し
ぶ
き
が
四
散
し
て
い
る
。
流
路
は
天
狗
岳
の
東
北
を
流
れ
、
於
福
沢
の
支
流
を
集
め
、
南
流
し
て
白
井
川
に
注
ぐ
。

水
勢
急
峻
で
あ
り
、
洪
水
時
に
は
大
石
が
転
流
す
る
。 

 

真
駒
内
川 

 

源
を
漁
岳
山
系
に
発
し
て
東
北
に
向
か
い
、
真
駒
内
牧
場
地
の
中
央
を
貫
き
、
石
山
の
南
東
を
取
り
囲
ん
で
本
流
に
合
流
す
る
。

延
長
五
里
五
町(

二
〇
．
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)
、
流
域[

面
積]

二
．
三
九
二
方
里(

三
六
．
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

で
、
そ
の
大
部
分

は
牧
場
で
あ
り
、
安
山
岩
や
凝
灰
岩
を
産
出
す
る
。 

 

月
寒
川 

 

南
月
寒
村
界
の
ほ
ぼ
中
央
か
ら
発
し
、
小
さ
な
丘
の
間
を
め
ぐ
る
。
水
路
は
北
流
し
て
鉄
道
を
横
断
し
、
低
く
て
水
は
け
の
悪
い

原
野
に
入
る
と
流
勢
は
衰
え
て
望
月
寒
川
と
合
流
し
、
と
も
に
豊
平
川
に
注
ぐ
。
河
道
幅
員
は
四
尺
か
ら
四
間(

一
．
二
一
メ
ー
ト
ル

か
ら
七
．
二
七
メ
ー
ト
ル)

、
水
深
は
八
寸
か
ら
二
寸
五
寸[

二
尺
五
寸]

(

〇
．
二
四
メ
ー
ト
ル
か
ら
〇
．
七
六
メ
ー
ト
ル)

で
あ
り
、

沿
岸
は
地
味
肥
沃
で
農
耕
適
地
で
あ
る
。 

望
月
寒
川 
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豊
平
・
月
寒
の
村
界
か
ら
豊
平
町
の
背
後
を
通
り
、
鉄
道
を
経
て
上
白
石
の
村
界
を
限
り
に
東
流
し
て
二
、
三
の
平
地
河
川
を
合

わ
せ
、
よ
う
や
く
下
流
に
達
し
て
北
に
折
れ
豊
平
川
に
合
流
す
る
。
延
長
六
里(

二
三
．
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

、
流
勢
は
緩
や
か
だ
が

川
幅
は
狭
小
で
舟
や
筏
の
航
行
に
適
さ
な
い
。 

 

厚
別
川 

 

月
寒
村
界
の
東
南
端
に
飛
瀑(

高
い
所
か
ら
落
ち
る
滝)

が
あ
り
、
落
差
二
十
五
尺(

七
．
五
八
メ
ー
ト
ル)

、
幅
十
五
尺(

四
．
五
五

メ
ー
ト
ル)

で
、
三
筋
滝
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
が
こ
の
川
の
水
源
地
で
あ
り
、
東
岸
に
丘
陵
を
見
な
が
ら
曲
が
り
く
ね
っ
て
流
れ
、
北

流
し
て
鉄
道
に
至
る
。
丘
陵
が
尽
き
て
も
な
お
北
流
し
て
郊
外
の
平
野
を
浸
し
、
白
石
村
最
北
地
に
至
っ
て
水
路
は
急
に
東
に
転
じ

て
豊
平
川
に
注
ぐ
。
幅
員
は
二
間
か
ら
四
間(

三
．
六
四
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
．
二
七
メ
ー
ト
ル)

、
水
深
一
尺
五
寸
か
ら
五
尺(

〇
．
四

五
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
．
五
二
メ
ー
ト
ル)

で
あ
り
、
流
勢
は
ご
く
緩
や
か
で
あ
る
。 

野
津
幌
川 

 

源
を
野
幌
丘
陵
に
発
し
、
上
流
の
大
部
分
は
丘
陵
を
両
岸
に
抱
え
、
そ
の
下
流
は
平
原
に
あ
る
。
く
ね
く
ね
と
蛇
行
し
豊
平
川
に

注
い
で
い
る
。
延
長
は
五
里
十
五
町(

一
九
．
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

で
あ
り
、
流
れ
は
緩
や
か
で
あ
る
。 

  

左
に
流
域
面
積
及
び
流
路
延
長
を
列
記
し
、
併
せ
て
河
床
・
河
岸
の
地
質
概
要
を
示
す(

表
次
頁)

。 

 

備
考 

本
表
の
地
質
は
そ
の
主
要
成
分
を
掲
載
し
て
い
る
。 
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第1次支流 第2次支流 河　　　岸 河　　　底

野津幌川 58.95 21.27 壌土 壌土

厚 別 川 117.90 45.82 同 同

月 寒 川 45.72 23.56 同 同又は砂利

精 進 川 18.85 14.07 河口岩盤上流壌土 同

真駒内川 36.89 20.18
上層壌土、下層礫土
所々軟盤

玉石、砂利所々岩盤

四 号 沢 7.51 5.84
河口砂利交り粘土
上流礫土

同上

五 号 沢 9.19 7.09 壌土 玉石、砂利

八 号 沢 5.80 5.13 砂利交り砂質壌土 砂利、礫

穴 の 沢 9.84 8.40
河口壌土、上流礫質
壌土

同

ヲカバルシ沢 12.08 7.09 玉石交り礫土 礫、玉石

エプイウトロ

マ ッ プ 沢
5.71 4.85

河口砂利交り壌土
上流玉石交り壌土

砂、砂利、玉石

簾 舞 川 24.37 12.87 玉石交り壌土 玉石、礫

板 割 沢 3.04 2.45 上層壌土下層岩盤 岩盤

中 の 沢 2.39 3.55 玉石交り壌土 玉石中流岩盤

盤 の 沢 10.64 8.89 岩盤 岩盤上流玉石

滝 の 沢 4.41 6.11
岩盤上流砂利交り壌
土

玉石所々岩盤

山 辺 沢 2.62 4.64 同上 同上

砂 金 沢 2.62 3.71
河口玉石交リ壌土
上流岩盤

玉石

百 松 沢 16.32 7.80 岩盤 岩盤

一 の 沢 8.24 5.40 同上 同上

神 威 沢 6.45 4.91 同上 同上

白 井 川 103.85 21.49
砂利交り壌土及砂利
交り粘土

玉石、砂利軟盤

滝 の 沢 5.75 3.76 岩盤 岩盤

小樽内川 92.93 17.56 岩崖 硬盤所々砂利、玉石

於 福 沢 12.65 7.20 同上 硬盤

薄 別 川 52.07 16.69
砂利交り壌土上流岩
盤

砂利玉石上流岩盤

小　　川 14.13 5.89 岩盤 岩盤

白 水 沢 17.51 8.84 同上 同上

冷 水 沢 12.65 2.65 岩崖 硬岩

河　　流　　名 流域面積
(㎢)

流路延長
(km)

地　　　　　　　　質
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㈣ 

地
質 

 
本
河
川
流
域
内
の
地
質
は
そ
の
構
造
が
簡
単
で
あ
り
、
火
山
岩
主
体
で
い
わ
ゆ
る
後
志
山
塊
と
称
し
、
箕
山[

無
意
根
山]

・
喜
茂

別
岳
・
漁
岳
の
諸
峰
が
す
べ
て
属
す
る
。
従
っ
て
、
本
河
川
の
山
間
部
は
火
山
岩
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
所
々
に
鉱
脈
が
存
在
す
る
。

現
に
久
原
鉱
業
株
式
会
社
が
経
営
す
る
豊
羽
鉱
山
は
銀
鉱
と
し
て
そ
の
量
が
豊
富
な
だ
け
で
な
く
、
鉱
質
も
良
好
で
一
大
富
源
で
あ

る
。
三
紀
層
に
属
す
る
地
域
は
ご
く
狭
小
で
あ
り
、
本
川
右
岸
の
石
山
付
近
に
存
在
し
安
山
岩
及
び
凝
灰
岩
を
産
出
、
そ
の
量
は
無

尽
蔵
と
い
わ
れ
る
。
広
々
と
し
た
平
原
部
は
第
四
紀
層
に
属
し
、
表
層
五
、
六
寸
か
ら
三
尺(

〇
．
一
五
ま
た
は
〇
．
一
八
メ
ー
ト
ル

か
ら
〇
．
九
一
メ
ー
ト
ル)
は
新
沖
積
層
で
あ
り
、
そ
れ
以
下
の
多
く
は
青
砂
で
あ
る
。
岡
田
開
墾
か
ら
角
山
間
は
泥
炭
湿
地
が
そ
の

大
部
分
を
占
め
、
上
部
の
泥
炭
層
は
二
、
三
尺
か
ら
七
尺(

〇
．
六
一
ま
た
は
〇
．
九
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
．
一
二
メ
ー
ト
ル)

に
及

び
、
そ
の
下
は
青
色
粘
土
を
挟
ん
で
砂
質
土
に
達
す
る
。 

 

㈤ 

気
候 

 

本
河
川
流
域
は
西
方
に
山
塊
が
聳
え
て
い
て
西
風
を
遮
る
が
、
東
北
が
平
坦
で
冬
季
北
西
風
の
厳
し
い
寒
さ
が
襲
い
、
東
南
が
開

け
て
い
て
い
る
こ
と
か
ら
夏
季
に
炎
暑
を
送
る
か
ら
、
夏
涼
し
く
冬
暖
か
な
気
候
は
得
ら
れ
な
い
が
北
海
道
内
で
は
温
暖
な
部
類
に

属
す
る
。 

温
度
を
は
じ
め
流
域
内
の
気
候
は
や
や
大
陸
的
で
あ
り
、
札
幌
一
等
測
候
所
が
観
測
し
た
気
温
に
よ
れ
ば
年
平
均
六
度
七
分
、
最

高
月
は
八
月
で
二
十
度
九
分
、
最
寒
月
は
一
月
で
氷
点
下
九
度
四
分
で
あ
る
。
ま
た
、
極
値
は
最
高
が
二
十
四
度
一
分
に
上
昇
し
、

最
寒
が
氷
点
下
二
十
五
度
六
分
に
降
下
す
る
が
、
乾
温[

乾
球
温
度
計
に
よ
る
測
定
値]

が
適
量[

相
対
湿
度
が
適
当]

で
あ
り
、
絶
体

気
温[

極
値]

に
達
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
左
に
札
幌
、
定
山
渓
に
お
け
る
気
温
を
比
較
し
て
記
載
す
る
。 
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明治41 明治42 明治43 明治44 大正1 大正2 大正3

札　幌 -3.4 -3.7 -1.3 -1.6 -1.3 -3.1 0.2

定山渓 -2.2 -1.6 -0.6 -0.6 -1.0 -2.8 0.4

札　幌 13.0 14.6 14.4 15.0 13.4 13.6 15.0

定山渓 14.5 16.9 15.2 15.9 14.1 14.6 16.3

札　幌 22.3 22.7 21.9 22.0 21.4 20.6 21.9

定山渓 23.6 24.6 22.2 22.7 22.5 20.3 22.3

札　幌 4.9 5.4 5.8 6.9 3.8 5.5 7.0

定山渓 4.8 4.9 5.6 6.2 3.3 4.4 6.1

札　幌 9.2 9.8 10.2 10.6 9.3 9.2 10.9

定山渓 10.2 11.2 10.6 11.1 9.7 9.1 11.3

札　幌
(1日中)

23.0 32.4 29.6 29.9 31.2 29.5 32.0

定山渓
(正午)

34.0 35.0 31.0 30.0 32.0 31.0 31.0

札　幌
(1日中)

-24.3 -25.0 -23.8 -21.4 -21.2 -24.5 -17.1

定山渓
(正午)

-12.0 -8.0 -8.0 -12.0 -12.0 -13.0 -6.0

最高(度)

最低(度)

年　　　次

自1月
至3月

平均(度)

自4月
至6月

平均(度)

自7月
至9月

平均(度)

自10月
至12月

平均(度)

1ヶ年
平均(度)
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備
考 

風
位
・
風
向
・
風
勢
を
調
べ
る

と
、
南
東
・
北
西
の
風
向
が
最
も
多
く
、

毎
年
四
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
南
東
の
風

が
卓
越
し
、
十
一
月
に
至
っ
て
急
に
衰
え

て
北
西
の
風
に
変
わ
り
、
十
一
月
か
ら
四

月
に
か
け
て
卓
越
す
る
。
風
力
は
概
ね
南

東
風
よ
り
も
北
西
風
が
や
や
強
く
、
年
平

均
風
速
は
四
．
五
メ
ー
ト
ル
を
示
し
、
五

月
が
最
も
強
風
で
徐
々
に
減
退
、
秋
季
に

至
っ
て
落
ち
着
く
。
左
に
札
幌
一
等
測
候

所
が
観
測
し
た
風
位
・
風
力
を
列
記
す
る
。 

  
 

明治
37

明治
38

明治
39

明治
40

明治
41

明治
42

明治
43

明治
44

大正
1

大正
2

大正
3

自1月
至3月
平均

4.1 4.6 4.7 4.2 4.3 5.0 6.4 4.8 6.1 4.7 5.1

自4月
至6月
平均

5.6 5.7 6.0 6.0 6.3 6.7 4.7 5.2 6.2 6.1 5.9

自7月
至9月
平均

4.0 4.5 4.4 4.3 4.6 4.4 5.0 4.7 4.7 4.4 4.3

自10月
至12月
平均

4.4 4.4 4.6 4.8 5.0 4.8 5.1 4.7 4.7 4.4 4.4

1 年
平 均

4.8 4.8 4.9 4.8 5.1 5.2 5.3 4.9 5.4 4.9 4.9

(m/s) 24.9 22.7 22.2 36.1 28.6 25.5 29.0 24.6 41.2 33.2 24.6

風 向 北西 西南西 南東 北西 北西 北々西 北西 南々西 南々西 北西 北西

月 日
12月
19日

5月
2日

12月
20日

12月
10日

3月
12日

5月
18日

1月
31日

4月
20日

3月
19日

1月
30日

1月
27日

南東 南東 南東 南東 南東 南東 南東 北西 南東 南東 南東

308 301 295 304 297 286 274 307 301 310 263

158 160 154 159 187 181 170 163 192 171 178

最
大
風
速
度

最多風向

6m/s以上の
日数(日)

暴風日数
(日)

年　次

平

均

風

速

度

(m/s)
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降
霜 

降
霜
の
遅
い
早
い
は
農
業
の
発
達
と
唇
歯
輔
車

の
関
係(

互
い
に
助
け
合
い
補
い
合
っ
て
い
く
間

柄)

に
あ
り
、
地
上
の
生
物
に
及
ぼ
す
影
響
は
至
大

で
あ
る
。
本
河
川
流
域
内
で
は
霜
害
を
受
け
る
こ

と
が
少
な
く
、
観
測
に
よ
れ
ば
降
霜
は
概
ね
十
月

初
旬
に
は
じ
ま
り
、
五
月
中
旬
前
後
に
終
わ
る
た

め
、
北
海
道
に
お
い
て
は
降
霜
期
が
短
い
部
類
に

属
す
る
。
参
考
の
た
め
次
表
に
霜
霧
日
数
を
掲
げ

る
。 

   
 

自1月
至3月

自4月
至6月

自7月
至9月

自10月
至12月

計
自1月
至4月

自4月
至6月

自7月
至9月

自10月
至12月

計

明治
37

47 25 5 52 129 - 8 13 - 21
終
始

明治
38

54 22 1 55 132 - 4 3 2 9
同
同

明治
39

48 25 3 54 130 - 2 8 - 10
終6月3日
始9月24日

明治
40

63 17 - 45 125 - 1 5 - 6
終5月16日
始10月1日

明治
41

48 24 - 49 121 - 7 7 1 15
終6月28日
始10月5日

明治
42

48 11 - 33 92 - 3 2 1 6
終5月30日
始10月4日

明治
43

44 19 3 37 103 1 4 4 2 11
終5月22日
始9月23日

明治
44

40 16 1 29 86 - 3 12 - 15
終5月24日
始9月29日

大正
1

26 11 1 24 62 - 5 3 - 8
終5月26日
始9月29日

大正
2

31 18 2 32 83 1 5 7 1 14
終5月15日
始9月19日

大正
3

34 21 1 46 102 2 7 4 1 14

年次

霜　　(日) 霧　　(日)
霜始終
月　日
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㈥ 

降
水
量 

 
本
河
川
調
査
の
た
め
に
流
域
内
に
設
置
し
た
降
水
量
観
測
所
の
報
告
を
集
め
降
水
量
の
分
布
を
考
査
す
る
と
、
お
よ
そ
山
地
・
平

野
等
そ
の
位
置
や
高
度
等
に
よ
っ
て
降
水
量
の
分
布
は
等
し
く
な
く
、
最
近
七
ヶ
年
間
の
札
幌
・
定
山
渓
両
観
測
所
の
降
水
量
を
比

較
す
る
と
、
高
度
の
差
百
二
十
五
尺(

三
七
．
九
メ
ー
ト
ル)

に
対
し
降
水
量
の
差
は
平
均
一
ヶ
年
で
百
二
十
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
強
を

示
し
た
。 

流
域
内
の
降
雨
は
九
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
そ
の
回
数
は
最
多
で
、
快
晴
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
徐
々
に
降
雪
に
変
わ
り
、

一
月
か
ら
二
月
に
は
シ
ベ
リ
ア
・
満
州
・
樺
太
地
方
か
ら
来
襲
す
る
北
西
風
が
暴
威
を
奮
う
と
と
も
に
、
降
雪
量
は
ま
す
ま
す
深
く
、

そ
の
回
数
は
ご
く
頻
繁
で
あ
る
。
陽
春
三
月
に
至
っ
て
や
や
減
退
し
、
五
月
以
後
夏
季
に
か
け
て
降
雨
は
最
も
少
な
い
が
、
七
、
八

月
に
は
時
々
豪
雨
を
誘
起
し
、
思
い
が
け
な
い
洪
水
を
惹
起
す
る
こ
と
が
あ
る
。
左
の
第
一
表
は
札
幌
一
等
測
候
所
・
定
山
渓
測
水

所
の
調
査
に
基
づ
き
降
水
量
及
び
降
水
時
の
回
数
を
比
較
し
、
第
二
表
は
流
域
内
各
所
に
設
置
し
た
気
象
観
測
所
の
報
告
に
よ
り
分

布
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

  

第
一
表 

自 

明
治
四
十
一(

一
九
〇
八)

年 
 

至 

大
正
三(

一
九
一
四)

年 
 
(

表
次
頁)

 

 

備
考 

札
幌
一
等
測
候
所
は
一
日
二
十
四
回
観
測
し
て
い
る
か
ら
降
水
時
の
回
数
は
正
確
で
あ
る
が
、
定
山
渓
は
一
日
一
回
の
観

測
で
あ
る
か
ら
一
昼
夜
を
一
降
雨
時
と
み
な
す
こ
と
に
な
り
、
回
数
に
多
く
の
隔
た
り
が
発
生
す
る
こ
と
は
免
れ
な
い
。 
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明治41 明治42 明治43 明治44 大正1 大正2 大正3

902.1 1,106.6 840.7 1,003.6 1,167.7 907.0 1,343.8

131 137 147 173 169 134 144

24 33 25 21 31 39 27

17 21 17 15 19 13 22

8 11 4 11 13 5 17

180 202 193 220 232 191 210

(終) 4月8日 4月5日 3月28日 3月10日 4月10日 4月4日

(始) 11月8日 11月30日 11月25日 12月6日 11月9日 11月27日 12月2日

1,100.4 1,259.8 1,014.1 1,160.7 1,196.5 1,028.7 1,402.9

83 80 72 103 108 72 103

38 53 45 35 43 35 21

27 24 14 14 20 22 14

10 9 9 15 11 5 13

158 166 140 167 182 134 151

(終) 4月15日 4月25日 4月21日 5月22日 5月3日 4月27日 4月27日

(始) 11月7日 11月26日 11月27日 11月27日 11月6日 11月25日 11月21日

定
　
　
山
　
　
渓

降水量(mm)

降
水
時
の
回
数

5mm以下

5mm以上
10mm以下

10mm以上
20mm以下

20mm以上

計

根 雪
月 日

　　　　 年 次
観測所名

札
　
　
　
　
　
幌

降水量(mm)

降
水
時
の
回
数

5mm以下

5mm以上
10mm以下

10mm以上
20mm以下

20mm以上

計

根 雪
月 日
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第
二
表 

大
正
四(

一
九
一
五)

年 

札　幌 真駒内 盤の沢 定山渓 白井川 東一番通 薄　別

1月 100.5     107.8    138.5    138.5 171.0 197.9 227.8

2月 113.8     102.8    108.7    108.7 91.3 145.5 180.1

3月 71.1     146.3    138.7    138.7 76.3 128.8 132.6

4月 72.8      63.0     94.8     94.8 102.2 94.7 124.0

5月 33.0      30.0     35.1     35.1 35.1 32.2 51.4

6月 28.3      46.8     47.2     47.2 34.0 44.0 55.5

[111.8] [111.8]

    12.8     12.8

8月 31.4      77.2     56.8     56.8 58.3 41.9 60.8

9月 57.6     113.4     86.9     86.9 77.1 76.7 93.8

10月 118.7     227.3    381.6    381.6 226.3 241.4 282.2

11月 86.2      47.4     52.4     52.4 77.6 73.0 102.7

12月 300.0     183.3    202.8    202.8 188.3 142.4 195.2

[1,238.5]

  1,320.5

　  観測所
 月

降

水

量

(mm)

計 1,110.6  1,455.3 1,234.7 1,322.4 1,645.6

7月 97.2      93.2 97.2 103.9 139.5

 1,455.3
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㈦ 

拓
殖
状
態 

 
往
時
本
河
川
沿
岸
は
原
生
の
森
林
地
で
あ
り
、
樹
木
は
鬱
蒼
と
茂
り
、
荊
棘(

イ
バ
ラ
な
ど
と
げ
の
あ
る
低
木)

そ
の
他
の
雑
草
が

全
体
に
繁
茂
し
、
野
獣
の
巣
窟
で
あ
っ
た
。
当
時
先
住
民
族
の
ア
イ
ヌ
は
点
々
と
集
落
を
形
成
し
て
い
た
が
、
鍬
で
耕
し
た
り
斧
鉞(

お

の
・
ま
さ
か
り)

で
手
を
加
え
る
こ
と
も
せ
ず
、
た
だ
狩
猟
に
よ
り
生
計
を
営
ん
で
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
安
政
四(

一
八
五
七)

年
、
函

館
奉
行
村
垣
淡
路
守
範
正
が
札
幌
を
太
古
の
森
林
と
想
定
の
上
幕
府
役
人
の
在
住
場
所
に
撰
定
す
る
に
及
ん
で
、
は
じ
め
て
農
民
の

移
住
、
猟
夫
の
常
置
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
明
治
二(

一
八
六
九)

年
十
一
月
札
幌
に
首
府
の
建
設
を
は
じ
め
て
以
来
、
札
幌[

区]

の
地

は
歳
月
の
推
移
に
伴
い
す
ば
ら
し
い
勢
い
で
発
展
向
上
し
、
現
在(

大
正
三(

一
九
一
四)

年
末)

面
積
一
方
里
四
五
九(

二
，
二
五
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル)

、
戸
数
一
万
五
千
九
百
三
十
一
戸
、
人
口
九
万
九
千
三
百
十
八
人
で
、
三
百
六
十
九
万
八
千
百
五
十
五
円
の
生
産
額
を
有

し
、
既
往
十
ヶ
年
間
で
実
に
七
十
万
二
千
百
五
十
円
増
加
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
札
幌[

区]

が
発
展
す
る
に
と
も
な
い
、
自
然
に
そ
の
付
近
す
な
わ
ち
本
河
川
流
域
も
年
々
開
拓
の
進
展
が
促
さ
れ
て

行
き
、
現
在(

大
正
三(

一
九
一
四)

年
末)

 
戸
数
一
万
九
千
九
百
八
十
一
戸
、
人
口
十
二
万
五
千
二
百
四
十
七
人
を
数
え
る
。
そ
し
て
、

本
河
川
流
域
中
札
幌
区
上
流
の
地
勢[

傾
斜]
が
急
峻
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
農
耕
地
一
万
二
千
四
百
三
町
歩(

一
二
，
三
〇
一
ヘ
ク

タ
ー
ル)

、
牧
場
地
四
千
七
百
四
十
七
町
歩(

四
，
七
〇
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
以
上
に
は
本
河
川
流
域
外
に
あ
る
部
分
で
あ
っ
て
、
常
に

浸
水
被
害
を
受
け
る
札
幌
区
及
び
札
幌
・
藻
岩
村
の
一
部
四
方
里
四
分(

六
，
七
八
六
ヘ
ク
タ
ー
ル)

を
加
算
し
て
い
る)

が
開
発
さ
れ
、

こ
れ
は
全
流
域
に
対
し
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
本
河
川
流
域
内
の
戸
数
・
人
口
・
生
産
額
・
農
牧
地
面
積

の
概
要
は
次
表
の
通
り
で
あ
る
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



100 

人
口
及
び
戸
数 

大
正
三(

一
九
一
四)

年 

 
備
考 

本
表
に
掲
載
し
た
人
口
増
加
率
は
最
近
四
ヶ
年
の
増
加
率
を
平
均
し
た
。 

区町村名
戸 数
(戸)

人 口
(人)

1戸当り
人口(人)

人　口
増加率

1ha当り人口
(人/ha)

札 幌 区 15,931 99,318    6.234    0.0275 44.1

  [6.600]

   6.602

白 石 村 804 5,117    6.364    0.0379 1.1

藻 岩 村 461 2,938    6.373 減0.0001 0.7

札 幌 村 850 5,640    6.635    0.0118 1.4

江 別 村 156 801    5.135    0.0208 0.2

広 島 村 193 965    5.000    0.1024 0.5

計 19,981 125,247    6.268    0.0336 1.4

豊 平 町 1,586 10,468    0.1065 0.2
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生
産
額 

大
正
三(

一
九
一
四)

年 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
積
種
別
表 

大
正
三(

一
九
一
四)

年 

農 産 林 産 工 産 畜 産

[37.235]

    37.236

豊 平 町     424,698 82.98 8.61 0.59 7.82     40.571

白 石 村     213,521 80.67 11.57 7.76     41.728

藻 岩 村     120,687 94.22 5.56 0.22     41.078

札 幌 村     355,344 97.64 1.10 1.26     63.004

江 別 村     152,658 14.60 85.20 0.20    190.584

広 島 村      94,901 96.25 3.38 0.37     98.343

[5,059,964]

  5,059,962
    40.400

区町村名 生産額(円)
生　産　百　分　率 1人当り

生産額(円)

札 幌 区   3,698,155 7.12 89.05 3.83

計 26.91 0.96 68.23 3.90

 
 

 
 

 
 

 

　　   地種目
区町村名

地積(ha)
山林地積

(ha)
牧場地積

(ha)
農耕地積

(ha)
其他地積

(ha)

札 幌 区 2,251 850 1,401

豊 平 町 67,975 41,955 4,627 3,964 17,428

白 石 村 4,721 2,031 2,690

藻 岩 村 4,497 1,808 878 1,812

札 幌 村 4,054 3,041 1,014

江 別 村 4,486 936 81 285 3,185

広 島 村 1,777 421 1,252 104

計 89,761 45,120 4,708 12,301 27,634
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㈧ 

森
林
の
状
態 

 
本
河
川
流
域
内
の
森
林
は
面
積
二
十
七
方
里
八
九
五(

四
三
，
〇
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル)

で
流
域
面
積
の
五
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、

ま
た
、
そ
の
大
部
分
は
御
料
林
で
あ
り
、
保
安
林
・
固
定
林
は
わ
ず
か
二
方
里
九
六
七(

四
，
五
七
六
ヘ
ク
タ
ー
ル)

に
過
ぎ
な
い
。

林
相
は
た
ま
た
ま
針
葉
樹
の
一
種
の
単
相
林
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
主
に
針
広
混
交
林
か
ら
な
り
、
但
し
、
と
こ
ろ
に
よ

っ
て
混
交
の
割
合
が
違
い
、
広
葉
樹
は
総
森
林
面
積
の
五
十
三
．
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
森
林
は
主
に

え
ぞ
松
・
と
ど
松
・
楢
・
桂
・
楓
・
白
樺
・
赤
柳
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
そ
の
他
し
き
み
・
え
ん
じ
ゅ
・
白
柳
な
ど
も
あ
る
が
そ
の

量
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
針
広
混
交
の
割
合
並
び
に
林
地
面
積
は
左
表
の
通
り
で
あ
る
。 
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林地面積

（ha） 針葉樹 濶葉樹

小樽内川御料林 6,997 濶針混淆林 0.399 0.601 豊平町管内

白 井 川 御 料 林 7,632 同　　　上 0.299 0.701 同

湯 ノ 沢 御 料 林 2,630 針濶混淆林 0.566 0.434 豊平町管内

薄 別 川 御 料 林 2,743 濶針混淆林 0.436 0.564 同

豊 平 川 御 料 林 6,492 針濶混淆林 0.503 0.497 同

札 幌 岳 御 料 林 5,257 同　　　上 0.615 0.385 同

定 山 渓 御 料 林 979 濶針混淆林 0.447 0.553 同

簾 舞 御 料 林 3,279 針濶混淆林 0.622 0.378 同

砥 石 山 御 料 林 2,420 濶針混淆林 0.296 0.704 同

真 駒 内 御 料 林 2,015 同　　　上 0.477 0.523 同

国 有 固 定 林 936 針濶混淆林 0.700 0.300 江別村管内

同 上 421 同　　　上 0.700 0.300 広島村管内

国 有 保 安 林 1,511 同　　　上 0.700 0.300 豊平町管内

同 上 1,433 濶針混淆林 0.300 0.700
藻岩村管内
流域外を除く

計 44,745 濶針混淆林 0.468 0.532

林　地　名 林　　相
針濶混淆割合

記　　事
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第
三
節 

洪
水 

 

㈠ 

概
況 

 

本
河
川
は
そ
の
源
を
高
く
険
し
い
山
々
に
発
し
て
主
に
東
北
に
流
れ
て
お
り
、
ひ
と
た
び
東
南
の
風
が
猛
威
を
奮
い
大
雨
に
遭
遇

す
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
出
水
し
て
水
位
は
急
上
昇
し
、
暴
漲(

急
に
満
ち
あ
ふ
れ
る)

著
し
く
、
急
流
・
奔
流
と
な
っ
て
流
下
す
る
水
勢

は
激
し
く
衝
突
す
る
け
れ
ど
も
、
硬
岩
山[

硬
石
山]

上
流
で
は
両
岸
の
山
裾
が
迫
っ
て
お
り
、
岩
壁
が
切
り
立
っ
て
い
る
結
果
、
溢

水
し
て
氾
濫
す
る
こ
と
は
稀
で
、
従
っ
て
被
害
の
程
度
も
ご
く
小
さ
い
。 

一
方
、
硬
石
山
下
流
に
至
っ
て
も
な
お
激
流
で
あ
り
大
石
を
転
流
さ
せ
る
か
ら
、
河
岸
に
激
し
く
衝
突
し
決
壊
ま
た
は
溢
水
に
よ

り
堤
防
破
壊
が
生
じ
、
濁
流
が
札
幌
区
に
侵
入
し
て
交
通
は
途
絶
、
浸
水
家
屋
は
数
千
戸
に
達
し
て
被
害
は
甚
大
で
あ
る
。
鉄
道
橋

に
至
る
と
状
況
は
一
変
し
、
水
勢
は
急
に
衰
え
て
流
路
の
変
化
も
極
め
て
微
々
た
る
も
の
と
な
る
が
、
河
積
が
不
十
分
で
あ
る
か
ら

洪
水
は
両
岸
に
越
流
し
、
田
畑
や
作
物
を
流
亡
し
、
人
畜
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
沿
岸
の
住
民
を
常
に
恐
怖
に
陥
れ
る
。
月
寒
川
合
流

点
か
ら
下
流
に
お
け
る
両
岸
一
帯
は
卑
湿
な
土
地
で
あ
る
か
ら
毎
年
浸
水
し
、
河
水
が
停
滞
し
て
湿
潤
な
土
地
と
な
り
、
住
民
は
多

年
に
わ
た
る
辛
苦
の
成
果
を
水
泡
に
帰
し
、
生
計
の
道
を
絶
た
れ
る
に
至
っ
て
つ
い
に
農
民
離
散
し
、
再
び
荒
涼
た
る
不
毛
の
地
に

戻
る
こ
と
と
な
る
。 

こ
こ
で
既
往
の
記
録
を
集
め
る
と
、
明
治
三
十
七(
一
九
〇
四)

年
以
来
洪
水
は
六
回
測
定
さ
れ
て
い
る
が
、
夏
秋
期
の
豪
雨
に
起

因
す
る
も
の
は
四
回
に
達
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
大
正
二(
一
九
一
三)

年
八
月
二
十
八
日
の
出
水
で
は
降
水
時
間
が
わ
ず
か
二
十
時

間
な
の
に
降
水
量
は
百
七
十
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
測
定
し
、
時
間
雨
量
は
最
大
五
十
．
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
当
時
豊
平
橋

測
水
所
に
お
い
て
水
位
は
七
十
二
尺
七
寸
九
分(

二
二
．
〇
六
メ
ー
ト
ル)

を
示
し
、
流
量
は
毎
秒
七
万
一
千
三
百
立
方
尺(

毎
秒
一
，

九
八
四
立
方
メ
ー
ト
ル)

、
浸
水
面
積
は
実
に
六
千
十
二
町
歩(

五
，
九
六
二
ヘ
ク
タ
ー
ル)

余
に
及
び
、
未
曽
有
の
大
洪
水
が
現
出
し

た
。 春

季
出
水
は
主
に
融
雪
時
で
あ
る
四
、
五
月
に
発
生
す
る
も
の
で
、
水
源
諸
山
の
積
雪
が
降
雨
に
よ
り
に
わ
か
に
融
け
て
一
時
に
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流
下
し
、
水
位
が
急
上
昇
し
て
両
岸
に
溢
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
降
雨
の
強
弱

が
洪
水
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
か
ら
、
参
考
の
た
め
左
に
明
治
三
十
七(

一
九

〇
四)

年
以
来
の
主
な
洪
水
位
及
び
降
水
量
を
列
挙
す
る
。 

  
 

豊平橋 定山渓
降 水
時 間

降水量
一時間
最大量

（m） （m） （時間） （mm） （mm） （mm）

明治37・7・10 21.26 296.72 30 172.6 20.4 68.4 豪雨出水

明治42・4・ 7 21.10 299.00 20 77.0 5.2 127.2 融雪出水

明治44・8・16 21.55 297.78 21 93.8 11.4 59.4 豪雨出水

明治45・5・ 4 20.70 298.54 19 70.2 7.8 60.1 融雪出水

大正 1・9・22 20.21 297.48 18 76.6 12.6 38.0 豪雨出水

大正 2・8・28 22.06 300.98 20 172.0 50.2 - 豪雨出水

　　 洪水位及び
　　　 　降水量

 年月日

洪　水　位 札 幌 洪 水 量
定山渓
最大量 備　考
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㈡ 

洪
水
氾
濫
区
域 

 
本
河
川
上
流
部
す
な
わ
ち
硬
石
山
上
流
で
は
両
岸
が
高
く
平
地
の
大
部
分
は
洪
水
面
を
上
回
っ
て
お
り
、
河
道
は
概
ね
広
濶
で
か

つ
水
面
勾
配
が
急
で
あ
る
か
ら
洪
水
流
量
を
流
過
す
る
こ
と
が
で
き
、
湛
水
の
憂
い
は
な
い
か
ら
氾
濫
溢
水
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
硬
石
山
か
ら
次
第
に
下
流
に
行
く
に
従
っ
て
河
幅
は
益
々
広
大
に
な
る
が
、
両
岸
は
徐
々
に
低
下
し
、
河
床
は
高
く
、
む
し

ろ
札
幌
区
よ
り
高
い
位
置
に
あ
る
状
況
で
あ
る
か
ら
、
ひ
と
た
び
大
雨
に
遭
遇
す
れ
ば
水
衝
部
に
あ
た
る
札
幌
区
左
岸
堤
防
は
持
ち

こ
た
え
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
溢
水
ま
た
は
破
堤
し
て
浸
水
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
、
明
治
六(

一
八
七
三)

年
以
来
札
幌
区
に

浸
水
し
た
の
は
実
に
十
回
に
達
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
大
正
二(

一
九
一
三)

年
八
月
の
洪
水
で
は
屠
殺
場
付
近
の
堤
防
七
十
間(

一
二

七
メ
ー
ト
ル)

余
、
遊
園
地
地
先
の
堤
防
百
三
十
間(

二
三
六
メ
ー
ト
ル)

余
が
破
堤
し
て
濁
流
が
札
幌
区
を
浸
し
、
水
深
四
尺(

一
．

二
一
メ
ー
ト
ル)

に
達
し
た
。
一
方
、
上
山
鼻
に
お
い
て
河
岸
八
十
余
間(

一
四
五
メ
ー
ト
ル
余)

を
崩
壊
し
て
氾
濫
し
た
洪
水
は
山
鼻

町
の
一
部
を
超
え
て
水
深
四
尺
八
寸(
一
．
四
五
メ
ー
ト
ル)

に
及
び
、
そ
の
余
波
は
琴
似
村
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
区
一
村
の
浸

水
面
積
は
千
四
百
七
十
七
町
歩(

一
，
四
六
五
ヘ
ク
タ
ー
ル)

に
達
し
た
。 

 

鉄
道
橋
か
ら
下
流
約
二
里(

七
．
八
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

間
は
両
岸
低
く
、
毎
年
浸
水
被
害
を
被
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
高
さ
約
六
尺

(

一
．
八
二
メ
ー
ト
ル)

の
私
設
堤
防
を
築
設
し
て
必
死
に
防
御
に
努
め
て
い
る
が
、
流
路
が
狭
小
で
河
積
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
出

水
毎
に
決
壊
し
て
被
害
を
被
っ
て
お
り
、
耕
地
上
二
尺(
〇
．
六
一
メ
ー
ト
ル)

余
浸
水
す
る
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。
厚
別
川
合
流
点

か
ら
角
山
間
は
両
岸
低
く
卑
湿
地
で
あ
り
、
最
狭
河
道
の
流
下
能
力
は[

毎
秒]

三
千
七
百
立
方
尺(

毎
秒
一
〇
三
立
方
メ
ー
ト
ル)

で
、

か
つ
石
狩
川
の
影
響
を
受
け
て
洪
水
の
疎
通
が
悪
く
、
春
季
融
雪
に
際
し
て
は
毎
年
江
別
村
字
麻
畑
・
大
曲
付
近
か
ら
溢
水
す
る
の

を
常
と
し
て
お
り
、
ひ
と
た
び
大
洪
水
に
遭
遇
す
れ
ば
こ
れ
ら
両
岸
の
低
地
に
溢
水
し
、
滞
水
期
間
は
十
数
日
に
わ
た
り
一
大
湖
を

現
出
す
る
。
こ
こ
に
最
近
十
ヶ
年
間
に
お
け
る
氾
濫
面
積
を
調
査
す
る
と
、
左
表
に
示
す
よ
う
に
年
平
均
一
千
七
百
七
十
八
町
歩(

一
，

七
六
三
ヘ
ク
タ
ー
ル)

余
に
達
し
て
い
る
。 

 



107 

札　幌　区
札幌区を除く
各　町　村

計

明治37年 50 5,981 6,031 夏季豪雨出水

明治38年 - 20 20 春季融雪出水

明治40年 - 34 34 秋季降雨出水

明治41年 - 212 212 秋季降雨出水

明治42年 73 1,474 1,547 春季豪雨融雪出水

明治43年 - 430 430 春季豪雨出水

明治44年 - 372 372 夏季豪雨出水

大正元年 3 367 371 春季融雪出水

大正 2年 676 6,179 6,854 夏季豪雨出水

    氾濫面積

 年　次

氾　濫　面　積　（ha）

備　　考
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㈢ 

洪
水
流
量 

 
本
河
川
は
水
源
が
比
較
的
近
い
の
で
勾
配
は
急
で
、
出
水
は
非
常
に
急
激
で
あ
る
か
ら
、
降
雨
が
四
、
五
時
間
に
わ
た
れ
ば
す
ぐ

上
流
は
増
水
し
、
十
数
時
間
で
豊
平
橋
は
最
高
水
位
に
達
し
て
警
戒
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
明
治
四(

一
八
七
一)

年
以

来
こ
の
防
御
を
検
討
し
、
幾
多
の
治
水
工
事
を
実
施
し
て
き
た
が
、
治
水
上
最
も
重
要
な
洪
水
量
の
算
定
に
関
し
十
分
な
調
査
を
行

っ
た
形
跡
が
な
く
、
た
だ
臨
機
に
洪
水
量
を
算
定
し
て
き
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
明
治
四
十
四
年(

一
九
一
一)

以
来
豊
平

橋
・
硬
石
山
両
所
を
流
量
測
定
箇
所
と
定
め
、
も
っ
ぱ
ら
本
河
川
の
流
量
に
関
し
慎
重
に
調
査
を
実
施
し
て
き
た
が
、
豊
平
橋
測
定

所
は
出
水
毎
に
河
床
が
移
動
し
て
正
確
な
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
測
定
箇
所
と
し
て
不
適
当
な
位
置
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
な

い
が
、
照
査
の
便
宜
上
こ
の
調
査
を
続
行
し
て
曲
線
方
程
式[

水
位
流
量
曲
線
式]

を
得
て
い
る
。 

        

大
正
二(

一
九
一
三)

年
八
月
出
水
は
本
河
川
に
お
け
る
未
曽
有
の
洪
水
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
洪
水
量
は
本
河
川
治
水
計
画
の
基
礎

と
な
る
。
従
っ
て
、
こ
の
算
定
は
慎
重
に
考
究
し
て
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
硬
石
山
流
量
測
定
所
は
こ
れ
ま
で
氾
濫
・
溢
水
し
た

こ
と
が
な
く
、
洪
水
量
は
す
ぐ
前
掲
の
曲
線
方
程
式
に
よ
り
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
当
時
同
測
定
所
上
流
に
お
い
て
河
岸
が
決

壊
し
、
洪
水
量
の
一
部
が
右
岸
の
凹
地
を
辿
っ
て
測
定
所
下
流
で
本
河
川
に
合
流
し
た
こ
と
か
ら
、
曲
線
方
程
式
に
よ
り
求
め
た[

毎

同 同 豊
平
橋
測
定
所 

硬
石
山
測
定
所 

    (

自 
 

二
年 

九
月 

至 
 

四
年 

五
月)

 

(

自
四
十
四
年
十
一
月 

至 
 
 
 

二
年 

八
月)

 

(

自
四
十
四
年 
八
月 

至
同 

 
 

十
一
月)
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秒]

五
二
，
八
七
〇
立
方
尺(

毎
秒
一
，
四
七
一
立
方
メ
ー
ト
ル)

は
河
道
内
流
量
で
あ
り
、
こ
れ
に
右
岸
窪
地
を
流
下
し
た
流
量
と
し

て
、
実
測
水
位
及
び
水
面
勾
配
を
用
い
て
ク
ッ
タ
ー
公
式
に
よ
り
算
定
し
た[

毎
秒]

七
，
九
〇
四
立
方
尺(

毎
秒
二
二
〇
立
方
メ
ー
ト

ル)
を
加
え
、[

毎
秒]

六
〇
，
七
七
五
立
方
尺(

毎
秒
一
，
六
九
一
立
方
メ
ー
ト
ル)

を
硬
石
山
に
お
け
る
最
大
流
量
と
す
る
。
豊
平
橋

測
定
所
の
位
置
は
前
述
し
た
状
態
に
あ
る
か
ら
曲
線
方
程
式
に
よ
っ
て
も
正
確
で
あ
る
と
断
定
で
き
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
硬
石
山

に
お
け
る
流
量
を
基
礎
と
し
て
左
記
の
二
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
結
果
、
そ
の
差
わ
ず
か[

毎
秒]

四
百
七
十
八
立
方
尺(

毎
秒
一
三
立

方
メ
ー
ト
ル)
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
平
均
し
て[

毎
秒]

七
万
一
千
三
百
立
方
尺(

毎
秒
一
，
九
八
四
立
方
メ
ー
ト
ル)

を
豊
平
橋
に

お
け
る
最
大
流
量
と
決
定
し
て
も
大
き
な
誤
り
に
は
な
ら
な
い
。 

第
一
の
方
法
は
、
硬
石
山
に
お
け
る
最
大
流
量
に
硬
石
山
・
札
幌
豊
平
橋
間
の
各
支
川
の
流
量[

毎
秒]

九
，
一
七
四
立
方
尺(

毎
秒

二
五
五
立
方
メ
ー
ト
ル)

及
び
同
区
間
に
お
け
る
本
流
筋[

残
流
域]

流
出
量[

毎
秒]

一
，
一
〇
五
立
方
尺(

毎
秒
三
一
立
方
メ
ー
ト
ル)

を
加
算
し
た[

毎
秒]

七
一
，
〇
五
四
立
方
尺(

毎
秒
一
，
九
七
七
立
方
メ
ー
ト
ル)

を
豊
平
橋
に
お
け
る
最
大
流
量
と
し
、
第
二
の
方

法
は
、
硬
石
山
測
定
箇
所
に
お
け
る
最
大
流
量[

毎
秒]

六
〇
，
七
七
五
立
方
尺(

毎
秒
一
，
六
九
一
立
方
メ
ー
ト
ル)

を
同
所
上
流
の

流
域
面
積
三
六
．
〇
九
方
里(

五
五
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

で
除
し
て
一
方
里
の
流
出
比[

毎
秒]

千
六
百
八
十
三
立
方
尺(

一
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
毎
秒
三
．
〇
三
六
立
方
メ
ー
ト
ル)

を
求
め
、
豊
平
橋
測
定
所
上
流
の
流
域
面
積
四
二
．
四
九
方
里(

六
五
五
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

を
乗
じ
て
得
ら
れ
る[

毎
秒]

 
七
一
，
五
三
二
立
方
尺(

毎
秒
一
，
九
九
〇
立
方
メ
ー
ト
ル)

を
同
所
に
お
け
る
最

大
流
量
と
す
る
。 

こ
こ
に
、
記
録
を
収
集
・
検
討
し
、
既
往
洪
水
量
を
次
の
通
り
列
挙
す
る
。 
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最大流量
流域面積1㎢に
対する最大流量

最大流量
流域面積1㎢に
対する最大流量

（㎥/s） （㎥/s） （㎥/s） （㎥/s）

明治15・4・29 1,025 1.565 - -

明治15・5・ 5 620 0.947 - -

明治31・9・ 7 1,419 2.165 - -

明治37・7・10 911 1.390 - -

明治42・4・ 7 1,090 1.663 - -

明治44・8・14 1,008 1.538 952 1.710

大正元・5・ 4 976 1.490 894 1.606

大正 2・8・28 1,984 3.027 1,691 3.038

年　月　日

豊平橋測定所 硬石山測定所
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㈣ 

洪
水
当
時
の
降
水
量 

 
本
河
川
流
域
の
降
水
は
、
秋
季
に
は
概
し
て
頻
繁
で
あ
る
が
豪
雨
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
五
月
以
降
夏
季
に
か
け
て
降
雨
は
最
も
少

な
い
が
、
こ
の
期
間
内
に
時
々
低
気
圧
に
伴
う
暴
風
雨
が
襲
来
し
、
い
つ
も
洪
水
を
引
き
起
こ
す
。
す
で
に
流
域
の
と
こ
ろ
で
記
載

し
た
通
り
、
本
河
川
は
水
源
近
く
で
は
両
岸
は
高
く
険
し
い
山
々
が
接
し
て
谷
は
深
く
平
地
が
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
、
豪
雨
が
襲
来

す
る
と
に
わ
か
に
出
水
し
、
氾
濫
の
速
度
は
急
激
で
あ
る
が
、
ひ
と
た
び
降
雨
が
去
っ
て
し
ま
う
と
数
時
間
で
た
ち
ま
ち
平
水
に
戻

り
、
水
位
の
昇
降
は
大
変
迅
速
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
降
雨
が
連
日
に
わ
た
り
、
日
降
水
量
が
七
十
九
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
て

も
、
強
雨
や
暴
風
雨
が
こ
れ
に
伴
わ
な
け
れ
ば
徐
々
に
流
出
し
、
洪
水
を
発
生
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
に
、
洪
水
時
の
降
水
量
と

水
位
の
関
係
を
表
示
す
る
と
、
左
表
の
通
り
で
あ
る
。 
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降水量 風 速
豊平橋
水測所
水　位

降水量 風 速
豊平橋
水測所
水　位

降水量 風 速
豊平橋
水測所
水　位

（mm） （m） （m） （mm） （m） （m） （mm） （m） （m）

午前 1時 0.0 0.6 18.73 0.0 12.4 19.06 0.0 1.0 18.67
2時 0.0 0.7 18.73 0.0 9.3 19.06 0.0 1.2 18.67
3時 1.0 0.4 18.73 0.0 9.9 19.06 0.0 2.2 18.67
4時 0.6 2.2 18.76 0.0 12.6 19.06 0.0 2.0 18.67
5時 0.5 0.9 18.76 0.0 15.0 19.05 0.0 1.8 18.67
6時 1.1 1.6 18.76 0.1 17.6 19.05 0.0 2.6 18.67
7時 2.5 2.9 18.76 0.0 15.9 19.06 0.0 2.2 18.67
8時 3.8 1.6 18.76 1.2 15.3 19.09 0.0 1.8 18.67
9時 8.9 1.9 18.76 5.6 14.5 19.09 0.0 2.4 18.67

10時 8.4 1.5 18.79 4.8 16.7 19.15 0.2 1.4 18.70
11時 9.1 1.8 18.79 6.2 16.3 19.21 0.7 1.5 18.70
12時 11.4 2.2 18.79 7.8 17.9 19.33 1.6 1.1 18.70

午後 1時 6.1 2.3 19.09 7.0 24.2 19.52 1.8 1.1 18.70
2時 2.3 2.3 19.42 5.0 20.4 19.67 1.8 1.3 18.70
3時 4.2 3.1 19.76 5.0 25.7 20.00 4.5 1.9 18.71
4時 6.2 3.7 19.82 3.0 26.0 20.06 14.7 2.9 18.73
5時 7.4 5.1 19.91 5.0 22.7 20.15 7.3 3.7 18.73
6時 8.5 6.7 19.97 6.0 18.6 20.21 3.3 2.0 18.74
7時 8.2 9.5 20.18 4.9 18.7 20.30 2.5 1.2 18.91
8時 1.5 10.6 20.88 6.5 16.8 20.44 5.3 2.2 19.09
9時 0.4 6.3 21.55 1.7 17.5 20.45 8.5 2.1 19.39

10時 0.1 8.1 21.27 0.1 11.6 20.52 19.8 3.4 19.70
11時 1.6 8.2 21.06 0.2 8.9 20.70 14.3 6.4 19.76

午前 0時 0.0 10.5 20.88 0.1 1.9 20.58 22.0 3.4 19.85
1時 0.0 - 20.70 0.0 3.0 20.45 5.02 7.4 20.39
2時 0.0 - 20.52 0.0 6.3 20.30 10.4 21.3 20.91
3時 - - 20.33 0.0 8.0 20.30 2.0 22.7 21.06
4時 - - 20.12 0.0 3.5 20.15 1.0 18.3 22.06
5時 - - 19.94 0.0 4.9 20.00 0.1 12.3 20.91
6時 - - 19.73 - - 19.94 0.0 9.8 20.73
7時 - - 19.70 - - 19.94 0.0 11.1 20.30
8時 - - 19.64 - - 19.94 0.0 11.6 20.09
9時 - - 19.61 - - 19.91 0.0 11.2 19.85

10時 - - 19.58 - - 19.85 0.0 10.1 19.64
11時 - - 19.52 - - 19.82 - - 19.52
12時 - - 19.48 - - 19.76 - - 19.39

17日 5日 28日

時　刻

明治44年8月 明治45年5月(融雪出水) 大正2年8月

16日 4日 27日
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第
四
節 

水
害 

 

㈠ 

概
況 

 

本
河
川
は
す
で
に
記
述
し
た
通
り
、
水
源
は
高
く
険
し
い
山
が
大
変
多
く
、
地
質
は
主
に
不
透
水
性
の
岩
盤
組
成
で
あ
り
、
地
上

に
降
下
し
た
雨
水
を
貯
留
す
る
こ
と
な
く
迅
速
に
河
川
に
流
出
す
る
上
、
河
岸
の
決
壊
が
最
近
著
し
く
進
行
し
て
出
水
の
た
び
に
砂

礫
の
生
産
が
甚
だ
し
く
、
百
二
十
分
の
一
前
後
の
勾
配
に
よ
り
下
流
に
流
送
し
、
平
野
部
に
至
る
と
こ
れ
ら
の
土
砂
が
堆
積
し
て
河

床
を
高
く
し
、
河
積
を
縮
小
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
出
水
の
際
、
年
を
経
る
と
と
も
に
水
位
の
上
昇
量
が
増
大
し
て
河
岸
が
崩
壊

し
、
か
つ
、
氾
濫
区
域
は
益
々
拡
大
し
て
被
害
も
ま
た
次
第
に
増
加
し
て
い
る
。
鉄
道
橋
か
ら
下
流
に
行
く
に
従
い
、
河
岸
は
柳
や

雑
草
が
繁
茂
し
て
流
路
の
変
遷
は
ご
く
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
ば
し
ば
私
設
堤
防
は
溢
水
越
流
に
よ
り
破
堤
し
、
洪
水
は
原

野
に
氾
濫
し
て
生
活
や
生
産
物
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
て
い
る
。 

左
に
項
目
ご
と
に
詳
述
す
る
。 

 

㈡ 

洪
水
被
害
区
域 

 

本
河
川
流
域
に
お
け
る
被
害
区
域
を
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
築
堤
と
護
岸
の
現
状
を
細
部
ま
で
知
る
こ
と
に
よ
り
推
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
護
岸
・
築
堤
な
ど
の
施
設
は
、
水
害
を
軽
減
し
河
川
の
荒
廃
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
施
工
し
、
そ
の
工
事
費
の

多
寡
は
被
害
額
に
正
比
例
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
本
河
川
経
済
調
査
の
な
か
で
治
水
に
関
す
る
沿
革
に
お
い
て
詳

細
を
記
述
し
た
通
り
、
明
治
四(

一
八
七
一)

年
以
来
多
く
の
治
水
工
事
を
施
工
し
た
と
い
っ
て
も
、
な
お
明
治
三
十
七(

一
九
〇
四)

年
か
ら
最
近
十
二
ヶ
年
間
に
四
十
七
万
四
千
余
円
を
投
じ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
い
か
に
本
河
川
の
被
害
が
膨
大
で
あ
る
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
工
事
の
大
部
分
は
専
ら
本
河
川
流
域
の
な
か
で
も
拓
殖
の
先
駆
け
で
あ
る
月
寒
川[

合
流
点
の]

上

流
か
ら
硬
石
山
に
至
る
区
間
で
実
施
さ
れ
、
現
在
こ
の
区
間
は
富
の
源
泉
の
開
発
が
最
盛
期
に
あ
る
ば
か
り
か
、
そ
の
中
央
に
札
幌
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区
と
い
う
大
都
市[

空
間]

を
有
す
る
か
ら
、
ひ
と
た
び
洪
水
が
来
襲
し
て
破
堤
氾
濫
に
及
べ
ば
家
屋
の
浸
水
流
亡
・
交
通
機
関
の
運

行
支
障
・
農
耕
地
及
び
生
活
や
生
産
物
の
流
亡
な
ど
そ
の
被
害
は
少
な
く
な
い
。
月
寒
川
合
流
点
か
ら
角
山
間
は
沿
岸
が
毎
年
氾
濫

浸
水
の
災
害
を
被
っ
て
い
る
が
、
泥
炭
湿
地
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
て
お
り
人
家
が
希
薄
で
あ
る
か
ら
被
害
は
ご
く
少
な
い
。
硬
石

山
か
ら
百
松
沢
に
至
る
区
間
は
開
墾
の
進
展
に
伴
っ
て
河
道
の
変
遷
が
促
さ
れ
て
お
り
、
年
を
追
っ
て
次
第
に
あ
ち
こ
ち
で
田
畑
の

流
亡
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
こ
れ
に
伴
っ
て
被
害
が
増
大
し
て
い
る
が
、
百
松
沢
上
流
で
は
両
岸
が
岩
壁
で
そ
そ
り
立
つ
岩
礁
の

間
を
奔
流
し
、
農
耕
地
は
所
々
に
散
在
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
決
壊
氾
濫
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
被
害
も
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。 

 

㈢ 

洪
水
被
害
額 

 

す
で
に
前
項
に
お
い
て
詳
述
し
た
通
り
、
本
河
川
流
域
の
な
か
で
被
害
が
最
も
大
き
い
の
は
硬
石
山
下
流
約
七
里(

二
七
．
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル)

間
で
あ
り
、
最
近
十
ヶ
年
間
に
お
い
て
流
路
延
長
一
里
に
対
す
る
平
均
被
害
額
は
約
十
二
万
一
千
円(

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

当
た
り
三
〇
，
八
一
〇
円)

に
達
し
て
い
る
。
被
害
額
の
な
か
で
堤
防
決
壊
・
橋
梁
の
流
出
・
家
屋
の
浸
水
に
よ
る
被
害
は
大
部
分
が

硬
石
山
か
ら
鉄
道
橋
に
至
る
区
間
に
あ
り
、
最
近
十
ヶ
年
間
に
お
け
る
当
該
区
間
の
被
害
額
五
十
二
万
六
千
余
円
は
全
流
域
水
害
総

額
の
五
十
二[

五
十
七]

パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
直
接
受
け
る
被
害
額
の
ほ
か
、
橋
梁
の
流
出
・
浸
水
に
よ
る
交
通

の
途
絶
や
住
民
の
衛
生
被
害
な
ど
間
接
的
に
受
け
る
被
害
も
ま
た
少
な
く
な
い
。
こ
の
区
間
に
次
い
で
被
害
が
大
き
い
の
は
鉄
道
橋

下
流
か
ら
角
山
に
至
る
区
域
で
あ
り
、
農
作
物
の
被
害
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
る
。
こ
こ
で
全
川
わ
た
り
最
近
十
ヶ
年
間
に
お
け
る

被
害
額
を
調
査
す
る
と
、
そ
の
総
額
は
実
に
九
十
二
万
五
千
余
円
、
一
ヶ
年
平
均
九
万
二
千
五
百
円
に
達
し
て
い
る
。 

こ
こ
に
、
本
河
川
流
域
を
三
区
間
に
分
け
て
年
別
に
列
記
す
る
と
左
表
の
通
り
で
あ
る
。 
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自定山渓 自硬石山 自鉄道橋
至硬石山 至鉄道橋 至河　口

（円） （円） （円）

明治37年

明治38年

明治39年

明治40年

明治41年

明治42年

明治43年

大正元年

大正 2年

計

　　 区間

 年別

延　長
18.76km

延　長
15.27km

延　長
17.02km

838 21,326 136,333

340 3,061

697 6,277

2,384 11,109 5,249

5,024 36,928 14,034

689 2,715 1,902

10,594 293,510 145,101

35,574 526,171 362,850

14,069 31,275

15,618
明治44年 1,976 8,103

    [19,618]

151,443
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㈣ 

低
水
路
の
決
壊
及
び
被
害
額 

 
本
河
川
流
域
の
な
か
で
鉄
道
橋
下
流
は
河
積
が
狭
小
で
洪
水
量
を
流
下
す
る
に
は
不
足
し
て
お
り
、
常
に
氾
濫
溢
水
す
る
こ
と
を

免
れ
な
い
が
、
河
岸
は
、
雑
草
が
繁
茂
し
、
か
つ
勾
配
が
緩
や
か
な
の
で
天
然
の
状
態
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
大
洪
水

に
遭
遇
し
て
も
局
部
に
異
変
が
生
じ
る
だ
け
で
流
路
の
変
遷
は
ご
く
微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
顕
著
な
決
壊
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し

か
し
、
同
所
か
ら
上
流
に
至
る
と
、
河
幅
は
広
く
氾
濫
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
が
、
勾
配
が
急
で
河
道
の
変
遷
は
著
し
く
、
明
治
四

十
四(

一
九
一
一)
年
十
月
か
ら
大
正
二(

一
九
一
三)

年
十
月
に
至
る
二
ヶ
年
間
に
お
い
て
河
岸
の
崩
落
・
土
地
の
亡
失
が
六
十
一
町

七
反
歩(

六
一
．
二
ヘ
ク
タ
ー
ル)

に
達
し
て
そ
の
土
砂
を
運
搬
流
下
し
、
次
第
に
下
流
に
堆
積
し
て
河
床
を
高
め
、
益
々
乱
流
に
な

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
試
み
に
八
垂
別
・
雁
来
間
に
お
い
て
前
記
二
ヶ
年
間
に
対
す
る
埋
没
を
調
査
す
る
と
、
埋
没
土
砂
の
総
量
は
二

万
一
千
七
百
六
十
立
方
坪(

一
三
〇
，
七
八
八
立
方
メ
ー
ト
ル)

で
あ
り
、
同
区
間
に
お
け
る
土
木
工
事
用
砂
礫
の
採
取
量
一
万
四
千

八
百
五
十
二
立
方
坪(

八
九
，
二
六
八
立
方
メ
ー
ト
ル)

を
減
じ
て
も
な
お
六
千
九
百
八
立
方
坪(

四
一
，
五
二
一
立
方
メ
ー
ト
ル)

余

に
達
し
、
平
均
六
分
七
厘(

二
．
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)

 

深
さ
を
減
ず
る
こ
と
に
な
る
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
い
か
に
河
川
荒
廃
の
程
度

が
激
し
い
か
を
知
る
に
は
十
分
で
あ
ろ
う
。 

 

一
方
、
百
松
沢
上
流
に
至
る
と
河
岸
は
主
に
硬
岩
が
そ
そ
り
立
ち
、
河
床
も
ま
た
岩
盤
が
露
出
し
て
い
る
か
ら
決
壊
す
る
こ
と
は

な
く
、
自
然
の
状
態
を
保
持
す
る
。 

本
河
川
流
域
に
お
け
る
河
岸
の
崩
落
・
土
地
の
流
亡
に
よ
る
被
害
額
は
前
記
二
ヶ
年
間
に
お
い
て
実
に
三
万
八
百
五
十
円
に
達
し

て
お
り
、
一
ヶ
年
平
均
一
万
五
千
四
百
二
十
五
円
に
相
当
す
る
。 
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第
五
節 

治
水
計
画 

 

㈠ 

治
水
の
必
要 

 

往
時
本
河
川
沿
岸
は
原
生
林
で
、
各
種
の
高
木
・
灌
木
が
全
域
に
鬱
蒼
と
繁
茂
し
、
熊
・
鹿
・
狼
・
狐
な
ど
野
獣
が
巣
窟
を
構
え
、

先
住
民
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
が
散
ら
ば
っ
て
集
落
を
形
成
し
粗
末
な
小
屋
を
作
っ
て
住
ん
で
い
た
が
、
鍬
や
斧
鉞(

お
の
・
ま
さ
か
り)

を
使
わ
ず
、
た
だ
狩
猟
に
よ
り
生
計
を
営
ん
で
い
た
か
ら
、
河
岸
決
壊
や
埋
没
の
心
配
を
す
る
こ
と
な
く
低
水
路
安
定
状
態
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
と
こ
ろ
、
明
治
二(

一
八
六
九)

年
十
一
月
札
幌
に
首
府
の
建
設
を
は
じ
め
る
と
す
ば
ら
し
い
勢
い
で
開
拓

が
進
み
、
こ
れ
に
よ
っ
て
河
川
の
安
定
を
破
壊
し
、
年
と
と
も
に
水
害
が
増
加
し
た
。
明
治
四(

一
八
七
一)

年
河
道
整
備
の
た
め
治

水
工
事
を
施
工
し
て
以
来
、
幾
多
の
治
水
工
事
を
実
施
し
て
き
た
が
、
国
家
予
算
が
伴
わ
ず
局
部
的
に
施
工
し
た
に
す
ぎ
な
い
た
め

そ
の
効
果
は
不
十
分
で
、
沿
岸
住
民
は
常
に
恐
怖
を
感
じ
、
土
地
に
対
す
る
愛
着
は
乏
し
く
、
白
石
原
野
の
例
で
は
苦
労
し
て
開
発

し
た
土
地
か
ら
離
散
し
て
再
び
荒
廃
地
に
戻
る
に
至
っ
た
。
近
年
、
拓
殖
の
進
展
は
と
み
に
著
し
く
、
近
い
将
来
移
民
を
収
容
で
き

る
土
地
の
欠
乏
が
予
想
さ
れ
、
天
が
与
え
る
不
利
益
を
論
じ
て
い
る
暇
も
な
く
移
民
が
一
気
に
集
ま
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
に
際
し

て
、
頻
繁
に
水
害
を
受
け
て
幾
多
の
辛
苦
を
水
泡
に
帰
す
る
轍
を
ま
た
踏
ん
で
再
び
荒
蕪
に
任
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
国
家
の
不

利
益
こ
れ
よ
り
甚
だ
し
い
こ
と
は
な
い
。
今
こ
そ
国
家
の
大
計
に
鑑
み
、
根
本
的
治
水
工
事
を
実
施
し
、
そ
の
禍
根
を
断
っ
て
天
然

の
状
態
を
良
好
に
維
持
す
る
方
法
を
講
じ
、
こ
れ
に
よ
り
災
害
防
除
と
利
用
の
計
画
を
実
現
し
、
と
り
わ
け
道
民
の
困
苦
を
救
済
し

安
心
に
導
く
こ
と
は
ま
さ
に
焦
眉
の
急
で
あ
る
。 

 

政
府
は
石
狩
川
治
水
を
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
こ
と
を
認
め
、
ま
ず
一
期
工
事
と
し
て
河
口
・
対
雁
間
の
改
修
を
計
画
し
、
巨
費
を

投
じ
て
こ
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
が
、
豊
平
川
の
洪
水
が
背
後
か
ら
殺
到
す
る
と
石
狩
川
左
岸
堤
内
地
が
浸
水
し
て
滞
水
が
数
日

に
わ
た
り
、
そ
の
効
果
が
疑
わ
し
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
石
狩
川
の
治
水
と
相
俟
っ
て
本
河
川
に
適
当
な
整
備
を
加
え
て
石

狩
川
治
水
の
効
果
を
増
進
し
、
と
り
わ
け
洪
水
の
た
め
に
生
じ
る
損
害
を
軽
減
し
富
源
の
開
発
を
実
現
す
る
の
は
国
家
の
整
備
と
し

て
誠
に
緊
要
な
事
業
で
あ
る
。 
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㈡ 

概
況 

 

本
河
川
に
関
し
て
は
、
去
る
明
治
四
十
四(

一
九
一
一)

年
以
来
入
念
に
調
査
す
る
こ
と
四
年
間
、
こ
の
間
に
得
た
情
報
に
よ
り
治

水
工
事
の
区
域
を
藻
岩
村
・
札
幌
区
の
境
界
か
ら
下
流
約
六
里(

二
三
．
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

間
に
定
め
た
。
上
流
の
改
修
も
必
要
な

い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
計
画
は
し
ば
ら
く
将
来
に
譲
り
、
ま
ず
も
っ
て
緊
急
を
要
す
る
部
分
に
対
し
改
修
を
実
行
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
本
河
川
治
水
の
目
的
は
主
に
洪
水
防
禦
に
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
け
れ
ど
も
、
と
り
わ
け
札
幌
区

の
浸
水
決
壊
を
防
止
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
治
水
計
画
の
基
礎
と
な
る
洪
水
量
は
、
第
三
節
洪
水
流
量
に
お
い
て
詳
述
し
た

通
り
、
大
正
二(

一
九
一
三)

年
八
月
豊
平
橋
に
お
け
る
洪
水
量
毎
秒
七
万
一
千
三
百
立
方
尺(

毎
秒
一
，
九
八
四
立
方
メ
ー
ト
ル)

を

基
準
と
し
て
立
案
し
た
。 

 

本
河
川
の
計
画
を
立
て
る
に
あ
た
り
多
く
の
考
案
が
あ
っ
た
が
、
各
々
一
長
一
短
あ
る
の
を
免
れ
な
い
中
か
ら
二
案
を
選
択
し
、

種
々
比
較
研
究
を
重
ね
た
。
す
な
わ
ち
第
一
案
は
鉄
道
橋
下
流
に
お
い
て
現
水
路
を
す
べ
て
締
切
り
、
伏
籠
札
幌
川
の
凹
地
を
通
過

し
て
茨
戸
に
お
い
て
石
狩
川
に
注
ぐ
よ
う
、
低
水
路
敷
幅
三
十
間(

五
四
．
五
メ
ー
ト
ル)

、
高
水
敷
敷
幅
百
九
十
間
か
ら
三
百
二
十

三
間(

三
四
五
．
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
八
七
．
三
メ
ー
ト
ル)

、
延
長
六
千
八
百
七
十
間(

一
二
，
四
九
一
メ
ー
ト
ル)

の
新
水
路
を
開

削
す
れ
ば
、
本
河
川
の
洪
水
は
勿
論
低
水
を
も
放
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
鉄
道
橋
か
ら
上
流
に
対
し
て
は
現
在
の
堤
防
を
高
く
し

て
補
強
し
、
無
堤
地
に
は
新
た
に
堤
防
を
築
造
し
て
河
積
を
補
い
、
水
勢
が
激
し
く
激
突
す
る
箇
所
に
は
計
画
高
水
位
以
上
ま
で
護

岸
工
を
施
工
す
る
こ
と
と
す
る
。
第
二
案
は
現
在
の
水
路
に
沿
っ
て
高
水
敷
幅
三
百
間(

五
四
五
．
五
メ
ー
ト
ル)

を
有
す
る
堤
防
を

築
設
し
、
河
口[

合
流
点]

か
ら
一
千
七
百
十
間(

三
，
一
〇
九
メ
ー
ト
ル)

上
流
に
お
い
て
現
水
路
を
す
べ
て
締
切
り
、
延
べ
一
千
二

百
間(

二
，
一
八
二
メ
ー
ト
ル)

の
新
水
路
を
開
削
し
て
対
雁
の
川
下
に
お
い
て
石
狩
川
の
新
水
路
に
放
流
す
る
こ
と
と
し
、
か
つ
、

堤
防
を
石
狩
川
左
岸
堤
防
に
連
結
し
て
石
狩
川
の
湛
水
及
び
逆
水[
背
水]

を
防
御
し
、
さ
ら
に
鉄
道
橋
か
ら
上
流
は
第
一
案
と
同
一

の
整
備
す
る
こ
と
と
す
る
。
今
こ
の
二
案
の
長
短
を
比
較
す
る
と
、
後
者
は
前
者
に
比
べ
工
事
費
が
多
く
必
要
と
な
る
ば
か
り
か
築

堤
地
の
地
質
が
軟
弱
な
た
め
施
工
が
非
常
に
困
難
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
か
つ
、
迂
曲
し
て
い
る
河
道
は
将
来
そ
の
維
持
に
相
当

考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
結
局
前
者
の
よ
う
に
新
水
路
を
掘
削
し
て
洪
水
の
排
出
並
び
に
防
御
に
備
え
る
対
策
を
採
用
す
る
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方
が
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
検
討
を
進
め
、
本
計
画
に
定
め
た
内
容
に
つ
い
て
項
目
別
に
順
次
詳
述
す
る
。 

 

㈢ 

高
水
工
事 

新
水
路
工
事 

 

往
時
本
河
川
は
豊
平
橋
上
流
か
ら
斜
め
に
西
北
へ
流
れ
、
札
幌
区
及
び
苗
穂
・
丘
珠
の
両
村
を
通
過
し
て
石
狩
川
に
注
い
で
い
た

が
、
そ
の
後
洪
水
が
あ
り
、
豊
平
橋
の
上
流
か
ら
氾
濫
し
て
現
在
の
豊
平
川
を
出
現
さ
せ
た
。
そ
の
履
歴(

旧
川)

で
あ
る
伏
籠
札
幌

川
沿
線[

沿
川]

は
自
然
が
作
っ
た
勾
配
を
有
し
て
い
て
新
水
路
の
掘
削
に
最
適
で
あ
る
か
ら
、
鉄
道
橋
下
流
か
ら
、
湾
曲
の
度
合
い
・

施
工
の
難
易
等
万
一
に
も
計
画
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
範
囲
で
自
然
の
勾
配
を
利
用
し
、
茨
戸
に
お
い
て
石
狩
川
旧
川(

茨
戸
川)

に

合
流
す
る
法
線
を
設
定
し
た
。
そ
し
て
、
石
狩
川
旧
川(

茨
戸
川)

の
な
か
で
も
茨
戸
の
下
流
は
、
明
治
四
十
三(

一
九
一
〇)

年
石
狩

川
治
水
事
業
着
手
以
来
低
水
護
岸
工
事
を
施
工
し
、
今
日
ほ
と
ん
ど
完
成
の
域
に
達
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
す
で
に
大
方
安
定
の

状
態
に
あ
る
か
ら
、
今
新
水
路
を
掘
削
し
て
こ
の
旧
川
を
利
用
す
る
と
し
て
も
吐
き
口
付
近
に
い
く
ら
か
護
岸
工
を
施
工
す
る
だ
け

で
足
り
、
他
に
は
ほ
と
ん
ど
整
備
の
必
要
は
な
く
、
か
つ
、
将
来
に
お
い
て
も
維
持
が
困
難
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
新
水
路
に
お

け
る
低
水
路
は
、
本
河
川
の
平
均
高
水
位
に
対
し
て[

毎
秒]

五
千
立
方
尺(

毎
秒
一
三
九
立
方
メ
ー
ト
ル)

内
外
の
流
量
を
著
し
く
両

岸
に
氾
濫
す
る
こ
と
な
く
流
下
さ
せ
る
に
足
る
断
面
で
あ
る
敷
幅
百
八
十
尺(

五
四
．
五
メ
ー
ト
ル)

の
水
路
と
し
、
計
画
洪
水
量
の

流
下
に
対
し
て
は
掘
削
土
量
の
軽
減
を
見
込
み
つ
つ
、
勾
配
の
緩
急
を
加
減
し
て
流
速
を
緩
や
か
に
す
る
方
針
の
も
と
に
、
お
お
む

ね
低
水
路
を
中
央
に
し
て
中
心
距
離
百
九
十
間
か
ら
三
百
二
十
三
間(

三
四
五
．
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
八
七
．
三
メ
ー
ト
ル)

を
有
す

る
位
置
に
堤
防
を
築
造
し
、
さ
ら
に
水
勢
の
激
突
に
よ
り
決
壊
破
堤
の
お
そ
れ
が
あ
る
区
間
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
単
床
工
を
施
工
す

る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
上
で
現
水
路
は
締
切
っ
て
廃
川(

旧
川)

と
し
、
逆
川
・
厚
別
川
そ
の
他
の
支
流
並
び
に
排
水
路
の
幹
線
の
合

流
先
と
し
、
対
雁
橋
付
近
に
水
門
を
設
置
し
て
石
狩
川
に
排
出
す
る
も
の
と
す
る
。
掘
削
土
砂
は
築
堤
に
流
用
し
、
そ
の
残
土
は
付

近
の
堤
外
凹
所
及
び
廃
川
敷
等
に
投
棄
し
て
大
体
掘
削
土
の
過
不
足
を
生
じ
な
い
よ
う
に
努
め
た
。
そ
し
て
、
多
量
の
掘
削
土
量
が

発
生
す
る
箇
所
は
掘
削
機
及
び
軽
便
鉄
道
を
使
用
し
、
少
量
の
掘
削
箇
所
は
手
掘
り
及
び
ド
コ
ー
ビ
ル
運
搬(

可
搬
式
小
型
鉄
道
運
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搬)

に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 
堤
防
工
事 

 

新
堤
は
左
右
両
岸
と
も
馬
踏(

天
端
幅)

三
間(

五
．
四
五
メ
ー
ト
ル)

、
両
法
勾
配
二
割
と
し
、
そ
の
天
端
は
計
画
高
水
位
以
上
五

尺(

一
．
五
二
メ
ー
ト
ル)

の
高
さ
と
し
、
主
に
新
水
路
掘
削
の
土
砂
を
こ
れ
に
流
用
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

現
在
高
水
防
御
の
た
め
に
堤
防
が
築
設
さ
れ
た
区
間
は
左
岸
基
点
か
ら
鉄
道
橋
ま
で
の
区
間
で
、
間
知
煉
積
・
野
面
煉
積
等
の
石

張
り
を
施
工
し
て
あ
り
、
た
だ
高
丘
地
で
あ
る
東
橋
上
流
の
一
部
が
無
堤
地
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
現
堤
防
の
湾
曲
の
度

合
い
が
急
で
、
法
線
が
不
統
一
な
の
は
必
要
に
応
じ
て
局
部
的
に
施
工
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
が
、
今
こ
れ
を
理

想
的
に
改
修
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
数
十
年
来
改
修
に
改
修
を
重
ね
て
よ
う
や
く
強
度
を
増
進
し
て
効
果
が
上
が
り
つ
つ
あ
る
堤
防
を

根
本
か
ら
破
壊
し
、
い
た
ず
ら
に
工
事
費
を
多
大
な
も
の
に
す
る
だ
け
だ
か
ら
、
む
し
ろ
現
在
の
堤
防
を
補
強
し
て
そ
の
目
的
を
達

成
す
る
の
を
適
当
と
認
め
、
本
工
事
に
お
い
て
は
計
画
高
水
位
以
上
五
尺(

一
．
五
二
メ
ー
ト
ル)

の
高
さ
を
保
持
す
る
た
め
に
相
当

す
る
嵩
上
げ
を
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 

新
堤
は
河
岸
に
築
堤
し
た
区
間
並
び
に
水
勢
が
激
し
く
衝
突
し
て
破
堤
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
間
で
は
、
野
面
石
垣
工
等
に
よ
っ

て
法
面
を
被
覆
し
て
そ
の
お
そ
れ
を
除
去
し
、
そ
の
他
の
区
間
に
は
筋
芝
工
を
施
工
し
て
法
面
崩
壊
を
防
止
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 

㈣ 

低
水
護
岸
工
事 

 

本
工
事
は
主
に
鉄
道
橋
か
ら
上
流
右
岸
に
施
工
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
低
水
護
岸
工
を
実
施
し
て
あ
る
区
間
を
除
き
、
河
岸
に

築
堤
し
て
あ
る
区
間
並
び
に
水
勢
が
激
突
す
る
区
間
を
選
ん
で
、
根
固
め
と
し
て
常
水
位(

平
水
位)

以
下
に
厚
さ
三
尺
二
寸(

〇
．
九

七
メ
ー
ト
ル)

、
幅
四
間(

七
．
二
七
メ
ー
ト
ル)

の
木
工
沈
床
工
及
び
成
木
柵
工
等
を
用
い
て
河
岸
を
二
割
勾
配
に
切
り
均
し
、
野
面

積
煉
積
工
を
施
工
し
、
河
岸
の
決
壊
を
防
止
す
る
。
さ
ら
に
、
豊
平
橋
上
下
流
は
河
岸
と
堤
防
法
線
間
に
残
存
す
る
空
間
を
常
水
位(

平

水
位)

以
上
三
尺(

〇
．
九
一
メ
ー
ト
ル)

ま
で
切
り
下
げ
て
、
河
積
を
十
分
に
し
て
洪
水
の
疎
通
を
実
現
す
る
こ
と
と
す
る
。 
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第
六
節 

治
水
工
事
竣
工
後
の
利
益 

 
 

 
本
工
事
を
実
施
し
た
結
果
と
し
て
生
じ
る
経
済
上
の
利
益
は
概
ね
左
の
通
り
で
あ
る
。 

 

一
．
洪
水
被
害
軽
減
の
利
益 

 
 

札
幌
区
に
堤
防
を
築
造
し
、
あ
る
い
は
補
強
し
、
鉄
道
橋
か
ら
茨
戸
間
に
新
水
路
を
開
通
す
る
こ
と
に
よ
り
札
幌
区
下
流
の
浸

水
を
防
御
す
れ
ば
、
既
往
十
ヶ
年
間
に
お
け
る
年
平
均
浸
水
面
積
一
千
五
百
六
十
九
町
歩(

一
，
五
五
六
ヘ
ク
タ
ー
ル)

の
内
、
既

墾
地
面
積
四
百
十
一
町
四
反
歩(

四
〇
八
ヘ
ク
タ
ー
ル)

に
対
す
る
損
害
を
救
済
で
き
る
金
額
は
現
在
八
万
八
千
九
百
二
円
で
あ
る

が
、
将
来
の
農
作
物
そ
の
他
物
価
の
高
騰
を
見
込
み
現
在
被
害
額
の
二
倍
に
増
加
す
る
も
の
と
す
れ
ば
年
十
七
万
七
千
八
百
四
円

に
達
す
る
。 

二
．
低
湿
地
利
用
に
よ
っ
て
生
じ
る
利
益 

 
 

従
来
洪
水
氾
濫
の
影
響
を
受
け
て
開
拓
の
見
込
み
な
く
、
荒
蕪
地
と
し
て
放
棄
さ
れ
た
ま
ま
の
白
石
・
対
雁
両
原
野
の
低
湿
地

四
千
九
百
四
十
一
町
歩(

四
，
九
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル)

に
対
し
、
本
河
川
の
治
水
計
画
を
実
施
し
た
あ
と
こ
れ
を
良
好
な
開
墾
地
に

整
備
し
て[

生
産
額
を]

年
一
反
歩
当
た
り
十
六
円(
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
一
五
九
円)

と
す
れ
ば
、
一
ヶ
年
の
収
益
は
七
十
九
万

五
百
六
十
円
に
達
す
る
だ
ろ
う
。 

  

本
工
事
実
施
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
や
被
害
除
去
が
顕
著
な
も
の
は
前
記
二
項
目
の
合
計
九
十
六
万
八
千
三
百
六
十
四
円
に
及

び
、
こ
こ
で
年
利
五
分
に
充
当
す
る
も
の
と
す
れ
ば
優
に
一
千
九
百
三
十
六
万
余
円
の
工
事
費
に
相
当
し
、
ま
た
、
本
河
川
治
水
費

二
百
六
十
三
万
一
千
六
百
六
十
九
円
に
対
し
年
利
二
割
七
分
強
に
相
当
す
る
こ
と
と
な
る
。 
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そ
の
他
間
接
利
益
と
し
て
、
頻
繁
に
浸
水
の
可
能
性
が
あ
る
四
千
九
百
四
十
一
町
歩(

四
，
九
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル)

の
土
地
が
洪
水

被
害
を
免
れ
る
結
果
、
そ
の
価
格
を
一
町
歩
に
つ
き
平
均
百
五
十
円(

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
一
四
九
円)

高
騰
さ
せ
る
も
の
と
す
れ

ば
七
十
四
万
一
千
百
五
十
円
地
価
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
。 

こ
の
よ
う
に
物
質
面
の
利
益
が
顕
著
で
あ
る
と
と
も
に
、
住
民
の
不
安
を
取
り
除
き
、
土
地
に
対
す
る
愛
着
を
生
じ
さ
せ
る
な
ど

精
神
面
に
及
ぼ
す
効
果
を
思
え
ば
、
本
河
川
治
水
事
業
の
実
施
は
国
家
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
急
務
で
あ
る
。 
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第
七
節 

治
水
費
予
算 

 
 

本
工
事
は
八
ヶ
年
を
要
し
、
そ
の
工
事
費
は
左
の
通
り
。 

 
 

金
二
百
六
十
三
万
一
千
六
百
六
十
九
円 

総
額 

 
 

 

内 
訳 

 
 

金
七
万
五
千
四
十
円 

俸
給 

 
 

金
四
万
六
千
百
十
円 

事
務
費 

 
 

金
二
百
五
十
一
万
五
百
十
九
円 

事
業
費 

 

事
業
費
を
分
け
て
器
具
機
械
費
、
工
場
費
、
工
事
費
の
三
種
類
と
す
れ
ば
総
額
と
内
訳
は
左
の
通
り
。 

金
二
百
五
十
一
万
五
百
十
九
円 

 
 

 

内 

訳 

金
七
十
五
万
五
千
四
百
七
十
五
円 

器
具
機
械
費 

金
五
万
六
千
九
百
八
十
円 

工
場
費 

金
百
六
十
九
万
八
千
六
十
四
円 

工
事
費 

 

右
内
訳
の
明
細
は
別
冊
工
事
費
予
算
書
に
記
載
す
る
。 
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事
業
手 

 

技 

手 

 

技 

手 

 

技 

手 

 

技 

手 

 

技 

手 

 

技 

手 

技 
手 

自
明
治
四
十
四
年
度 

至
大
正 

 

三
年
度 

 

山 

下 

靖 

行 

 

阿 

部 

喜 

政 

 

服 

部 
 

 
猛 

 

菅 

谷 
雄 

平 

 

平 
 

 

力 

雄 

 
後 

藤 

一 

三 

 

石 

寺 

章 

二 

三 

宅 

省 

吾 

 
大
正
三(

一
九
一
四)

年
度 

 

大
正
三(

一
九
一
四)

年
度 

 

大
正
三(

一
九
一
四)

年
度 

 

大
正
三(

一
九
一
四)

年
度 

 

自
明
治
四
十
五(

一
九
一
二
年
度
至
大
正
二(

一
九
一
三)

年
度 

明
治
四
十
四(

一
九
一
一
年
度 

自
明
治
四
十
四(

一
九
一
一
年
度 

明
治
四
十
四(

一
九
一
一
年
度 

豊
平
川
に
従
事
し
た
職
員
調
書 

一
ヶ
年 

一
ヶ
年 

一
ヶ
年 

一
ヶ
年 

二
ヶ
年 

一
ヶ
年 

引
続
き 

一
ヶ
年 
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解
題 

豊
平
川
調
査
報
文 

 

豊
平
川
全
体
に
係
る
治
水
計
画
の
嚆
矢
と
い
え
る
の
は
『
豊
平
川
調
査
報
文
』
で
あ
る
。
豊
平
川
流
域
全
般
に
わ
た
る
調
査
結
果

に
基
づ
き
、
は
じ
め
て
本
川
主
要
区
間
を
対
象
と
す
る
治
水
対
策
を
調
査
計
画
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
報
文
は
、
保
原
元
二
技
師(

当
時)

の
も
と
本
文
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
調
査
メ
ン
バ
ー
が
、
明
治
四
十
四(

一
九
一
一)

年
か

ら
大
正
三(

一
九
一
四)

年
の
四
年
に
わ
た
り
調
査
・
検
討
し
た
結
果
を
豊
平
川
治
水
計
画
書
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
当
時

の
北
海
道
庁
俵
孫
一
長
官
に
提
出
さ
れ
た
。
保
管
さ
れ
て
い
る
原
典
は
、
手
書
き
の
原
稿
を
青
写
真
焼
き
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

時
代
背
景 

調
査
が
行
わ
れ
た
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
は
、
北
海
道
開
拓
が
は
じ
ま
っ
て
半
世
紀
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。 

拓
地
植
民
政
策
の
下
に
進
め
ら
れ
て
き
た
北
海
道
開
拓
は
、
明
治
三
十
四(

一
九
〇
一)

年
、
北
海
道
庁
園
田
安
賢
長
官
が
『
北
海

道
十
年
計
画
』
を
策
定
し
て
さ
ら
に
推
進
が
試
み
ら
れ
た
が
、
日
露
戦
争
な
ど
戦
費
が
嵩
み
、
予
算
の
裏
付
け
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

計
画
完
了
年
の
明
治
四
十
二(

一
九
〇
九)

年
ま
で
に
支
出
さ
れ
た
拓
殖
費
は
計
画
額
二
千
百
六
十
万
円
余
の
五
十
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

次
の
河
島
醇
長
官
は
同
年
『
北
海
道
拓
殖
事
業
計
画
』(

明
治
四
十
二(

一
九
〇
九)

年
十
月
十
九
日
閣
議
決
定
、
の
ち
に
『
北
海
道
第

一
期
拓
殖
計
画
』
と
称
し
た)

を
策
定
、
明
治
四
十
三(
一
九
一
〇)

年
以
降
十
五
ヶ
年
間
に
国
費
七
千
万
円
を
投
じ
て
、
収
容
人
口
を

三
百
万
人
に
倍
増
し
、
国
有
未
開
地
等
百
六
十
四
万
八
千
五
百
五
十
町
歩(

一
，
六
三
四
，
九
二
六
ヘ
ク
タ
ー
ル)

を
処
分
す
る
こ
と

を
目
標
に
、
土
地
改
良
・
道
路
・
河
川
・
港
湾
な
ど
基
盤
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
も
大
正
五(

一
九
一

六)

年
ま
で
の
七
年
間
は
経
済
不
況
の
た
め
予
定
額
の
六
割
程
度
に
支
出
が
と
ど
ま
っ
て
い
た
。 

第
一
次
世
界
大
戦
を
契
機
に
経
済
状
況
が
好
転
し
、
ま
た
、
対
ロ
政
策
上
北
海
道
開
拓
の
重
要
性
が
改
め
て
見
直
さ
れ
る
と
、
翌

年
以
降
、
物
価
高
騰
・
内
外
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
数
次
に
わ
た
り
計
画
内
容
を
改
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
計
画
予

定
総
額
は
二
億
千
四
百
六
万
四
千
百
二
十
四
円
、
延
長
さ
れ
た
計
画
期
間
十
七
ヶ
年
間
の
支
出
総
額
は
一
億
六
千
二
十
二
万
九
千
八
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百
十
八
円
ま
で
財
源
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。『
北
海
道
第
一
期
拓
殖
計
画
事
業
報
文
』
に
は
、
こ
の
計
画
は
「
拓
殖
政
策
の
序
幕
の
よ

う
な
役
目
を
演
じ
た
」
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
計
画
内
容
は
次
の
『
北
海
道
第
二
期
拓
殖
計
画
』(

昭
和
二(

一
九
二
七)

年
一
月
閣
議

決
定)

へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
計
画
は
、
財
政
的
裏
付
け
を
明
確
に
し
て
制
度
化
し
た
こ
と
が
特
筆
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
の
ち
の
北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
規
範
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

『
北
海
道
第
一
期
拓
殖
計
画
』
の
事
業
内
訳(

当
初
計
画)

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

総
額 

 
 

 
七
〇
，
〇
〇
〇
，
〇
〇
〇
円 

殖
民
費 

 
 

 
六
，
四
二
四
，
六
一
九
円 
(
 

九
．
二
％)

 

産
業
費 

 
 

 

二
，
八
一
七
，
七
二
七
円 

(
 

四
．
〇
％)

 

道
路
橋
梁
費 

二
五
，
四
五
五
，
九
〇
三
円 

(

三
六
．
四
％)

 

土
地
改
良
費 

 

二
，
四
二
〇
，
三
二
八
円 

(
 

三
．
五
％)

 

河
川
費 

 
 

一
〇
，
二
八
三
，
二
五
五
円 

(

一
四
．
七
％)

 

港
湾
費 

 
 

二
二
，
五
九
八
，
一
六
八
円 

(

三
二
．
三
％)

 

 

内
訳
で
は
道
路
橋
梁
費
と
港
湾
費
が
お
よ
そ
七
割
を
占
め
、
北
海
道
開
拓
上
き
わ
め
て
重
要
な
施
策
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ

る
。
一
方
、
河
川
費
は
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
を
当
時
拓
殖
予
算
の
編
成
に
携
わ
っ
て
い
た
橋
本
東
三
殖
民
課
長(

当

時)

が
『
拓
殖
後
日
譚
』
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

  

「
河
川
に
関
す
る
計
画
は
、
河
川
の
調
査
、
監
視
、
浚
渫
、
応
急
護
岸
工
事
並
び
に
堤
防
敷
地
処
分
等
河
川
の
普
遍
的
も
し
く

は
当
面
的
施
策
の
ほ
か
、
特
定
の
河
川
に
対
す
る
組
織
的
治
水
工
事
の
計
画
は
、
唯
一
石
狩
川
治
水
工
事
だ
け
で
、
全
道
の
重

要
な
河
川
に
対
し
組
織
的
治
水
工
事
を
計
画
す
る
こ
と
は
、
第
一 

確
信
あ
る
設
計
の
な
い
こ
と
、
第
二 

財
政
経
済
の
事
情
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は
急
速
に
計
画
を
樹
て
る
時
期
に
到
達
し
て
い
な
い
こ
と
の
た
め
に
将
来
に
譲
る
こ
と
を
適
当
と
す
る
わ
け
で
、
た
だ
石
狩
川

に
対
し
て
は
従
来
幾
度
も
調
査
し
て
お
り
、
ま
た
流
域
地
帯
は
す
で
に
充
分
ひ
ら
け
て
お
っ
て
、
年
々
の
水
害
も
大
き
く
、
放

任
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
と
い
う
の
で
、
取
り
敢
え
ず
下
流
江
別
以
下
の
区
域
に
対
す
る
放
水
路
の
開
削
及
び
滝
川
、［
深
川
、
］

旭
川
地
区
の
堤
防
築
設
の
計
画
を
樹
て
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
河
川
調
査
と
し
て
二
十
六
河
川
を
国
費
支
弁
河
川
と
し
て
治

水
の
方
針
を
樹
て
る
の
に
必
要
な
設
計
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
」(

傍
線
は
本
稿
加
筆)

 

 

す
な
わ
ち
、
こ
の
計
画
で
は
「
河
川
の
調
査
、
監
視
、
浚
渫
、
応
急
護
岸
工
事
並
び
に
堤
防
敷
地
処
分
等
河
川
の
普
遍
的
も
し
く

は
当
面
的
施
策
」
を
主
体
と
し
て
お
り
、「
組
織
的
治
水
工
事
」
は
石
狩
川
の
一
部
計
画
だ
け
に
と
ど
め
、
全
道
二
十
六
河
川
の
「
治

水
の
方
針
を
樹
て
る
の
に
必
要
な
設
計
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
」
の
で
あ
る
。
当
時
原
始
河
川
の
状
態
に
あ
っ
た
北
海
道
の
河
川

改
修
は
、
開
拓
の
進
展
に
と
も
な
い
洪
水
対
策
が
緊
急
課
題
と
な
っ
て
い
た
な
か
に
あ
っ
て
も
、
科
学
的
・
体
系
的
な
調
査
・
検
討

に
基
く
計
画
づ
く
り
を
志
向
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
っ
て
、「
組
織
的
治
水
工
事
」
は
将
来
を
期

し
つ
つ
も
必
要
最
低
限
の
計
画
内
容
に
と
ど
め
、
か
つ
比
較
検
討
案
の
な
か
か
ら
〝
取
り
敢
え
ず
〟
緊
急
的
・
応
急
的
な
対
策
に
限

定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
大
正
六(

一
九
一
七)

年
に
至
り
財
政
状
況
が
好
転
す
る
と
、
石
狩
川
第

一
区(

河
口
～
対
雁
間)

の
計
画
は
、
応
急
的
な
対
策
と
位
置
付
け
て
い
た
放
水
路
併
用
方
式
か
ら
、
根
本
的
な
対
策
と
し
て
検
討
さ

れ
て
き
た
局
部
切
替(

捷
水
路)

・
堤
防
方
式
へ
と
変
更
さ
れ
、
組
織
的
な
治
水
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

一
方
、
当
時
の
豊
平
川
沿
川
の
状
況
は
図
23
に
示
す
通
り
、
左
岸
札
幌
区(

現
在
の
札
幌
中
心
市
街
地)

に
は
新
都
札
幌
の
市
街
地

が
概
ね
形
成
さ
れ
、
右
岸
豊
平
町
に
は
耕
地
が
広
が
っ
て
い
る
。『
豊
平
川
調
査
報
文
』
に
よ
れ
ば
大
正
三(

一
九
一
四)

年
末
の
人
口

は
、
札
幌
区
九
万
九
千
三
百
十
八
人
、
豊
平
町
一
万
四
百
六
十
八
人
に
達
し
て
お
り
、
開
拓
五
十
年
の
歩
み
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
の
よ
う
に
急
速
に
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ
た
流
域
を
流
れ
る
豊
平
川
は
、
明
治
三
十
七
、
四
十
二
年
に
甚
大
な
洪
水
被
害
を
も

た
ら
し
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
治
水
計
画
を
調
査
検
討
中
の
大
正
二(

一
九
一
三)
年
に
は
未
曽
有
の
洪
水
と
な
り
、
市
街
地
上
流
で
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左
岸
堤
防
が
決
壊
し
て
札
幌
区
が
浸
水
し
た
こ
と
か
ら
、
流
域
の
発
展
に
対
応
し
て
堤
防
の
本
格
的
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
。 

当
時
『
石
狩
川
治
水
計
画
調
査
報
文
』
や
そ
の
内
容
を
踏
襲
し
た
『
北
海
道
第
一
期
拓
殖
計
画
』
に
は
豊
平
川
の
改
修
事
業
は
計

画
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
背
景
の
下
、
豊
平
川
に
お
い
て
治
水
計
画
調
査
が
は
じ
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

  
 

 
 

 
 

図 23 大正初期の札幌(5 万分の 1 地形図、大正 5 年測図) 
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そ
の
中
心
を
担
っ
た
の
は
、
社
会
人
二
年
目
の
北
海
道
庁
保
原
元
二
技
師(

当
時)

で
あ
っ
た
。 

保
原
元
二(

一
八
八
三
～
一
九
六
八)

は
、
仙
台
市
大
町
五
丁
目
で
畳
商
を
営
む
旧
家
に
生
ま
れ
、
家
業
を
継
ぐ
べ
く
商
業
学
校
を

卒
業
し
た
が
、
そ
の
後
二
高
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
土
木
工
学
科
に
学
ぶ
こ
と
と
な
り
、
当
時
教
授
に
就
任
し
て
い
た
廣
井
勇
の
薫

陶
を
受
け
て
明
治
四
十
三(

一
九
一
〇)

年
卒
業
と
同
時
に
北
海
道
庁
に
勤
務
し
た
。
時
あ
た
か
も
『
北
海
道
第
一
期
拓
殖
計
画
』
が

策
定
さ
れ
、
石
狩
川
の
組
織
的
治
水
事
業
に
着
手
し
た
歴
史
的
な
年
で
も
あ
っ
た
。
事
業
手
と
し
て
見
習
い
期
間
の
初
仕
事
は
夕
張

川
の
測
量
調
査
で
あ
り
、
こ
の
調
査
を
通
じ
て
、
の
ち
に
携
わ
る
こ
と
と
な
る
夕
張
川
新
水
路
の
基
本
構
想
を
得
た
と
す
る
顛
末
が
、

自
伝
『
西
の
宮
清
談
』
に
回
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
冬
、
結
氷
を
待
っ
て
釧
路
川
新
水
路
の
調
査
に
も
参
加
し
た
後
、
翌
四
十
四(

一

九
一
一)

年
北
海
道
庁
技
手
に
任
官
、
す
ぐ
に
技
師
に
昇
任
し
、
初
仕
事
と
し
て
『
豊
平
川
調
査
報
文
』
に
結
実
す
る
豊
平
川
の
調
査
・

計
画
づ
く
り
を
担
当
し
た
。
そ
の
後
、
全
道
の
河
川
改
修
計
画
の
立
案
や
内
務
省
の
認
可
を
得
る
職
務
に
存
分
に
力
を
発
揮
し
、
江

別
・
夕
張
・
千
歳
の
三
川
改
修
の
根
幹
と
な
る
夕
張
川
新
水
路
の
着
工(

大
正
十
一(

一
九
二
二)

年)

を
は
じ
め
オ
サ
ラ
ッ
ペ
川
、
牛

朱
別
川
の
調
査
、
豊
平
橋(

三
代
目)
改
築
時
の
豊
平
川
左
岸
堤
防
引
堤
な
ど
に
も
尽
力
し
た
。
さ
ら
に
、『
北
海
道
第
二
期
拓
殖
計
画
』

の
策
定
に
携
わ
り
、
継
続
事
業
の
促
進
に
加
え
、
新
た
に
石
狩
川
第
二
区(

対
雁
～
月
形
間)

や
豊
平
川
新
水
路
を
は
じ
め
全
道
主
要

河
川
の
改
修
着
工
を
実
現
す
る
な
ど
、
北
海
道
治
水
事
業
の
揺
籃
期
に
あ
っ
て
多
く
の
治
水
計
画
づ
く
り
・
事
業
推
進
に
貢
献
し
た
。 

と
り
わ
け
夕
張
川
新
水
路
に
は
調
査
・
計
画
か
ら
竣
工
ま
で
長
年
に
わ
た
っ
て
携
わ
り
、
新
水
路
が
通
水
・
竣
工(

昭
和
十
一(

一

九
三
六)

年)

し
た
の
は
札
幌
治
水
事
務
所
長
を
最
後
に
退
官
す
る
前
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
後
、
南
幌
町
で
は
そ
の
功
労
を
称
え

て
夕
張
川
河
畔
に
記
念
碑
と
胸
像
を
建
立
し
、
関
係
自
治
体
で
は
毎
年
七
月
一
日
に
治
水
感
謝
祭
を
挙
行
し
て
い
る
。 

長
沼
町
の
郷
土
史
家
伊
藤
兼
平
著
『
小
説
・
治
水
』
の
主
人
公
青
葉
二
郎
の
モ
デ
ル
が
保
原
で
あ
る
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

『
豊
平
川
調
査
報
文
』
に
は
流
路
・
流
域
の
現
況
、
洪
水
・
水
害
の
実
態
、
治
水
計
画
と
そ
の
効
果
及
び
予
算
が
調
査
デ
ー
タ
と

と
も
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
豊
平
川
の
特
性
や
そ
れ
に
対
応
す
る
治
水
対
策
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
は
そ
の
大
要

と
解
説
で
あ
る
。 
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暴
れ
川
豊
平
川
の
特
性 

豊
平
川
流
域
（
幹
川
流
路
延
長
八
〇
．
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
流
域
面
積
八
三
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
は
地
形
が
急
峻
な
こ
と
か

ら
、
大
雨
に
遭
遇
す
る
と
そ
の
流
出
は
迅
速
で
、
流
域
面
積
の
割
り
に
は
流
出
量
が
大
き
く
、
流
速
も
毎
秒
九
メ
ー
ト
ル
前
後
が
観

測
さ
れ
て
い
る
。 

当
時
の
豊
平
川
の
姿
は
河
道
幅
員
に
よ
っ
て
三
区
間
に
大
別
し
て
い
る
。
火
山
系
の
水
源
地
か
ら
山
間
上
流
部
は
峡
谷
の
な
か
を

奔
流
が
流
下
し
て
お
り
、
平
均
幅
員
九
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
の
一
条
の
渓
流
と
な
っ
て
い
る
。
山
間
部
を
出
て
流
路
を
北
へ
転
じ
る
と

最
も
乱
流
す
る
区
間
に
至
り
、
流
路
は
数
条
に
分
か
れ
て
礫
州
が
散
在
し
て
河
道
の
変
遷
が
こ
の
上
な
い
状
態
の
広
濶
な
区
間
と
な

っ
て
市
街
地
を
貫
流
す
る
。
平
均
幅
員
は
二
四
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
鉄
道
橋
に
至
る
と
平
均
幅
員
四
七
メ
ー
ト
ル

程
度
の
単
一
流
路
と
な
り
、
緩
慢
な
流
れ
が
蛇
行
し
つ
つ
石
狩
川
に
合
流
す
る
。 

水
源
地
の
森
林
状
態
は
良
好
に
保
た
れ
て
い
る
か
ら
、
渇
水
時
で
も
毎
秒
五
．
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
内
外
の
流
量
が
確
保
さ
れ
る
。

河
床
・
河
岸
の
地
質
も
火
山
岩
か
ら
な
る
部
分
が
多
く
、
概
ね
勾
配
が
急
で
あ
り
、
特
に
定
山
渓
か
ら
鉄
道
橋
ま
で
の
区
間(

延
長
三

五
．
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

は
、
平
均
勾
配
が
百
二
十
二
分
の
一
と
北
海
道
屈
指
の
急
流
河
川
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
平
時
の
水
深
は
流

心
部
で
も
一
．
二
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
し
か
な
く
、
澪
筋
が
数
条
に
分
岐
し
水
勢
が
急
激
で
あ
る
か
ら
舟
航
に
は
不
都
合
で
、
融
雪
出

水
時
に
筏
を
流
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
流
速
は
平
時
毎
秒
〇
．
六
一
メ
ー
ト
ル
内
外
と
比
較
的
緩
慢
で
あ
る
が
、

大
雨
が
降
る
と
変
化
が
急
峻
で
、
ま
た
、
降
水
を
貯
留
調
節
す
る
手
段
も
な
い
か
ら
水
位
の
昇
降
も
急
激
で
、
危
急
を
知
ら
せ
る
時

間
の
余
裕
が
な
い
。
山
間
上
流
部
か
ら
供
給
さ
れ
る
玉
石
・
砂
利
は
こ
の
区
間
に
堆
積
し
て
砂
州
を
形
成
す
る
。
一
方
、
鉄
道
橋
か

ら
下
流
の
平
原
部(

延
長
一
七
．
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

は
二
千
五
百
分
の
一
の
勾
配
で
ゆ
っ
た
り
と
緩
流
す
る
。
両
岸
は
泥
炭
性
の
低

平
湿
地
で
あ
り
、
河
岸
は
お
お
む
ね
粘
土
質
で
構
成
さ
れ
る
か
ら
決
壊
の
お
そ
れ
は
な
い
。 

支
川
は
、
山
間
部
区
域
を
流
れ
る
白
井
川
・
小
樽
内
川
・
薄
別
川
・
真
駒
内
川
の
ほ
か
、
平
坦
部
を
流
れ
る
野
津
幌
川
・
厚
別
川
・

月
寒
川
・
望
月
寒
川
な
ど
が
主
た
る
も
の
で
あ
り
、
大
小
二
十
九
河
川
、
総
流
域
面
積
七
二
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。 

流
域
内
の
気
候
は
や
や
大
陸
的
で
あ
り
、
北
海
道
内
で
は
温
暖
な
部
類
に
属
す
る
。
四
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
南
東
の
風
が
、
十
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一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
北
西
の
風
が
卓
越
す
る
。
ま
た
、
北
海
道
内
で
は
降
霜
期
が
短
い
部
類
に
属
し
て
お
り
、
霜
害
を
受
け
る

こ
と
が
少
な
い
。
降
雨
は
九
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
回
数
は
最
多
で
、
快
晴
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
徐
々
に
降
雪
に
変
わ
り
、

一
月
か
ら
二
月
に
頻
繁
で
降
雪
量
は
多
い
。
三
月
以
降
減
退
し
、
五
月
以
後
夏
季
に
か
け
て
降
雨
は
最
少
と
な
る
が
、
七
、
八
月
に

は
低
気
圧
の
影
響
な
ど
で
時
々
豪
雨
と
な
り
洪
水
を
惹
起
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

 

流
域
の
拓
殖
状
況 

 

豊
平
川
流
域
は
、
石
狩
国
札
幌
郡
の
内
一
区
六
町
村(

札
幌
区
、
豊
平
町
、
白
石
村
、
藻
岩
村
、
札
幌
村
、
江
別
村
、
広
島
村)

に

跨
り
、
東
西
三
八
．
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
四
五
．
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
西
北
は
丘
珠
・
雁
来
の
村
界
と
石
狩
川
が
境
界

で
あ
り
、
西
は
手
稲
山
脈
に
よ
り
後
志
国
小
樽
郡
・
胆
振
国
虻
田
・
有
珠
郡
等
に
接
し
、
南
は
札
幌
・
漁
の
諸
岳
か
ら
東
野
幌
の
丘

陵
に
か
け
て
千
歳
郡
に
隣
接
し
て
い
る
。 

明
治
二(

一
八
六
九)

年
十
一
月
、
札
幌
に
首
府
の
建
設
を
は
じ
め
て
以
来
札
幌
区(

現
札
幌
中
心
市
街
地)

は
急
速
に
発
展
し
、
大

正
三(

一
九
一
四)

年
末
現
在
、
面
積
二
，
二
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
戸
数
一
万
五
千
九
百
三
十
一
戸
、
人
口
九
万
九
千
三
百
十
八
人
と

な
っ
て
お
り
、
生
産
額
は
三
百
六
十
九
万
八
千
百
五
十
五
円
に
達
し
、
既
往
十
ヶ
年
間
で
七
十
万
二
千
百
五
十
円
増
加
し
た
。 

 

ま
た
、
札
幌
区
の
発
展
に
と
も
な
い
、
そ
の
周
辺
を
含
む
豊
平
川
流
域
も
開
拓
が
進
み
、
同
年
末
、
戸
数
一
万
九
千
九
百
八
十
一

戸
、
人
口
十
二
万
五
千
二
百
四
十
七
人
を
数
え
、
札
幌
区
上
流
域
の
地
勢
が
急
峻
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
流
域
の
十
九
パ
ー
セ

ン
ト
に
相
当
す
る
農
耕
地
一
二
，
三
〇
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
牧
場
地
四
，
七
〇
八
ヘ
ク
タ
ー
ル(

以
上
に
は
、
本
流
域
外
で
あ
る
が
浸
水

被
害
を
受
け
る
札
幌
区
及
び
札
幌
・
藻
岩
村
の
一
部
六
，
七
八
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
加
算)

が
開
発
さ
れ
て
き
た
。 

豊
平
川
流
域
は
、
そ
の
五
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
四
三
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
森
林
地
が
占
め
て
お
り
、
そ
の
大
部
分

が
御
料
林(

の
ち
に
国
有
林
に
移
管)

で
あ
る
。
ま
た
、
森
林
地
の
約
七
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
森
林
豊
か
な
山
岳
部
を
形
成
し
て
い
る
。

林
相
は
主
に
え
ぞ
松
・
と
ど
松
・
楢
・
桂
・
楓
・
白
樺
・
赤
柳
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
針
広
混
交
林
で
あ
る
。
一
方
、
市
街
地
よ
り

下
流
の
平
地
の
大
半
は
卑
湿
な
泥
炭
性
湿
地
で
あ
り
、
農
地
開
発
の
た
め
に
は
洪
水
防
御
・
排
水
施
設
整
備
が
欠
か
せ
な
い
が
、
投
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資
効
果
が
伴
わ
な
い
か
ら
天
然
荒
蕪
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
流
域
の
耕
牧
地
は
森
林
地
を
除
く
地
積
の
約
四
割
に
相
当
す

る
一
万
七
千
余
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
年
間
生
産
額
は
百
五
十
六
万
円
に
過
ぎ
な
い
が
、
近
い
将
来
拓
殖
の
進
展
に
従
っ
て
こ
れ
ら
の
湿

地
を
開
発
す
れ
ば
耕
牧
地
は
約
八
割
に
達
し
、
年
間
生
産
額
は
三
百
二
十
五
万
円
に
増
加
す
る
と
想
定
し
て
い
る
。 

 

洪
水
・
水
害
の
特
徴 

豊
平
川
は
そ
の
源
を
高
く
険
し
い
山
々
に
発
し
て
お
り
、
ひ
と
た
び
大
雨
に
遭
遇
す
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
出
水
し
て
水
位
は
急
上
昇

し
、
流
量
は
著
し
く
増
加
し
て
、
急
流
・
奔
流
と
な
っ
て
流
下
す
る
。 

硬
石
山
上
流
で
は
両
岸
の
山
裾
が
迫
り
岩
壁
が
切
り
立
っ
て
い
る
か
ら
、
氾
濫
す
る
こ
と
は
稀
で
、
被
害
の
程
度
も
ご
く
小
さ
い
。 

一
方
、
硬
石
山
下
流
に
至
っ
て
も
な
お
激
流
で
あ
り
大
石
を
転
流
さ
せ
る
か
ら
、
河
岸
の
決
壊
ま
た
は
溢
水
に
よ
り
堤
防
破
壊
が

生
じ
、
濁
流
が
札
幌
区
に
侵
入
し
て
交
通
は
途
絶
、
浸
水
家
屋
は
数
千
戸
に
達
す
る
な
ど
被
害
は
甚
大
と
な
る
。
明
治
六(

一
八
七
三)

年
以
来
札
幌
区
に
氾
濫
・
浸
水
し
た
の
は
実
に
十
回
に
達
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
大
正
二(

一
九
一
三)

年
八
月
の
洪
水
で
は
屠
殺
場

付
近(

現
南
二
十
二
条
橋
上
流)

の
堤
防
一
二
七
メ
ー
ト
ル
余
、
遊
園
地
地
先(

現
鴨
々
水
門)

の
堤
防
二
三
六
メ
ー
ト
ル
余
が
破
堤
し

て
札
幌
区
の
浸
水
は
水
深
一
．
二
一
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
。
さ
ら
に
、
上
山
鼻(

現
藻
岩
橋)

に
お
い
て
河
岸
一
四
五
メ
ー
ト
ル
余
が

崩
壊
し
、
水
深
一
．
四
五
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
氾
濫
水
は
山
鼻
町
の
一
部
を
超
え
て
そ
の
余
波
は
琴
似
村
に
至
っ
た
。
一
区
一
村
の
浸

水
面
積
は
一
，
四
六
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
し
た
。 

さ
ら
に
下
流
、
鉄
道
橋
に
至
る
と
水
勢
は
衰
え
て
流
路
の
変
化
も
極
小
と
な
る
が
、
河
積
が
不
十
分
な
た
め
、
両
岸
に
築
設
し
た

高
さ
一
．
八
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
私
設
堤
防(

延
長
七
．
八
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル)

を
越
流
、
田
畑
や
作
物
を
流
亡
し
、
人
畜
に
危
害
を

及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。
特
に
、
月
寒
川
合
流
点
か
ら
下
流
一
帯
は
、
石
狩
川
の
背
水
の
影
響
も
受
け
て
毎
年
浸
水
、
十
数
日
に
わ
た

り
滞
流
し
て
湿
潤
な
土
地
と
な
り
、
沿
川
住
民
は
多
年
に
わ
た
る
辛
苦
の
成
果
を
水
泡
に
帰
し
、
生
計
の
道
を
絶
た
れ
て
離
散
や
む

な
き
状
況
に
あ
る
。
最
近
十
ヶ
年
間
に
お
け
る
氾
濫
面
積
は
年
平
均
一
，
七
六
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
に
達
し
て
い
る
。 

な
お
、
既
往
の
記
録
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
七(

一
九
〇
四)

年
以
来
六
回
の
洪
水
の
う
ち
夏
秋
期
の
豪
雨
に
起
因
す
る
も
の
は
四
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回
あ
り
、
と
り
わ
け
大
正
二(

一
九
一
三)

年
八
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
の
豪
雨
は
、
札
幌
で
わ
ず
か
二
十
時
間
に
う
ち
に
降
水

量
一
七
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
、
最
大
時
間
雨
量
は
五
〇
．
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
豊
平
橋
測
水
所
の
最
高
水
位
は
二

二
．
〇
六
メ
ー
ト
ル
、
流
量
は
毎
秒
一
，
九
八
四
立
方
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
浸
水
面
積
五
，
九
六
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
に
及
ぶ
未
曽
有

の
大
洪
水
と
な
っ
た
。 

 

豊
平
川
に
お
け
る
水
位
観
測
は
、
石
狩
川
と
同
じ
く
明
治
十
二(

一
八
七
九)

年
か
ら
南
三
条
東
五
丁
目(

現
豊
平
橋
付
近)

で
実
施

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
豊
平
川
こ
と
は
じ
め
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、
当
時
開
拓
の
拠
点
札
幌
が
度
重
な
る
洪
水
氾
濫
に
見
舞
わ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
石
狩
川
の
河
口
改
良
・
航
路
利
用
を
調
査
し
て
い
た
フ
ァ
ン
・
ゲ
ン
ト
の
指
導
の
も
と
に
観
測
所
を
設
置
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
頻
発
す
る
洪
水
に
鑑
み
、
明
治
四
十
四(

一
九
一
一)

 

年
以
来
豊
平
橋
・
硬
石
山
両
所
を
流
量
測
定

所
と
定
め
て
調
査
を
実
施
し
、
次
の
水
位
流
量
曲
線
式
を
得
て
い
る
（
単
位
はh

：
メ
ー
ト
ル
、Q

：
毎
秒
立
方
メ
ー
ト
ル
）
。 

       

 

大
正
二(

一
九
一
三)

年
八
月
洪
水
は
豊
平
川
に
お
け
る
未
曽
有
の
出
水
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
実
績
洪
水
量
は
治
水
計
画
策
定
の

基
礎
と
な
る
も
の
と
し
て
豊
平
橋
流
量
測
定
所
の
最
大
流
量
を
慎
重
に
か
つ
合
理
的
手
法
に
よ
り
検
討
し
て
い
る
。 

豊
平
橋
に
お
け
る
最
大
流
量
は
、
得
ら
れ
た
水
位
流
量
曲
線
式
に
よ
れ
ば
最
高
水
位
二
二
．
〇
六
メ
ー
ト
ル
に
対
し
毎
秒
二
，
二

同 同 豊
平
橋
測
定
所 

硬
石
山
測
定
所 

    (

自 
 

二
年 

九
月 

至 
 

四
年 

五
月)

 

(

自
四
十
四
年
十
一
月 

至 
 
 
 

二
年 

八
月)

 

(

自
四
十
四
年 
八
月 

至
同 

 
 

十
一
月)
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六
三
～
二
，
三
四
三
立
方
メ
ー
ト
ル
の
結
果
が
得
ら
れ
る
が
、
出
水
毎
に
豊
平
橋
測
定
所
の
河
床
が
移
動
し
て
正
確
な
結
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
豊
平
川
が
形
成
し
た
扇
状
地
の
扇
頂
部
、
す
な
わ
ち
山
間
部
の
出
口
に
位
置
す
る
硬
石

山
流
量
測
定
所
の
観
測
流
量
を
も
と
に
推
計
を
試
み
て
い
る
。 

す
な
わ
ち
、
ま
ず
硬
石
山
に
お
け
る
最
大
流
量
を
精
査
す
る
こ
と
と
し
、
観
測
最
高
水
位
一
一
一
．
七
三
メ
ー
ト
ル
に
対
し
て
水

位
流
量
曲
線
式
に
よ
り
毎
秒
一
，
四
七
一
立
方
メ
ー
ト
ル
を
算
定
、
さ
ら
に
、
当
時
同
測
定
所
上
流
に
お
い
て
河
岸
が
決
壊
し
、
洪

水
量
の
一
部
が
測
定
所
を
迂
回
し
て
下
流
で
豊
平
川
に
合
流
し
た
こ
と
か
ら
、
河
道
内
流
量
に
こ
の
右
岸
を
流
下
し
た
流
量
と
し
て
、

実
測
水
位
及
び
水
面
勾
配
を
用
い
て
ク
ッ
タ
ー
公
式
に
よ
り
算
定
し
た
毎
秒
二
二
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
を
加
え
、
毎
秒
一
，
六
九
一
立

方
メ
ー
ト
ル
を
確
定
値
と
し
た
。 

次
に
、
豊
平
橋
の
最
大
流
量
を
硬
石
山
に
お
け
る
流
量
を
基
礎
と
し
て
次
の
二
方
法
に
よ
り
推
定
し
た
結
果
、
そ
の
差
が
わ
ず
か

毎
秒
一
三
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
平
均
し
て
毎
秒
一
，
九
八
四
立
方
メ
ー
ト
ル
と
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ

の
第
一
の
方
法
は
、
硬
石
山
に
お
け
る
最
大
流
量
に
硬
石
山
か
ら
豊
平
橋
間
に
流
入
す
る
各
支
川
の
流
量
毎
秒
二
五
五
立
方
メ
ー
ト

ル
及
び
同
区
間
に
お
け
る
残
流
域
流
出
量
毎
秒
三
一
立
方
メ
ー
ト
ル
を
加
算
し
た
毎
秒
一
，
九
七
七
立
方
メ
ー
ト
ル
を
豊
平
橋
に
お

け
る
最
大
流
量
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
の
方
法
は
、
硬
石
山
に
お
け
る
最
大
流
量
に
豊
平
橋
上
流
と
硬
石
山
上
流
の
流
域
面
積

比
六
五
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
／
五
五
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル(

一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
流
出
量
比
は
毎
秒
三
．
〇
三
六
立

方
メ
ー
ト
ル)

を
乗
じ
て
得
ら
れ
る
毎
秒
一
，
九
九
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
を
豊
平
橋
に
お
け
る
最
大
流
量
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
検
討
さ
れ
た
お
よ
そ
毎
秒
二
，
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
の
計
画
流
量
は
、
豊
平
川
主
要
区
間(

基
準
地
点 

雁
来)

の
河
道
計
画
に
用
い
る
計
画
高
水
流
量
と
し
て
現
在
ま
で
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
河
床
変
動
が
著
し
い
豊
平
川
に
お
け
る
観
測
や
流

量
検
討
の
確
か
さ
、
計
画
策
定
の
先
見
性
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

な
お
、
同
区
間
に
お
け
る
基
本
高
水
流
量
は
、
生
起
確
率
一
五
〇
分
の
一
相
当
と
し
て
毎
秒
三
，
一
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
と
定
め

て
い
る
。 
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さ
て
、
豊
平
川
に
お
い
て
は
明
治
四(

一
八
七
一)

年
以
来
多
く
の
治
水
工
事
を
施
工
し
て
き
た
が
、
な
お
明
治
三
十
七(

一
九
〇
四)

年
か
ら
最
近
十
二
ヶ
年
間
に
四
十
七
万
四
千
余
円
を
投
じ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
い
か
に
大
き
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
て
き
た
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
工
事
の
大
部
分
は
専
ら
拓
殖
の
先
駆
け
で
あ
る
硬
石
山
か
ら
月
寒
川
合
流
点
に
至
る
区
間
で

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
応
急
対
策
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
一
定
の
改
修
計
画
に
基
づ
く
整
備
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
ひ
と
た
び

洪
水
が
来
襲
し
て
こ
の
区
間
に
お
い
て
破
堤
氾
濫
に
及
べ
ば
そ
の
被
害
は
甚
大
な
も
の
に
な
る
。 

豊
平
川
流
域
の
最
近
十
ヶ
年
間
に
お
け
る
被
害
総
額
は
実
に
九
十
二
万
五
千
円
、
一
ヶ
年
平
均
九
万
二
千
五
百
円
、
流
路
延
長
一

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
平
均
被
害
額
は
約
五
千
三
百
四
十
七
円
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
堤
防
決
壊
・
橋
梁
の
流
出
・
家
屋

の
浸
水
に
よ
る
被
害
は
大
部
分
が
硬
石
山
か
ら
鉄
道
橋
に
至
る
区
間
で
発
生
し
て
お
り
、
最
近
十
ヶ
年
間
に
お
け
る
当
該
区
間
の
被

害
額
五
十
二
万
六
千
円
は
全
流
域
水
害
総
額
の
五
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
直
接
受
け
る
被
害
の
ほ
か
、
橋

梁
の
流
出
・
浸
水
に
よ
る
交
通
の
途
絶
や
住
民
の
衛
生
被
害
な
ど
間
接
的
に
受
け
る
被
害
も
少
な
く
な
い
。 

な
お
、
こ
の
区
間
に
次
い
で
被
害
が
大
き
い
の
は
鉄
道
橋
下
流
か
ら
角
山
に
至
る
区
域
で
あ
り
、
農
作
物
の
被
害
が
そ
の
大
部
分

を
占
め
て
い
る
。 

加
え
て
、
硬
石
山
か
ら
鉄
道
橋
に
至
る
区
間
に
お
い
て
は
と
く
に
河
道
の
変
遷
が
著
し
い
た
め
、
明
治
四
十
四(

一
九
一
一)

年
十

月
か
ら
大
正
二(

一
九
一
三)

年
十
月
に
至
る
二
ヶ
年
間
に
お
い
て
河
岸
の
崩
落
・
土
地
の
亡
失
が
六
一
．
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
し
、

そ
の
土
砂
は
運
搬
・
流
下
・
堆
積
し
て
河
床
を
高
め
て
、
流
れ
は
一
層
乱
流
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
ヶ
年
間
の
八
垂
別
か
ら
雁
来

間
に
お
け
る
土
砂
量
の
動
態
を
調
査
・
試
算
す
る
と
、
崩
壊
土
砂
総
量
一
三
〇
，
七
八
八
立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
、
同
区
間
に
お
け
る

土
木
工
事
用
砂
礫
の
採
取
量
八
九
，
二
六
八
立
方
メ
ー
ト
ル
を
減
じ
て
も
な
お
四
一
，
五
二
一
立
方
メ
ー
ト
ル
余
が
堆
積
す
る
こ
と

と
な
り
、
こ
れ
は
平
均
二
．
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
河
床
高
を
高
め
る
こ
と
に
相
当
す
る
か
ら
、
河
川
荒
廃
が
い
か
に
激
し
い
か
に
思

い
当
た
る
こ
と
と
な
る
。 

本
流
域
に
お
け
る
河
岸
の
崩
落
・
土
地
の
流
亡
に
よ
る
被
害
額
は
、
こ
の
二
ヶ
年
間
に
お
い
て
三
万
八
百
五
十
円
、
一
ヶ
年
平
均

一
万
五
千
四
百
二
十
五
円
に
達
し
て
い
る
。 
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計
画
の
内
容 

札
幌
に
首
府
の
建
設
が
は
じ
ま
り
開
拓
が
進
む
と
水
害
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
明
治
四(

一
八
七
一)

年
以
来
豊
平
川
の
治
水
工

事
を
実
施
し
て
き
た
が
、
局
部
的
な
施
工
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
効
果
は
不
十
分
な
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
拓
殖
の
進

展
は
著
し
く
、
開
拓
者
を
受
け
入
れ
る
土
地
の
不
足
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
頻
繁
に
水
害
を
受
け
て
幾
多
の

辛
苦
を
水
泡
に
帰
す
る
轍
を
踏
ま
な
い
た
め
に
は
、
根
本
的
治
水
工
事
を
実
施
し
、
災
害
防
除
と
土
地
利
用
計
画
を
実
現
す
る
こ
と

が
急
務
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
石
狩
川
の
一
期
工
事
（
河
口
～
対
雁
間
の
改
修
）
が
推
進
途
上
に
あ
る
が
、
豊
平
川
の
洪
水
が
石
狩

川
左
岸
堤
内
地
に
浸
水
し
て
効
果
を
減
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
相
俟
っ
て
豊
平
川
を
整
備
す
る
こ
と
が
緊
要
で
あ
り
、
ま
ず
緊
急

を
要
す
る
部
分
に
対
し
改
修
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。 

明
治
四
十
四(

一
九
一
一)
年
以
来
四
年
間
の
調
査
に
基
き
、
治
水
工
事
の
区
域
は
藻
岩
村
・
札
幌
区
の
境
界
か
ら
下
流
約
二
三
．

六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
間
に
定
め
、
と
り
わ
け
札
幌
区
の
浸
水
決
壊
を
防
止
す
る
こ
と
と
す
る
。
治
水
計
画
の
基
礎
と
な
る
洪
水
量
は
、

大
正
二(

一
九
一
三)

年
八
月
豊
平
橋
に
お
け
る
洪
水
量
毎
秒
一
，
九
八
四
立
方
メ
ー
ト
ル
を
基
準
と
し
て
立
案
し
た
。 

計
画
は
二
案
を
選
択
し
て
比
較
研
究
を
重
ね
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
案
は
、
鉄
道
橋
下
流
に
お
い
て
現
水
路
を
す
べ
て
締
切
り
、

伏
籠
札
幌
川
の
凹
地
を
通
過
し
て
茨
戸
に
お
い
て
石
狩
川
に
注
ぐ
よ
う
、
低
水
路
敷
幅
五
四
．
五
メ
ー
ト
ル(

三
〇
間
）
、
高
水
敷
敷

幅
三
四
五
．
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
八
七
．
三
メ
ー
ト
ル
、
延
長
一
二
，
四
九
一
メ
ー
ト
ル
の
新
水
路
を
開
削
し
、
洪
水
も
低
水
も
放

流
す
る
も
の
で
あ
る
。
鉄
道
橋
か
ら
上
流
は
現
在
の
堤
防
を
高
く
し
て
補
強
し
、
無
堤
地
に
は
新
た
に
堤
防
を
築
造
し
て
河
積
を
補

い
、
水
衝
箇
所
に
は
計
画
高
水
位
以
上
ま
で
護
岸
工
を
施
工
す
る
こ
と
と
す
る
。
第
二
案
は
、
現
在
の
水
路
に
沿
っ
て
高
水
敷
幅
五

四
五
．
五
メ
ー
ト
ル
を
有
す
る
堤
防
を
築
設
し
、
合
流
点
か
ら
三
，
一
〇
九
メ
ー
ト
ル
上
流
に
お
い
て
現
水
路
を
す
べ
て
締
切
り
、

延
べ
二
，
一
八
二
メ
ー
ト
ル
の
新
水
路
を
開
削
し
て
対
雁
の
下
流
に
お
い
て
石
狩
川
の
新
水
路
に
放
流
す
る
も
の
で
、
堤
防
を
石
狩

川
左
岸
堤
防
に
連
結
し
て
石
狩
川
の
背
水
を
防
御
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
鉄
道
橋
か
ら
上
流
は
第
一
案
と
同
一
の
整
備
す
る
も

と
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
案
を
比
較
す
る
と
、
後
者
は
前
者
に
比
べ
工
事
費
が
嵩
み
、
か
つ
、
築
堤
地
の
地
質
が
軟
弱
な
た
め

施
工
が
非
常
に
困
難
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
迂
曲
し
て
い
る
現
河
道
は
将
来
そ
の
維
持
に
相
当
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
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る
こ
と
か
ら
前
者
が
選
択
さ
れ
た
。
さ
ら
に
第
一
案
の
検
討
を
進
め
、
本
計
画
に
は
以
下
の
内
容
を
定
め
て
い
る
。 

 

新
水
路
工
事 

往
時
の
豊
平
川
の
履
歴(

旧
川)

で
あ
る
伏
籠
札
幌
川
沿
川
は
自
然
が
作
っ
た
勾
配
を
有
し
て
い
て
新
水
路
の
開
削
に
は
最
適
な
こ

と
か
ら
、
鉄
道
橋
下
流
か
ら
、
施
工
の
難
易
等
に
配
慮
の
上
自
然
の
勾
配
を
利
用
し
つ
つ
、
茨
戸
に
お
い
て
石
狩
川
旧
川(

現
茨
戸
川)

に
合
流
す
る
法
線
を
計
画
し
た
。
ま
た
、
石
狩
川
旧
川
の
な
か
で
も
茨
戸
の
下
流
は
、
す
で
に
低
水
護
岸
工
事
を
施
工
し
て
ほ
と
ん

ど
完
成
の
域
に
達
し
て
お
り
、
か
つ
、
お
お
む
ね
安
定
の
状
態
に
あ
る
か
ら
、
新
水
路
の
吐
き
口
付
近
に
い
く
ら
か
護
岸
工
を
施
工

す
る
だ
け
で
足
り
、
将
来
に
お
い
て
も
維
持
が
困
難
に
は
な
ら
な
い
と
想
定
し
た
。 

新
水
路
の
低
水
路
は
、
計
画
高
水
位
に
対
し
て
毎
秒
一
三
九
立
方
メ
ー
ト
ル
内
外
の
流
量
を
著
し
く
両
岸
に
氾
濫
す
る
こ
と
な
く

流
下
さ
せ
る
に
足
る
断
面
と
し
て
敷
幅
五
四
．
五
メ
ー
ト
ル
の
水
路
と
し
、
計
画
洪
水
量
の
流
下
に
対
し
て
は
掘
削
土
量
の
軽
減
を

見
込
み
つ
つ
流
速
を
緩
や
か
に
す
る
方
針
の
も
と
に
、
お
お
む
ね
低
水
路
を
中
央
に
し
て
中
心
距
離
三
四
五
．
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
五

八
七
．
三
メ
ー
ト
ル
を
有
す
る
位
置
に
堤
防
を
築
造
し
、
さ
ら
に
決
壊
破
堤
の
お
そ
れ
が
あ
る
区
間
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
単
床
工
を

施
工
す
る
こ
と
と
し
た
。 

そ
の
上
で
現
水
路
は
締
め
切
っ
て
旧
川
と
し
て
残
し
、
こ
れ
を
逆
川
・
厚
別
川
そ
の
他
の
支
流
並
び
に
幹
線
排
水
路
の
合
流
先
と

し
、
対
雁
橋
付
近
に
水
門
を
設
置
し
て
石
狩
川
に
排
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

掘
削
土
砂
は
築
堤
に
流
用
し
、
そ
の
残
土
は
付
近
の
堤
外
凹
所
及
び
廃
川
敷
等
に
投
棄
し
て
お
お
む
ね
掘
削
土
の
過
不
足
を
生
じ

な
い
よ
う
に
努
め
る
。
施
工
は
、
多
量
の
掘
削
土
量
が
発
生
す
る
箇
所
は
掘
削
機
及
び
軽
便
鉄
道
を
使
用
し
、
少
量
の
掘
削
箇
所
は

手
掘
り
及
び
ド
コ
ー
ビ
ル
運
搬(

可
搬
式
小
型
鉄
道
運
搬)

に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 

堤
防
工
事 

新
堤
は
左
右
両
岸
と
も
天
端
幅
五
．
四
五
メ
ー
ト
ル(

馬
踏
三
間)

、
両
法
勾
配
二
割
と
し
、
そ
の
天
端
は
計
画
高
水
位
以
上
一
．
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五
二
メ
ー
ト
ル(

五
尺)

の
高
さ
と
し
、
主
に
新
水
路
掘
削
の
土
砂
を
こ
れ
に
流
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
河
岸
に
築
堤
し
た
区

間
並
び
に
水
衝
区
間
に
は
野
面
石
垣
工
等
に
よ
り
法
面
を
被
覆
し
、
そ
の
他
の
区
間
に
は
筋
芝
工
を
施
工
し
て
法
面
崩
壊
を
防
止
す

る
こ
と
と
す
る
。 

 

一
方
、
こ
れ
ま
で
堤
防
が
築
設
さ
れ
た
鉄
道
橋
か
ら
上
流
の
左
岸
、
基
点
か
ら
鉄
道
橋
ま
で
の
区
間
に
は
間
知
練
積
・
野
面
練
積

等
の
石
張
り
を
施
工
し
て
あ
り
、
標
高
の
高
い
東
橋
上
流
の
一
部
が
無
堤
地
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
現
堤
防
の
湾
曲
が
急
で
法
線
が

不
統
一
な
の
は
必
要
に
応
じ
て
局
部
的
に
施
工
を
繰
り
返
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
新
設
す
る
右
岸
堤
の
法
線
と
も
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
つ
つ
理
想
的
に
改
修
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
改
修
を
重
ね
て
強
度
を
増
進
し
て
き
た
堤
防
を
破
壊
し
、
そ
の
上

工
事
費
が
多
大
に
な
る
だ
け
だ
か
ら
、
む
し
ろ
現
堤
防
を
補
強
し
て
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
の
を
適
当
と
判
断
し
、
計
画
高
水
位
以

上
一
．
五
二
メ
ー
ト
ル(

五
尺)
の
高
さ
を
保
持
す
る
た
め
に
相
当
す
る
嵩
上
げ
を
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。 

こ
う
し
て
決
定
さ
れ
た
豊
平
川
の
本
格
的
な
堤
防
計
画
は
、
丘
陵
堤
な
ど
緩
勾
配
の
堤
防
の
場
合
を
除
く
と
、
使
用
材
料
に
違
い

が
あ
る
だ
け
で
、
今
日
の
堤
防
設
計
法
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
そ
の
基
本
技
術
は
、
は
じ
め
て
豊
平
川
左
岸
堤
が
施
工
さ
れ
た

明
治
初
頭
か
ら
の
経
験
・
蓄
積
が
引
き
継
が
れ
て
確
立
さ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 
 

低
水
護
岸
工
事 

工
事
は
主
に
鉄
道
橋
か
ら
上
流
右
岸
に
施
工
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
低
水
護
岸
工
を
実
施
し
て
あ
る
区
間
を
除
き
、
河
岸
に
築

堤
し
て
あ
る
区
間
並
び
に
水
衝
区
間
を
選
ん
で
、
根
固
め
と
し
て
平
水
位
以
下
に
厚
さ
〇
．
九
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
七
．
二
七
メ
ー
ト

ル
の
木
工
沈
床
工
及
び
成
木
柵
工
等
を
用
い
て
河
岸
を
二
割
勾
配
に
切
り
均
し
、
野
面
積
練
積
工
を
施
工
し
て
河
岸
決
壊
を
防
止
す

る
こ
と
と
す
る
。
さ
ら
に
、
豊
平
橋
上
下
流
は
河
岸
と
堤
防
法
線
間
に
残
っ
て
い
る
空
間
を
平
水
位
以
上
〇
．
九
一
メ
ー
ト
ル 

(

三

尺)

ま
で
切
り
下
げ
て
河
積
を
確
保
し
、
洪
水
の
疎
通
を
図
る
こ
と
と
す
る
。 

こ
こ
に
は
、
根
固
工
・
法
留
工
・
法
覆
工
か
ら
構
成
さ
れ
る
現
在
の
低
水
護
岸
工
法
の
原
形
と
も
い
う
べ
き
低
水
護
岸
の
計
画
・

設
計
手
法
が
示
さ
れ
て
お
り
、
暴
れ
川
豊
平
川
な
ら
で
は
の
技
術
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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改
修
に
よ
る
経
済
効
果 

本
工
事
は
八
ヶ
年
の
継
続
事
業
と
し
、
そ
の
工
事
費
は
左
記
の
通
り
見
積
も
っ
て
い
る(

明
細
は
別
冊
工
事
費
予
算
書
に
記
載)

。

ま
た
、
こ
れ
に
対
し
工
事
を
実
施
し
た
結
果
生
じ
る
経
済
効
果
を
検
討
し
て
い
る
。 

 
 

 
金
二
六
三
万
一
，
六
六
九
円 

総
額 

 
 

 

内 

訳 

 
 

金 
 

七
万
五
，
〇
四
〇
円 

俸
給 

 
 

金 
 

四
万
六
，
一
一
〇
円 

事
務
費 

 
 

金
二
五
一
万 

 

五
一
九
円 

事
業
費 

事
業
費
内
訳 

金 

七
五
万
五
，
四
七
五
円 
器
具
機
械
費 

金 
 

五
万
六
，
九
八
〇
円 

工
場
費 

金
一
六
九
万
八
，
〇
六
四
円 

工
事
費 

 

一
．
洪
水
被
害
軽
減
の
利
益 

 
 

 

札
幌
区
下
流
の
浸
水
を
防
御
す
れ
ば
、
既
往
十
ヶ
年
間
に
お
け
る
年
平
均
浸
水
面
積
一
，
五
五
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
内
、
既
墾

地
面
積
四
〇
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
す
る
損
害
を
救
済
で
き
る
金
額
は
現
在
八
万
八
千
九
百
二
円
で
あ
る
が
、
将
来
の
農
作
物
そ

の
他
物
価
の
高
騰
を
見
込
み
現
在
被
害
額
の
二
倍
に
増
加
す
る
も
の
と
す
れ
ば
年
十
七
万
七
千
八
百
四
円
に
達
す
る
。 

二
．
低
湿
地
利
用
に
よ
っ
て
生
じ
る
利
益 

荒
蕪
地
と
し
て
放
棄
さ
れ
た
ま
ま
の
白
石
・
対
雁
両
原
野
の
低
湿
地
四
，
九
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し
、
治
水
計
画
を
実
施

し
た
あ
と
こ
れ
を
良
好
な
開
墾
地
に
整
備
し
て
生
産
額
を
年
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
百
五
十
九
円
と
す
れ
ば
、
一
ヶ
年
の
収
益
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は
七
十
九
万
五
百
六
十
円
に
達
す
る
こ
と
と
な
る
。 

 
 

工
事
実
施
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
経
済
効
果
は
こ
の
二
項
目
の
合
計
九
十
六
万
八
千
三
百
六
十
四
円
に
及
び
、
こ
こ
で
年
利
五
分
に

充
当
す
る
も
の
と
す
れ
ば
優
に
一
千
九
百
三
十
六
万
余
円
の
工
事
費
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
本
河
川
治
水
費
二
百
六
十

三
万
一
千
六
百
六
十
九
円
に
対
し
年
利
二
割
七
分
強
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
と
評
価
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
そ
の
他
間
接
利
益
と
し
て
、
頻
繁
に
浸
水
の
可
能
性
が
あ
る
四
，
九
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
が
洪
水
被
害
を
免
れ
る
結

果
、
そ
の
価
格
を
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
百
四
十
九
円
高
騰
さ
せ
る
も
の
と
す
れ
ば
七
十
四
万
一
千
百
五
十
円
地
価
が
増
加
す
る
こ

と
と
な
り
、
さ
ら
に
、
住
民
の
不
安
を
取
り
除
き
、
土
地
に
対
す
る
愛
着
を
生
じ
さ
せ
る
な
ど
精
神
面
に
及
ぼ
す
効
果
を
考
慮
す
れ

ば
、
本
河
川
治
水
事
業
の
実
施
は
国
家
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
急
務
で
あ
る
と
結
論
付
け
て
い
る
。 

 

技
術
的
意
義 

計
画
に
治
水
事
業
の
投
資
効
果
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
既
利
用
地
の
洪
水
被
害
の
軽
減
・
除
去
に
加

え
、
土
地
利
用
の
高
度
化
や
未
利
用
地
に
お
け
る
農
耕
可
能
地
・
都
市
空
間
の
創
出
な
ど
開
拓
施
策
へ
の
貢
献
を
経
済
効
果
と
し
て

算
定
し
、
事
業
の
投
資
効
果
と
す
る
も
の
で
、『
豊
平
川
調
査
報
文
』
で
は
投
資
と
そ
の
結
果
生
じ
る
経
済
効
果
を
数
量
化
し
、
事
業

の
重
要
性
・
緊
急
性
を
示
し
て
お
り
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
取
り
組
み
と
い
っ
て
よ
い
。 

現
在
の
治
水
経
済
調
査
の
先
鞭
と
な
る
試
み
の
端
緒
は
『
石
狩
川
治
水
計
画
調
査
報
文
』
に
あ
り
、『
豊
平
川
調
査
報
文
』
も
ま
た

そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
三(

一
九
二
八)

年
版
河
川
要
覧
に
は
全
道
二
十
六
河
川
の
投
資
効
果
が
算
定
・
掲
記
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
独
自
の
取
り
組
み
が
そ
の
後
も
北
海
道
開
拓
・
開
発
の
推
進
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。 

ま
た
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
暴
れ
川
で
あ
る
豊
平
川
を
対
象
に
、
洪
水
流
量
や
計
画
流
量
を
合
理
的
か
つ
正
確
に
算
定
し
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
築
堤
と
護
岸
の
方
式
を
確
立
し
て
、
今
日
の
治
水
計
画
や
設
計
・
施
工
に
つ
な
が
る
原
形
を
生
み
出
し
た
こ

と
は
お
お
い
に
評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
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と
こ
ろ
で
『
豊
平
川
調
査
報
文
』
を
原
典
と
す
る
豊
平
川
の
改
修
工
事
は
、
『
北
海
道
第
二
期
拓
殖
計
画
』(

昭
和
二(

一
九
二
七)

年
～
二
十
一(

一
九
四
六)

年)

の
な
か
で
着
工
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
『
第
二
期
北
海
道
拓
殖
事
業
計
畫
説
明
書
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の

目
的
は
、「
札
幌
市
及
下
流
沿
岸
六
千
九
百
町
歩(

六
，
八
四
三
ヘ
ク
タ
ー
ル)

の
浸
水
を
除
去
し
［
下
流
部
の
］
荒
蕪
地
四
千
九
百
町

歩(

四
，
八
六
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル)

の
開
墾
を
促
さ
ん
と
す
る
に
あ
り
。
」
、
計
画
は
、
「
総
額
を
九
百
三
十
八
万
四
千
八
百
六
十
円
と
し
、

昭
和
二(
一
九
二
七)

年
度
以
降
十
三
箇
年
間
に
工
事
の
竣
功
を
豫
定
」
し
て
お
り
、
そ
の
工
事
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

一
．
新
水
路
工
事 

 

苗
穂
鉄
道
橋
茨
戸
間 

 
 

 
 

 
 

一
三
，
九
六
四
メ
ー
ト
ル(

三
里
二
〇
町)

 

二
．
堤
防
工
事 

 
 

左
岸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
，
四
一
八
メ
ー
ト
ル 

右
岸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
，
二
三
六
メ
ー
ト
ル 

三
．
護
岸
工
事 

 
 

新
水
路
、
在
来
水
路
、
石
狩
川
一
部 

三
六
，
五
九
三
メ
ー
ト
ル 

 

こ
こ
で
、
先
述
し
た
通
り
、
豊
平
川
の
合
流
先
で
あ
る
石
狩
川
の
計
画
は
、『
豊
平
川
調
査
報
文
』
検
討
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、『
石

狩
川
治
水
計
画
調
査
報
文
』
に
記
さ
れ
た
内
容
、
い
わ
ば
暫
定
目
標
に
対
す
る｢

緊
急
的
・
応
急
的
」
計
画
で
あ
る
放
水
路
併
用
方
式
、

す
な
わ
ち
石
狩
川
は
現
河
道
と
放
水
路
の
二
水
路
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
計
画
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
『
豊
平
川
調
査
報
文
』
に
は
、

「(

豊
平
川
新
水
路
の
比
較)

第
二
案
は(

中
略)

石
狩
川
の
新
水
路
に
放
流
す
る
こ
と
と
し
、(

以
下
略)

」
あ
る
い
は
「(

豊
平
川
新
水

路
工
事
は)

茨
戸
に
お
い
て
石
狩
川
廃
川(

旧
川
、
現
茨
戸
川)
に
合
流
す
る
法
線
を
設
定
し
た
。
（
以
下
略
）
」(

以
上
、
傍
線
は
本
稿

記
入)

と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
既
に
こ
の
時
点
で
石
狩
川
の
計
画
は
、
大
正
六(

一
九
一
七)

年
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
、
長
期
目

標
を
実
現
す
る
「
恒
久
的
・
根
本
的
」
計
画
で
あ
る
局
部
切
替(

捷
水
路)

・
堤
防
方
式
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

さ
ら
に
、
そ
の
後
、
第
二
期
拓
殖
計
画
策
定
時
に
、
豊
平
川
新
水
路
は
地
元
要
請
を
受
け
入
れ
て
そ
の
位
置
を
変
更
す
る
こ
と
と

な
る
が
、
従
前
通
り
新
水
路
は
バ
ッ
ク
堤
に
よ
り
本
川
新
水
路(

捷
水
路)

沿
い
の
堤
防
に
接
続
す
る
計
画
と
す
る
一
方
、
在
来
水
路

(

旧
豊
平
川)

は
上
流
端
を
締
め
切
り
、
本
川
左
岸
堤
防
に
水
門
を
設
置
し
て
合
流
す
る
計
画
と
し
て
、
豊
平
川
改
修
工
事
は
着
手
さ
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れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
本
川
計
画
と
支
川
計
画
が
一
体
と
し
て
検
討
・
実
現
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
沿
川
に
広
が
る
広
大
な
低
平
地
の
利

活
用
を
推
進
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
現
地
調
査
に
基
づ
く
計
画
流
量
の
算
定
や
対
策
工
法
の
選
択

な
ど
中
長
期
的
な
計
画
策
定
に
至
る
過
程
・
検
討
手
法
・
治
水
方
式
や
対
策
工
法
の
工
夫
な
ど
は
、
そ
の
後
に
続
く
夕
張
川
や
十
勝

川
を
は
じ
め
と
す
る
北
海
道
の
河
川
計
画
策
定
の
先
駆
け
と
な
り
、
現
在
に
連
な
る
計
画
づ
く
り
、
と
り
わ
け
流
域
に
低
平
地
を
抱

え
る
北
海
道
の
河
川
計
画
策
定
に
果
た
し
て
い
る
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
。 

 

新
府
札
幌
の
建
設
を
進
め
る
上
で
、
豊
平
川
を
い
か
に
治
め
て
い
く
か
は
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
工

事
の
完
成
に
よ
っ
て
現
在
の
札
幌
の
骨
格
が
で
き
上
が
り
、
市
街
中
心
部
が
洪
水
被
害
か
ら
守
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
発
展

基
盤
が
整
備
さ
れ
、
道
都
と
し
て
の
札
幌
の
発
展
が
約
束
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 
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扇
状
地
を
流
れ
る
豊
平
川 

 

開
拓
当
初
、
今
の
中
心
市
街
地
に
限
ら
れ
て
い
た
札
幌
の
街
並
は
、
ほ
ぼ
百
五
十
年
を
経
過
し
て
、
当
時
島
判
官
が
街
づ
く
り
の

構
想
を
練
っ
た
丘
よ
り
は
る
か
に
高
い
藻
岩
山
頂
か
ら
眺
望
し
て
も
見
通
せ
な
い
ほ
ど
広
い
範
囲
に
拡
大
し
た
。
そ
れ
は
当
初
構
想

し
た
豊
平
川
扇
状
地
の
範
囲
を
は
る
か
に
超
え
て
街
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

地
形
、
地
質
の
有
り
様
は
、
安
全
で
快
適
な
街
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
。
地
形
の
概
要
を
知
る
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
地
盤
高

を
海
水
面
か
ら
の
高
さ
で
あ
る
標
高
で
表
わ
す
方
法
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
、
氾
濫
水
が
流
れ
る

方
向
や
氾
濫
し
た
時
浸
水
す
る
か
ど
う
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

札
幌
の
市
街
地
を
貫
流
す
る
豊
平
川
を
山
間
部
、
藤
野
の
白
川
ま
で
遡
る
と
、
白
川
か
ら
石
山
の
硬
石
山
ま
で
は
硬
い
岩
盤
が
河

床
に
露
頭
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
藤
野
の
十
五
島
公
園
や
硬
石
山
の
硬
い
崖
が
河
床
に
せ
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
永

い
間
、
多
く
の
砂
礫
を
含
ん
だ
洪
水
が
流
れ
て
も
、
砂
礫
が
山
間
部
途
中
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
な
く
、
全
て
が
石
山
よ
り
下
流
に
運

搬
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。 

河
川
が
山
地
か
ら
平
地
へ
出
る
地
点
を
基
点(
扇
頂)

に
し
て
、
上
流
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
砂
礫
が
堆
積
を
繰
り
返
し
て
で
き
た
地

形
が
扇
状
地
で
あ
り
、
札
幌
の
中
心
市
街
地
は
豊
平
川
の
扇
状
地
に
築
か
れ
て
き
た
。 

図
24
は
、
石
山
か
ら
下
流
の
扇
状
地
の
地
盤
標
高
を
調
べ
、
同
じ
高
さ
の
地
点
を
つ
な
い
で
等
高
線
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
豊

平
川
扇
状
地
は
、
扇
頂
に
位
置
す
る
石
山
の
標
高
が
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
下
流
す
な
わ
ち
北
に
向
っ
て
段
々
低
く
な
っ
て
い
る
。

扇
頂
に
近
い
南
側
は
地
形
勾
配
が
急
な
の
で
十
メ
ー
ト
ル
毎
の
等
高
線
で
し
か
表
せ
な
い
が
、
JR
函
館
本
線
付
近
か
ら
北
側
は
勾
配

が
緩
や
か
に
な
る
の
で
五
メ
ー
ト
ル
、
二
．
五
メ
ー
ト
ル
毎
の
等
高
線
で
示
す
こ
と
が
で
き
、
よ
り
詳
細
に
地
形
が
表
現
で
き
る
。

等
高
線
が
下
流
に
向
っ
て
張
り
出
し
て
い
る
所
は
周
辺
よ
り
地
盤
高
が
高
く
、
逆
に
他
よ
り
引
っ
込
ん
で
い
る
所
は
地
盤
高
が
低
い

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
扇
状
地
の
上
流
に
あ
た
る
左
岸
の
山
鼻
と
右
岸
の
平
岸
を
比
較
す
る
と
平
岸
の
方
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。 
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地形は昭和 10(1935)年 

図 24 札幌平地の等高線図 
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図 25 旧豊平川扇状地位置図 

こ
の
こ
と
は
、
こ
こ
を
横
断
し
て
い
る
環
状
通(

札
幌
環
状
線)

を
平
岸
に
向
か
っ
て
行
く
と
、
豊
平
川
を
右
岸
に
渡
っ
て
す
ぐ
平
岸

台
地
へ
の
登
り
坂
が
現
れ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。 

一
方
、
扇
状
地
の
末
端(

扇
端)

よ
り
北
側
に
広
が
る
沖
積
地
に
お
い
て
は
、
右
岸
大
谷
地
原
野
の
方
が
低
い
。
ま
た
、
豊
平
川
扇

状
地
の
西
側
に
は
発
寒
川
が
流
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
発
寒
川
が
運
ん
だ
砂
礫
で
で
き
た
発
寒
川
扇
状
地
が
存
在
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
豊
平
川
が
石
狩
川
に
合
流
す
る
最
下
流
部
で
は
、
逆
に
地
形
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
石
狩
川
が
氾
濫
を
繰
り
返
す
う
ち
に
運
ん

で
き
た
砂
が
沿
岸
に
堆
積
し
て
周
辺
よ
り
高
い
地
盤
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
自
然
堤
防
に
よ
っ
て
豊
平
川
沿
川
や
大
谷
地

原
野
は
等
高
線
が
上
流
に
凹
ん
だ
、
低
く
最
も
浸
水
し
や
す
い
地
形
と
な
っ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
豊
平
川
沿
川
に
広
が
る
扇
状

地
の
生
成
年
代
が
違
う
こ
と
は
良
く
知
ら
れ

て
お
り
、
山
鼻
側
は
「
新
豊
平
川
扇
状
地
」(

ま

た
は
現
豊
平
川
扇
状
地)

と
よ
ば
れ
る
の
に

対
し
、
標
高
の
高
い
平
岸
台
地
は
「
旧
豊
平

川
扇
状
地
」
と
よ
ば
れ
る(

図
25)

。 

右
岸
平
岸
台
地
の
地
質
構
造
は
、
図
26
に

示
す
通
り
、
旧
豊
平
川
扇
状
地
に
あ
た
る
箇

所
に
お
け
る
、
地
下
鉄
南
北
線
の
工
事
中
に

得
ら
れ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
柱
状
図
と
、
そ
の
隣

の
火
山
灰
台
地
裾
野
に
あ
た
る
平
岸
四
条
十

一
丁
目
の
ボ
ー
リ
ン
グ
柱
状
図
か
ら
読
み
と

る
こ
と
が
で
き
る
。
最
も
東
側
に
位
置
す
る
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図 26 旧豊平川扇状地と火山灰台地の土質柱状図 

旧豊平川扇状地(地下鉄工事箇所) 
火山灰台地(平岸 4 条 11 丁目) 

 

火
山
灰
台
地
の
地
層
は
、
深
部
ま
で
三
万
二
千
年
前

の
支
笏
火
山
噴
火
に
よ
る
噴
出
物
な
ど
が
降
下
堆
積

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
旧
豊
平
川
扇
状
地
は
、

表
層
に
約
一
．
五
メ
ー
ト
ル
の
腐
植
土
、
黒
褐
色
の

粘
土
層
が
層
状
に
覆
っ
て
い
て
、
そ
の
下
部
に
円
礫

の
砂
礫
層
が
深
く
堆
積
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は

円
礫
の
存
在
で
、
こ
れ
は
河
川
を
流
れ
下
っ
た
角
礫

が
球
状
礫
に
変
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
平
岸
台
地

は
、
そ
こ
を
河
川
が
流
れ
て
数
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ

円
礫
が
堆
積
し
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

ま
た
、
平
岸
台
地
に
連
な
る
扇
頭
部
に
近
い
真
駒

内
に
は
真
駒
内
川
が
流
れ
下
る
が
、
そ
れ
に
沿
っ
て

上
流
の
常
盤
の
森
に
通
じ
る
道
路
は
柏
丘
で
少
し
高

く
な
っ
て
い
る
。
路
面
は
真
駒
内
川
の
河
床
よ
り
二

〇
メ
ー
ト
ル
以
上
高
い
所
に
位
置
し
て
お
り
、
こ
の

道
路
を
拡
幅
す
る
時
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
資
料(

図

27)

か
ら
、
標
高
一
〇
〇
．
六
五
メ
ー
ト
ル
～
一
〇

二
．
〇
五
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
層
厚
一
．
四
〇
メ
ー

ト
ル
の
円
礫
の
堆
積
層
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
も

河
川
が
流
れ
て
円
礫
が
堆
積
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の

下
流
の
平
岸
台
地
に
も
砂
礫
を
運
ん
だ
の
で
あ
る
。 
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図 28 豊平川左右岸の地盤高 

図 27 柏丘の土質柱状図 
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こ
の
よ
う
な
標
高
の
高
い
所
に
円
礫
の
堆
積
層
が
出
現
す
る
こ
と
か
ら
、
豊
平
川
に
巨
大
な
洪
水
が
発
生
し
、
そ
の
水
面
高
は
柏

丘
の
堆
積
層
の
標
高
一
〇
二
メ
ー
ト
ル
よ
り
も
高
く
な
り
、
川
沿
方
面
に
向
う
現
在
の
流
れ
の
ほ
か
に
、
柏
丘
で
峠
を
越
え
真
駒
内

方
面
に
向
う
流
れ
が
生
じ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
水
深
は
、
峠
の
高
さ
と
豊
平
川
の
現
河
床
高
と
の
差
か
ら
は
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
に
も

達
し
た
か
、
少
な
く
と
も
下
流
扇
状
地
と
同
じ
様
に
現
河
床
高
よ
り
一
〇
メ
ー
ト
ル
高
か
っ
た
と
し
て
も
河
床
高
が
約
二
〇
メ
ー
ト

ル
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
巨
大
洪
水
の
作
用
は
、
二
方
向
の
流
れ
と
な
っ
て
新
旧
扇
状
地
の
形
成
に
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
関
わ
る
こ
と

と
な
っ
た
。 

新
旧
扇
状
地
の
違
い
は
横
断
形
状
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
先
に
述
べ
た
環
状
通
は
扇
状
地
上
を
東
西
に
横
切
る
南
十
九
条

通
に
あ
た
り
、
図
28(
測
線
位
置
は
図
24)

で
は
扇
頂
か
ら
の
距
離
が
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
一
致
し
て
い
る
。
横
断
形
状
は
、
右
岸
の

平
岸
台
地
は
高
く
、
左
岸
の
扇
状
地
は
低
く
、
そ
の
比
高
は
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
豊
平
川
は
そ
の
低
地
側
を
流
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
南
十
九
条
通
が
藻
岩
山
麓
に
取
り
付
く
辺
り
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
山
麓
道
路(

藻
岩
山
麓
通)

が
北
に
向
っ
て
い
る
。
こ

の
山
麓
道
路
の
法
面
に
円
礫
の
礫
層
が
露
出
し
て
お
り
、
そ
の
標
高
は
平
岸
台
地
の
円
礫
の
堆
積
層
の
標
高
と
同
じ
で
あ
る
。
新
豊

平
川
扇
状
地
の
ど
こ
か
で
、
平
岸
台
地
の
円
礫
の
堆
積
層
の
表
面
高
ま
で
円
礫
が
堆
積
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は

な
い
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
洪
水
の
度
に
豊
平
川
が
上
流
か
ら
運
ん
だ
土
砂
や
そ
れ
を
超
え
る
扇
状
地
に
堆
積
し
て
い
た
土
砂
が
扇
状
地
末
端
よ
り

北
側
へ
移
動
し
、
新
し
い
地
層
を
形
成
し
た
。
下
層
の
砂
礫
層
は
約
一
万
年
前
に
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
扇
状
地
の
末
端
付
近

か
ら
北
側
に
は
、
砂
、
シ
ル
ト
・
粘
土
、
泥
炭･

腐
植
土
が
互
層
に
な
っ
て
、
厚
さ
二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
表
層
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
層
は
、
二
～
四
千
年
前
頃
の
気
象
変
動
に
左
右
さ
れ
つ
つ
堆
積
し
た
と
さ
れ
、
比
較
的
新
し
い
年
代
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
浸

食
さ
れ
た
上
流
の
砂
礫
層
を
「
新
豊
平
川
扇
状
地
」
と
よ
ん
で
い
る
。
一
方
、
平
岸
台
地
は
形
成
後
大
き
な
氾
濫
も
な
か
っ
た
よ
う

で
、
二
～
四
千
年
以
前
の
地
形
が
そ
の
ま
ま
残
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
て
新
旧
二
つ
の
豊
平
川
扇
状
地
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。 
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「
豊
平
川
」
が
そ
の
名
で
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
明
治
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
「
サ
ッ
ポ
ロ
」

と
い
う
川
の
名
で
よ
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
ア
イ
ヌ
語
の
語

源
に
は
幾
つ
も
の
解
釈
が
あ
り
、「
サ
ッ
」
が
サ
ト(

乾
く)

で
あ
る
か
サ
ル(

葦
原)

で
あ
る
か
に
よ
っ
て
大
き
く
意
味

が
異
な
る
こ
と
と
な
る
が
、
豊
平
川
は
、
玉
石
の
中
州
が

多
く
、
渇
水
期
の
流
量
が
少
な
く
て
乾
い
た
状
態
が
続
く

大
き
な
川
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
サ
ト
・
ポ
ロ
」(

乾
い
た
、

大
き
い)

と
解
す
る
の
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。 

安
政
六(

一
八
五
九)

年
、
松
浦
武
四
郎
が
作
成
し
た
『
東

西
蝦
夷
山
川
地
理
取
調
図
』(

図
29)
に
よ
る
と
、
藻
岩
山

裾
を
廻
る
よ
う
に
流
れ
る
豊
平
川
は
、
国
道
二
三
〇
号
と

藻
岩
山
登
山
道
路
が
分
岐
す
る
と
こ
ろ
、「
ユ
ン
カ
ル
シ
ベ
」

の
麓
で
北
に
向
っ
て
流
れ
を
転
じ
る
。
ユ
ン
カ
ル
シ
ベ(

見

晴
の
良
い
岩
山)

と
は
藻
岩
山
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
裾
野

で
岩
山
が
豊
平
川
に
迫
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
別
名
「
軍
鑑

岬
」
ま
た
は
「
山
鼻
」
と
よ
ん
で
い
た
。 

ま
た
、
そ
の
下
流
に
は
「
ペ
ン
ケ
ト
イ
ヒ
リ
」
、
「
パ
ン

ケ
ト
イ
ヒ
リ
」
川
が
描
か
れ
て
い
る
。「
ト
イ
ヒ
リ
」
と
は

水
に
よ
っ
て
潰
れ
地
と
な
る
と
こ
ろ
を
指
し
て
お
り(

『
永

田
地
名
解
』
）
、
こ
れ
が
豊
平
川
の
名
称
に
な
っ
た
の
で
あ

図 29 東西蝦夷山川地理取調図(五、十部分、安政 6(1859)年) 

北海道立文書館 蔵 
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る
が
、
上
手
、
下
手
の
ト
イ
ヒ
リ
が
存
在
し
、
ど
ち
ら
の
ト
イ
ヒ
リ
も
水
み
ち
が
二
つ
に
分
か
れ
て
い
た
。
二
つ
の
流
れ
に
囲
ま
れ

た
ペ
ン
ケ
ト
イ
ヒ
リ
が
現
在
の
中
の
島
市
街
に
あ
た
り
、
今
も
平
岸
台
地
の
崖
下
に
精
進
川
と
し
て
流
れ
を
と
ど
め
て
い
る
。
ま
た
、

パ
ン
ケ
ト
イ
ヒ
リ
が
中
島
公
園
に
あ
た
り
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
よ
う
に
現
在
も
鴨
々
川
が
流
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
流
路
の
湾
曲
は

大
き
な
楕
円
形
の
外
線
に
相
当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
川
す
な
わ
ち
豊
平
川
の
流
れ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

扇
状
地
を
流
れ
る
豊
平
川
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
的
な
姿
は
、
多
く
の
分
派
川
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
主
な
分
派

位
置
は
、
上
流
か
ら
南
二
十
二
条
大
橋
付
近
、
鴨
々
水
門
地
点
、
豊
平
橋
下
流
付
近
、
東
橋
下
流
地
点
の
四
箇
所
あ
り
、
い
ず
れ
も

扇
状
地
の
左
岸
と
そ
の
北
部
に
広
が
る
沖
積
地
を
流
れ
る
川
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
豊
平
川
に
還
流
す
る

こ
と
な
く
、
茨
戸
で
石
狩
川
に
注
い
で
い
た
。
一
方
、
豊
平
川
の
右
岸
で
は
、
鉄
道
橋
上
流
の
菊
水
地
区
で
分
流
し
、
小
沼
川
と
な

っ
て
逆
川
に
注
ぎ
、
や
が
て
豊
平
川
に
還
流
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
分
流
し
た
河
川
に
還
流
す
る
流
路
を
「
派
川
」
、
還
流
す
る
こ

と
な
く
他
河
川
に
注
ぐ
河
川
を
「
分
派
川
」
と
称
し
、
区
別
し
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
明
治
十
九(

一
八
八
六)

年
か
ら
行
わ
れ
た
「
殖
民
地
撰
定
調
査
」
は
、
北
海
道
全
域
の
開
拓
可
能
地
を
明
ら
か
に
し

て
入
殖
の
進
展
に
貢
献
し
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
川
筋
に
関
す
る
調
査
は
入
殖
者
の
舟
運
、
飲
料
水
の
確
保
の
た
め
の
主
要
な
地
形

情
報
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
必
ず
実
施
さ
れ
、
大
き
な
河
川
で
は
川
幅
ま
で
調
査
し
た
。
そ
の
成
果
は
北
海
道
庁
開
拓
部
殖
民
課
が
印

刷
し
て
移
住
者
に
広
く
周
知
し
て
お
り
、
一
般
的
に
は
こ
こ
か
ら
当
時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
札
幌
は
開
拓
使

直
轄
の
開
拓
地
で
あ
り
、
ま
た
、
琴
似
、
発
寒
、
新
琴
似
、
山
鼻
な
ど
屯
田
兵
村
が
集
中
し
て
い
て
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
調
査
方
法
、

資
料
の
保
存
方
法
は
、
一
般
の
移
住
者
が
入
植
す
る
地
域
に
限
っ
て
行
わ
れ
た
「
殖
民
地
撰
定
調
査
」
の
そ
れ
と
は
異
っ
て
お
り
、

デ
ー
タ
の
一
貫
性
、
整
合
性
は
図
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
開
拓
当
初
の
豊
平
川
扇
状
地
の
川
筋
は
、
昭
和
二
十
八(

一
九
五
三)

 

年
に
『
札
幌
市
史
』
を
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
入
植
し
た
古
老
達
に
聞
き
取
り
し
て
「
札
幌
扇
状
地
古
河
川
図
」
を
作
成
し
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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札幌市史(政治行政篇)「札幌扇状地古河川図」に加筆 

図 30 札幌市街地の古河川 

斜線の川は現在（昭和 28(1953)年）の川。 
黒色の太い川は古川。 
電車、鉄道等は現在（昭和 28(1953)年）のもの。 
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「札幌沿革史」所載の「明治四年及五年札幌市街図」と旧開拓使所管工場、 

事業場の引継書類（明治 5 年、16 年）の付図とを合成（遠藤明久作製） 

図 31 札幌市街地の古河川 

図
30
に
示
す
よ
う
に
、
豊
平
川
の
姿
は
、
中
州
の

周
り
を
流
れ
る
分
流
し
た
流
路
と
し
て
描
か
れ
て
お

り
、
将
来
中
の
島
市
街
や
中
島
公
園
と
な
る
中
州
と

そ
の
周
辺
の
流
路
な
ど
も
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
前
述
し
た
四
箇
所
の
分
派
川
も
描
か
れ
て
お

り
、
市
電
南
端
の
豊
平
川
寄
り
の
曲
り
角
す
な
わ
ち

南
二
十
二
条
橋
付
近
か
ら
伏
見
、
界
川
に
向
か
い
、

や
が
て
コ
ト
ニ
川
に
注
ぐ
流
路
、
中
島
公
園
を
巡
る

鴨
々
川
の
分
岐
、
豊
平
橋
付
近
で
分
岐
し
て
伏
古
川

に
注
ぐ
流
路
、
そ
し
て
、
北
一
条
東
橋
下
流
で
モ
エ

レ
沼
に
注
ぐ
涸
川
と
し
て
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
は
豊
平
川
の
水
を
扇
状
地
な
ど
に
供
給
し
つ

つ
流
下
し
て
お
り
、
こ
れ
以
外
に
も
湧
水
池
、
メ
ム

に
水
源
を
発
し
て
地
下
水
を
流
す
川
筋
も
多
く
見
つ

か
っ
て
い
る
。
特
に
、
メ
ム
は
標
高
一
五
メ
ー
ト
ル

の
高
さ
に
集
中
し
て
お
り
、
地
形
、
地
質
か
ら
見
る

と
地
中
の
水
み
ち
の
形
成
条
件
に
共
通
点
が
あ
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。 

図
31
に
示
す
例
の
よ
う
な
網
の
目
状
に
発
達
し

て
い
る
川
筋
は
珍
し
く
、
他
に
類
を
見
な
い
。 
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ま
た
、
豊
平
川
扇
状
地
は
凸
凹
の
差
が
大
き
い
地
形
を
し
て
い
る
。
図
32
は
豊
平
川
左
岸
に
お
け
る
地
盤
高
を
、
そ
れ
ぞ
れ
東
西

方
向
に
横
断
す
る
測
線
に
沿
っ
て
示
し
て
い
る
が
、
豊
平
川
扇
状
地
に
位
置
す
る
南
二
十
一
条
や
大
通
に
お
い
て
は
、
創
成
川
付
近

な
ど
豊
平
川
近
く
が
最
も
高
く
、
豊
平
川
か
ら
最
も
遠
い
藻
岩
山
や
円
山
の
麓
が
三
メ
ー
ト
ル
も
低
い
。
こ
れ
は
南
二
十
二
条
橋
地

点
か
ら
分
岐
し
て
い
た
豊
平
川
の
流
れ
が
造
っ
た
地
形
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
下
水
道
の
能
力
を
超
え
る
豪
雨
が
あ
っ
た
場
合
、
高
い

所
の
雨
水
が
集
っ
て
き
て
最
初
に
浸
水
す
る
危
険
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
JR
函
館
本
線
よ
り
北
側
す
な
わ
ち
沖
積
地
に
位
置

す
る
北
十
条
で
は
凸
凹
は
小
さ
く
、
平
滑
な
地
形
を
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
上
流
か
ら
到
達
し
た
雨
水
は
、
浅
く
広
い
範
囲
に
氾
濫

し
、
浸
水
区
域
は
に
わ
か
に
広
く
な
る
。
扇
状
地
と
沖
積
地
で
は
浸
水
の
状
況
が
大
き
く
違
う
の
で
あ
る
。 

  
 

 
 

 

（大 通） 

（北 10 条） 

（南 21 条） 

図 32 豊平川左岸の横断地形 
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沖
積
地
の
豊
平
川 

(

も
う
ひ
と
つ
の
豊
平
川
、
そ
し
て
、
迷
え
る
豊
平
川)
 

 

『
目
で
み
る
日
本
列
島
の
お
い
た
ち 

古
地
理
図
鑑
』
は
古
生
代
か
ら
新
生
代
に
至
る
三
十
期
の
日
本
列
島
の
地
理
を
図
示
し
て

い
る
。
図
33
は
そ
の
な
か
か
ら
第
四
紀
・
完
新(

沖
積)

世(

一
万
年
前
以
降)

の
北
海
道
の
地
理
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
時
代
は
後
氷
期
に
あ
た
り
、
氷
河
期
を
経
て
完
新
世
に
な
る
と
気
温
が
上
昇
し
て
、
海
水
面
が
上
昇
し
、
最
も
高
か
っ
た
約

六
千
年
前
に
は
現
在
よ
り
も
六
メ
ー
ト
ル
高
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
海
水
面
の
高
さ
を
現
在
の
札
幌
北
部
に
あ
て
は
め
る
と
、
新

琴
似
駅
、
北
四
十
条
、
東
雁
来
そ
し
て
厚
別
原
野
を
結
ぶ
線
ま
で
海
が
浸
入
し
て
い
た
こ
と
と
な
り
、
勿
論
モ
エ
レ
沼
は
海
の
中
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
同
時
に
河
川
で
は
大
き
な
洪
水
が

発
生
し
、
こ
の
こ
と
は
、
前
述
し
た
豊
平
川
扇
状
地

の
生
い
立
ち
や
豊
平
川
の
流
路
の
変
遷
に
深
く
関
わ

っ
て
き
た
。 

六
千
年
前
よ
り
海
水
面
が
六
メ
ー
ト
ル
下
が
る
と
、

そ
こ
に
注
ぐ
石
狩
川
と
豊
平
川
が
運
搬
、
堆
積
を
繰

り
返
し
て
で
き
た
海
底
地
形
が
陸
化
し
、
さ
ら
に
沖

積
地
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
図
34
は
JR
函
館
本
線
よ

り
北
部
、
扇
状
地
の
末
端
か
ら
沖
積
地
に
か
け
て
豊

平
川
が
流
れ
た
河
跡
を
、
地
盤
高
の
窪
地
を
も
と
に

ル
ー
ト(

川
筋)

と
し
て
つ
な
い
だ
も
の
で
あ
り
、
約

四
千
年
前
か
ら
現
在
に
至
る
間
に
豊
平
川
は
「
伏
古

川(

サ
ッ
ポ
ロ
川)

」
ル
ー
ト
と
「
も
う
ひ
と
つ
の
豊

平
川
」
ル
ー
ト
を
流
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

「目でみる日本列島のおいたち古地理図鑑」(湊正雄監修) 

図 33 完新(沖積)世(6000 年前)の北海道 
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図 34 「伏古川(サッポロ川)」と「もうひとつの豊平川」のルート 
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こ
の
う
ち
「
も
う
ひ
と
つ
の
豊
平
川
」
ル
ー
ト
に

は
、
モ
エ
レ
沼
、
篠
路
市
街
の
琴
似
川
、
茨
戸
耕
北

川
の
大
き
な
湾
曲
河
道
が
残
っ
て
お
り
、
往
時
の
豊

平
川
は
最
下
流
部
で
今
の
創
成
川
の
西
側
ま
で
流

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
三
つ
の
弯
曲
河
道

の
形
を
比
較
す
る
と(

図
35)

、
い
ず
れ
も
長
径
一
，

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
短
径
一
，
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
の
外
形
に
似
た
楕
円
形
を
し
て

い
る
。
こ
の
楕
円
形
の
大
き
さ
は
、
流
量
が
大
き
い

石
狩
川
の
弯
曲
河
道
よ
り
は
小
さ
く
、
流
量
が
小
さ

く
な
っ
て
か
ら
の
伏
古
川
の
弯
曲
河
道
よ
り
も
大

き
い
。
ま
た
、
往
時
雁
来
よ
り
下
流
の
豊
平
川
河
道

で
あ
っ
た
旧
豊
平
川
の
湾
曲
河
道
に
類
似
す
る
箇

所
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
豊
平
川
が
流
れ
て
い
た
川

筋
で
あ
る
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
。 

 

地
下
地
層
の
構
造
は
、
北
海
道
立
地
下
資
源
調
査
所
が
札
幌
の
扇
状
地
、
沖
積
地
全
域
を
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
メ
ッ
シ
ュ
で
区
画

し
、
地
層
厚
を
調
べ
て
い
る
。 

そ
の
成
果
は
図
36
の
通
り
で
あ
り
、
東
西
方
向
の
基
線
は
扇
状
地
、
沖
積
地
の
横
断
方
向
を
表
わ
し
、
測
線
に
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
記
号
を
、
縦
断
方
向
の
測
線
に
は
算
用
数
字
を
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
図
37
は
、
測
線
に
沿
っ
た
地
層
断
面
図
で
あ
り
、
旧
河
道

と
測
線
の
位
置
は
図
34
に
示
す
通
り
で
あ
る
。 

図 35 豊平川の河跡・湾曲河道 
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北海道立地下資源調査所「札幌地盤地質図」(昭和 45(1970)～48(1973)年） 

図 36 札幌地盤地質図 
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サ
ッ
ポ
ロ
川 

豊
平
川 

豊
平
川 

も
う
ひ
と
つ
の 

豊
平
川 

豊
平
川 

 

 

 

もうひとつの豊平川 

 

サッポロ川 

図 37 地層断面図 
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断
面
図
４
は
、
「
も
う
ひ
と
つ
の
豊
平
川
」
を
縦
断
的
に
表
わ
す
４-

４
測
線
の
も
の
で
、
Ｋ
～
Ｏ
区
間
で
は
表
層
を
約
六
メ
ー
ト

ル
の
泥
炭
層
、
粘
土
・
シ
ル
ト
層
が
被
覆
し
、
砂
層
が
中
間
層
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
も
う
ひ
と
つ
の
豊
平
川
」
が
流
れ
、

砂
層
を
形
成
し
た
後
に
表
層
が
堆
積
し
て
形
成
さ
れ
た
地
層
で
あ
る
。
ま
た
、
砂
層
の
下
部
に
粘
土
・
シ
ル
ト
層
が
堆
積
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
海
域
が
浸
入
し
て
い
た
時
代
に
堆
積
し
た
も
の
で
、
４-

Ｇ
地
点
に
あ
た
る
白
石
区
川
下
付
近
ま
で
見
ら
れ
る
。 

断
面
図
６
は
、「
伏
古
川(

サ
ッ
ポ
ロ
川)

」
を
縦
断
的
に
表
わ
す
６-

６
測
線
の
も
の
で
、
Ｊ
～
Ｍ
区
間
に
砂
層
が
二
層
見
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
下
の
層
は
「
も
う
ひ
と
つ
の
豊
平
川
」
が
流
れ
た
時
代
に
形
成
さ
れ
た
砂
層
と
同
じ
標
高
に
あ
り
、
ま
た
、
上
の
層
は
表

層
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
四
～
二
千
年
前
か
ら
つ
い
最
近
ま
で
流
れ
て
い
た
「
伏
古
川(

サ
ッ
ポ
ロ
川)

」
＝
「
豊
平
川
」
が
運
ん

だ
砂
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
断
面
図
Ｋ
は
、
東
西
方
向
の
測
線
Ｋ-

Ｋ
の
も
の
で
あ
り
、
Ｋ-

５
付
近
を
流
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
「
も
う
ひ
と
つ
の

豊
平
川
」
の
砂
層
標
高
に
比
べ
、
Ｋ-

６
付
近
を
流
れ
る
「
伏
古
川(

サ
ッ
ポ
ロ
川)

」
の
砂
層
標
高
は
高
く
か
つ
表
層
に
見
ら
れ
る
。 

す
な
わ
ち
、「
も
う
ひ
と
つ
の
豊
平
川
」
は
「
伏
古
川(

サ
ッ
ポ
ロ
川)

」
よ
り
早
い
時
代
に
流
れ
て
い
た
「
豊
平
川
」
で
あ
る
こ
と

が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

現
在
も
、
現
地
に
は
「
も
う
ひ
と
つ
の
豊
平
川
」
の
河
跡
ル
ー
ト
の
存
在
を
示
す
地
形
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

図
38
は
分
派
点
付
近
の
最
近
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
札
幌
・
旭
川
間
を
つ
な
ぐ
国
道
12
号
が
豊
平
川
を
跨
ぐ
東
橋
の
下

流
左
岸
に
は
、
線
路
近
く
ま
で
大
き
く
弯
曲
し
た
派
川
が
流
れ
て
い
た
が
、
の
ち
に
堤
防
を
盛
土
す
る
と
き
、
残
さ
れ
た
低
地
の
排

水
を
行
う
た
め
に
東
橋
樋
門
を
設
置
し
て
お
り
、
往
時
、
豊
平
川
が
流
れ
て
い
た
川
筋
と
と
も
に
、
こ
の
樋
門
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
か
つ
て
の
豊
平
川
は
、
こ
の
蛇
行
流
路
を
分
派
点
と
し
て
岩
田
地
崎
建
設
ビ
ル
や
自
衛
隊
苗
穂
分
屯
地(

補
給
処
支
処)

を

通
っ
て
モ
エ
レ
沼
に
向
っ
て
流
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
か
つ
て
最
下
流
部
で
あ
り
、
現
在
は
東
茨
戸
に
注
い
で
い
る
篠
路

川
な
ど
、
緩
や
か
な
河
道
の
弯
曲
や
大
き
な
水
路
幅
の
姿
は
豊
平
川
級
で
あ
り
、
こ
こ
に
豊
平
川
が
注
い
で
い
た
時
代
が
あ
っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。 
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モエレ沼(公園東口橋付近) 

篠路川 

図 38 「もうひとつの豊平川」の分派点と河跡地形(平成 2(1990)年) 
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一
方
、
北
部
の
沖
積
地
に
向
っ
て
豊
平
川
か
ら
分
派
し
て
い
た
河
跡
の

ひ
と
つ
に
、
豊
平
橋
付
近
で
中
州
の
外
側
を
流
れ
て
い
た
流
路
が
サ
ッ
ポ

ロ
ビ
ー
ル
園
、
伏
古
公
園
を
経
て
伏
古
川(

伏
籠
川)

と
な
る
ル
ー
ト
が
あ

る(

図
39)

。 

伏
古
川
は
明
治
に
は
じ
ま
る
開
拓
初
期
ま
で
サ
ッ
ポ
ロ
川
と
呼
ば
れ
て

い
た
。
の
ち
に
豊
平
川
が
切
り
替
っ
て
残
さ
れ
た
こ
と
か
ら
フ
シ
コ
サ
ッ

ポ
ロ
川(

古
い
札
幌
川)
、
フ
シ
コ
川(

古
川)

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
丘
珠
村
に
隣
接
し
て
立
村
し
た
「
札
幌
村
」
は
、
こ
の
河
川
名

に
由
来
す
る
村
名
で
あ
っ
た
。 

山
田
秀
三
に
よ
れ
ば
、『
遠
山
村
垣
西
蝦
夷
日
記
』
の
な
か
の
文
化
三(

一

八
〇
六)

年
の
巡
見
記
録
に
「
四
、
五
年
前[

一
八
〇
一
、
〇
二
年]

に
札
幌

川
の
川
上
が
切
れ
て
対
雁
川
に
合
流
し
た
由
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、

札
幌
村
歴
史
研
究
会
の
記
録
『
大
友
堀
』
に
は
「
約
二
百
年
前
、
十
九
世

紀
初
頭
、
享
和
・
文
化
年
間
頃
、
洪
水
で
サ
ッ
ポ
ロ
川
は
主
流
部
が
対
雁

川
に
切
り
変
っ
た
。
そ
の
対
雁
川
は
鉄
道
橋
附
近
を
分
岐
点
と
し
て
、
月

寒
川
、
厚
別
川
、
野
津
幌
川
を
合
せ
て
江
別
村
対
雁
に
注
い
で
い
た
河
川

で
あ
り
ま
す
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
今
か
ら
約
二
百
数
十
年
前
の
洪
水
で
、

江
別
市
対
雁
に
注
い
で
い
た
対
雁
川
に
サ
ッ
ポ
ロ
川(

豊
平
川)

は
切
り
替

っ
た
。
元
々
、
対
雁
川
は
豊
平
川
の
分
派
川
で
あ
る
小
沼
川
、
月
寒
川
を

集
め
、
さ
ら
に
下
流
で
は
厚
別
川
、
野
津
幌
川
を
集
め
て
対
雁
で
石
狩
川

に
注
い
で
お
り
、
小
さ
い
が
流
路
は
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
対
雁
川
に
豊

フシコサッポロ川 

豊平川 

中の島 

中島公園 
鴨々川 

豊
平
橋 

図 39 フシコサッポロ川の分派点(明治 16(1883)年頃) 
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平
川
の
本
流
が
注
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

当
時
の
豊
平
川
の
下
流
部
は
、
豊
平
川
本
流
が
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
二
百

年
間
、
流
路
幅
は
充
分
に
拡
幅
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
の
状
態
で
あ
っ
た
。

図
40
は
、
計
画
的
な
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
な
い
大
正
二(

一
九
一
三)

年
の

豊
平
川
の
川
幅
を
当
時
の
流
路
延
長
に
沿
っ
て
示
し
て
い
る
。
切
り
替
っ
た
部

分
は
鉄
道
橋
付
近
か
ら
下
流
、
河
道
延
長
で
一
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
、

そ
れ
よ
り
上
流
の
扇
状
地
河
道
の
川
幅
は
平
均
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
の

に
対
し
、
下
流
の
沖
積
地
河
道
は
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
と
狭
く
、
上
下
流
の

川
幅
が
逆
転
し
て
い
る
、
珍
し
い
河
川
で
あ
っ
た
。 

こ
れ
を
土
質
構
成
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
扇
状
地
の
河
道
は
砂
礫
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
粘
着
力
に
乏
し
く
、
間
隙
水
圧
に
弱
い
河
岸
は
、
洪
水
の
増
水
期

や
減
水
期
に
決
壊
、
崩
落
が
生
じ
や
す
い
た
め
低
水
路
幅
は
広
い
。
こ
の
た
め
、

河
道
地
形
は
中
州
が
多
く
発
生
す
る
と
と
も
に
、
水
深
が
浅
い
か
ら
河
岸
か
ら

洪
水
が
溢
流
し
て
分
派
川
が
生
じ
や
す
く
な
る
。
一
方
、
沖
積
地
の
河
道
は
シ

ル
ト
、
粘
土
質
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
粘
着
力
に
富
み
、
間
隙
水
圧
が
生

じ
づ
ら
い
河
岸
は
、
決
壊
が
起
り
づ
ら
く
て
低
水
路
が
広
が
り
に
く
い
。
こ
の

た
め
、
縦
方
向
の
侵
食
が
進
ん
で
Ｕ
字
型
の
深
い
流
路
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

そ
し
て
、
川
幅
が
狭
い
た
め
に
洪
水
の
流
下
能
力
が
不
足
し
、
洪
水
位
を
堰
上

げ
て
氾
濫
を
助
長
す
る
こ
と
と
な
る
。
特
に
、
扇
状
地
と
沖
積
地
の
接
合
点
で

分
派
川
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

「豊平川調査報文」から作成 

図 40 豊平川の川幅(大正 2(1913)年) 
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さ
ら
に
、
大
丸
裕
武
は
四
～
二
千
年
前
以
降
に
洪
水
が
多
量
の
土
砂
を
運
搬
し
た
た
め
扇
状
地
は
北
へ
伸
長
し
た
と
し
て
い
る
。

現
在
の
河
道
状
況
を
見
る
と
、
河
床
高
の
縦
断
方
向
の
増
減
は
下
流
部
で
は
緩
や
か
だ
が
、
雁
来
付
近
か
ら
大
き
く
な
っ
て
い
る
の

で
流
速
は
速
く
、
土
砂
を
運
搬
す
る
力
も
大
き
い
。
一
方
、
河
床
砂
礫
の
大
き
さ
は
、
雁
来
付
近
か
ら
急
に
大
き
く
な
り
、
流
出
土

砂
が
移
動
し
づ
ら
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
相
反
す
る
現
象
が
も
た
ら
す
河
床
高
の
変
化
は
、
長
期
的
に
み
る
と
、
豊
水
大
橋
付
近
ら

下
流
は
年
々
河
床
が
下
が
る
が
、
そ
れ
よ
り
上
流
の
市
街
地
区
間
で
は
土
砂
が
堆
積
す
る
傾
向
に
あ
り
、
特
に
粒
径
が
急
に
変
る
豊

水
大
橋
か
ら
環
状
北
大
橋
附
近
で
最
も
堆
積
高
が
大
き
い
。
そ
し
て
、
下
流
側
で
の
土
砂
洗
掘
は
時
間
経
過
と
と
も
に
上
流
の
堆
積

量
に
影
響
す
る
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
付
近
の
堆
積
が
上
流
の
東
橋
、
豊
平
橋
付
近
の
河
床
を
上
昇
さ
せ
、

豊
平
川
の
流
路
が
変
遷
す
る
要
因
と
な
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
豊
平
川
や
サ
ッ
ポ
ロ
川
を
造
る
こ
と
に
も
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
豊
平
川
は
呼
び
名
を
変
え
つ
つ
、
そ
の
下
流
部
の
流
路
位
置
を
変
え
る
、
い
わ
ば
“
迷
え
る
河
川
”

で
あ
っ
た
。 

第
一
期
は
、
旧
豊
平
川
扇
状
地
が
形
成
さ
れ
た
完
新
世
、
扇
状
地
と
沖
積
地
の
接
合
点
付
近
に
あ
た
る
苗
穂
か
ら
自
衛
隊
前
池
、

学
田
、
モ
エ
レ
沼
、
篠
路
市
街
地
、
耕
北
川
、
篠
路
川
下
流
端
を
経
て
石
狩
川
に
注
い
で
い
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ト
に
は
約

六
メ
ー
ト
ル
下
層
に
当
時
の
流
路
が
形
成
し
た
砂
層
が
確
認
で
き
る
。
表
層
の
泥
炭
、
粘
土
・
シ
ル
ト
層
は
約
四
～
二
千
年
前
の
間

に
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る
。
豊
平
川
は
沖
積
地
の
粘
土
・
シ
ル
ト
層
に
遮
ぎ
ら
れ
、
苗
穂
側
を
流
れ
て
モ
エ
レ
沼
に
至
る
流
路
が
で

き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
耐
侵
食
性
の
土
壌
に
よ
っ
て
洪
水
位
が
堰
上
り
、
苗
穂
側
と
右
岸
の
小
沼
川
に
向
っ
て
分
派
川
が
発
生
し

た
が
、
地
盤
高
が
低
い
苗
穂
側
に
向
う
流
れ
が
本
川
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

第
二
期
は
、
豊
平
橋
付
近
か
ら
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
工
場
、
伏
古
川(

伏
籠
川)

沿
い
に
石
狩
川
に
注
い
で
い
た
「
サ
ッ
ポ
ロ
川
」
の

時
代
で
あ
る
。
粘
土
・
シ
ル
ト
層
に
よ
る
堰
上
げ
現
象
は
下
流
か
ら
鉄
道
付
近
ま
で
迫
り
、
そ
の
上
流
に
多
く
の
土
砂
を
堆
積
さ
せ

る
。
そ
の
影
響
範
囲
は
年
々
上
流
に
延
び
、
そ
の
た
め
東
橋
下
流
で
流
路
を
変
え
て
い
た
豊
平
川
の
変
化
点
は
年
々
上
流
に
遡
上
し
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続
け
、
地
盤
高
が
低
い
豊
平
橋
付
近
か
ら
新
た
な
流
路
と
な
っ
て
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
園
付
近
を
経
由
し
、
伏
古
川
沿
い
に
流
路
を
変

え
た
。
こ
の
サ
ッ
ポ
ロ
川
に
は
多
量
の
砂
質
土
が
流
入
し
、
両
河
岸
に
堆
積
し
て
自
然
堤
防
を
形
成
し
た
た
め
、
地
盤
高
が
高
い
新

た
な
地
形
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
四
～
二
千
年
前
の
間
に
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
自
然
堤
防
の
形
成
は

洪
水
を
流
す
能
力
を
阻
害
す
る
こ
と
と
な
り
、
つ
い
に
豊
平
川
は
鉄
道
橋
か
ら
対
雁
川
に
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。 

第
三
期
は
、
江
別
市
対
雁
に
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
二
百
数
十
年
前
以
降
の
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、
対
雁
川
は
、
豊
平
川
と
小

沼
川
へ
の
派
川
及
び
そ
の
下
流
の
逆
川(

月
寒
川)

、
厚
別
川
、
野
津
幌
川
の
支
川
を
集
め
て
対
雁
で
石
狩
川
に
注
い
で
い
た
。
そ
し

て
、
大
谷
地
、
厚
別
、
対
雁
原
野
の
低
地
帯
に
多
量
の
氾
濫
水
を
滞
留
さ
せ
、
洪
水
後
に
は
長
時
間
大
き
な
排
水
量
が
継
続
す
る
た

め
、
河
幅
が
狭
く
て
深
さ
が
大
き
い
特
異
な
河
道
断
面
形
を
し
て
い
た
。
こ
の
河
道
は
二
百
数
十
年
前
に
形
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

も
河
岸
侵
食
が
進
ま
ず
、
幅
員
は
特
に
小
さ
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。 

そ
し
て
、
第
四
期
は
、
雁
来
か
ら
下
流
を
上
福
移
へ
人
為
的
に
切
替
え
る
た
め
に
開
削
し
た
豊
平
川
新
水
路
の
時
代
で
あ
り
、
昭

和
十
六(

一
九
四
一)

年
に
通
水
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
新
水
路
は
、
沿
川
に
残
さ
れ
た
低
平
湿
地
の
土
地
利
用
の
高
度
化

に
貢
献
し
つ
つ
氾
濫
を
防
止
す
る
こ
と
を
求
め
る
地
域
社
会
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
、
第
三
期
ま
で
は
自
然
の
営
力
の
み
に
よ
る
流

路
位
置
の
変
化
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
社
会
的
要
因
に
端
を
発
し
、
か
つ
自
然
の
営
力
を
活
か
し
た
河
道
地
形
を
希
求
し
た
結
果
得

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
豊
平
川
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
旧
豊
平
川
は
、
流
路
幅
が
狭
く
か
つ
緩
勾
配
で
あ
っ
た
の
で
、
角
山
地
点
で
豊
平
川
に
切
替

え
る
旧
豊
平
川
新
水
路
を
開
削(

昭
和
二
十
九(

一
九
五
四)
年
通
水)

す
る
と
と
も
に
、
対
雁
で
旧
豊
平
川
河
口
の
締
切(

昭
和
三
十

(

一
九
五
五)

年)

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
後
述
す
る
よ
う
に
対
雁
、
厚
別
、
大
谷
地
原
野
の
開
拓
を
可
能
と
す
る
流
路
シ
ス
テ
ム
の
変

更
を
行
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 
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図 41 主な新水路の沿革 
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豊
平
川
新
水
路
と
札
幌
東
部
河
川 

 

 
現
在
の
豊
平
川
下
流
部
、
す
な
わ
ち
昭
和
十
六(

一
九
四
一)

年
に
通
水
し
た
「
豊
平
川
新
水
路
」
は
、
雁
来(

雁
来
橋
付
近)

か
ら

北
へ
上
福
移
に
向
っ
て
流
れ
、
当
別
川
合
流
点
の
下
流
で
石
狩
川
左
岸
に
合
流
し
て
い
る
が
、
七
十
年
ほ
ど
時
計
の
針
を
戻
す
と
、

豊
平
川
は
雁
来
で
東
に
流
れ
の
方
向
を
変
え
、
広
大
な
大
谷
地
原
野
、
厚
別
原
野
、
対
雁
原
野
を
流
れ
て
、
対
雁(

ア
イ
ヌ
語
の
ツ
イ

シ
カ
リ
、
二
番
目
の
川[

豊
平
川]

が
迂
曲
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
意)

で
石
狩
川
に
注
い
で
い
た(

図
42)

。 

こ
の
沿
川
に
広
が
る
未
開
の
原
野(

荒
蕪
地)

は
、
主
に
河
川
の
営
み
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
り
、
土
砂
を
含
ん
だ
流
れ
と
そ
の

氾
濫
が
扇
状
地
や
沖
積
地
を
形
成
し
、
そ
の
滞
留
が
湿
地
を
育
み
、
そ
し
て
、
川
の
流
れ
や
形
態
は
そ
の
地
形
に
従
っ
て
き
た
。 

  

原
野
の
地
形 

 
 

河
川
の
営
み
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
土
地
の
氾
濫
現
象
は
、
そ
の
地
盤
高
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
が
進
む
。
す
な
わ
ち
、
国

土
地
理
院
の
地
形
情
報
に
従
っ
て
等
高
線
で
地
形
を
表
わ
す
と
、
水
は
等
高
線
に
直
交
す
る
方
向
に
流
れ
、
地
形
勾
配
は
等
高
線
の

間
隔
か
ら
、
そ
し
て
、
凹
地
に
溜
る
水
量
は
等
高
線
が
綴
る
区
域
の
面
積
と
水
深
か
ら
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

札
幌
東
部
に
広
が
る
こ
れ
ら
原
野
の
等
高
線
に
は
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
。 

当
時
豊
平
川
が
合
流
し
て
い
た
辺
り
の
石
狩
川
の
河
岸
高
は
、
対
雁
原
野
の
地
盤
高
は
も
と
よ
り
、
も
っ
と
内
陸
に
位
置
す
る
厚

別
、
大
谷
地
原
野
の
地
盤
高
よ
り
も
高
い
。
こ
れ
は
、
石
狩
川
や
豊
平
川
の
下
流
部
沿
川
に
は
、
相
対
的
に
粒
径
が
大
き
く
て
重
い

砂
な
ど
が
河
岸
近
く
に
堆
積
し
て
形
成
さ
れ
る
自
然
堤
防
が
発
達
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
石
狩
川
が
高
い
洪
水
位
に
な
る
と
、
そ

の
背
水
の
影
響
を
受
け
て
豊
平
川
沿
川
の
原
野
に
氾
濫
す
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
『
石
狩
川
治
水
計
画
調
査
報
文
』
に
よ
る
と
、

原
始
河
川
で
あ
っ
た
石
狩
川
で
は
、
対
雁
に
お
い
て
氾
濫
地
盤
高
二
十
尺(
六
．
〇
六
メ
ー
ト
ル)

を
上
回
る
洪
水
が
二
十
九
年
間(

明

治
十
二(

一
八
七
九)

年
～
四
十
二(

一
九
〇
九)

年
、
内
二
年
欠
測)

に
三
十
四
回
の
頻
度
で
起
き
て
い
た
。 

ま
た
、
豊
平
川
沿
川
で
は
、
自
然
堤
防
は
左
岸
の
角
山
寄
り
が
顕
著
で
あ
り
、
対
岸
の
厚
別
、
大
谷
地
原
野
は
特
に
標
高
が
低
い
。
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こ
れ
は
、
豊
平
川
の
市
街
部
区
間
で
は
、
右
岸
が
平

岸
台
地
の
崖
で
氾
濫
が
押
え
ら
れ
て
い
る
た
め
左
岸

へ
氾
濫
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
土
砂
を
多
く
含

ん
だ
氾
濫
水
が
苗
穂
、
雁
来
に
向
っ
て
濫
流
し
て
自

然
堤
防
が
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
右
岸

の
厚
別
、
大
谷
地
原
野
を
流
れ
る
厚
別
川
、
野
津
幌

川
は
、
豊
平
川
に
比
べ
河
川
規
模
が
小
さ
く
、
か
つ
、

流
出
土
砂
の
粒
径
が
小
さ
い
た
め
原
野
に
堆
積
す
る

量
が
少
な
く
、
標
高
は
低
い
ま
ま
に
氾
濫
を
繰
り
返

し
、
泥
炭
層
か
ら
な
る
湿
地
が
残
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
豊
平
川
の
下
流
部
右
岸
に
広

が
る
低
平
地
へ
の
氾
濫
、
浸
水
の
多
さ
に
関
係
す
る

こ
と
と
な
る
。 

さ
ら
に
、
現
在
の
豊
平
区
の
丘
陵
地
を
水
源
と
す

る
月
寒
川
は
、
平
地
に
至
る
と
湿
原
の
ヨ
シ
群
に
流

入
を
拒
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
原
野
に
到
達
す
る
前
に
方

向
を
転
じ
て
豊
平
川
に
注
い
で
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
下
流
部
は
豊
平
川
の
〝
逆
流
〟
す
な
わ
ち
背
水
の
影
響
に
よ
り
氾
濫
を
繰
り

返
し
て
い
た
か
ら
、
「
逆
川
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
。 

札
幌
東
部
に
広
が
る
原
野
は
、
以
上
の
よ
う
な
地
形
特
性
で
あ
っ
た
た
め
、
堤
防
が
な
い
時
代
に
は
過
酷
な
水
害
が
繰
り
返
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

図 42 洪水氾濫の状況(大正 2(1913)年洪水) 

地形は大正 5(1916)年 

石狩川 

豊平川 

豊平川 

対雁 

厚別原野 

大谷地原野 
月寒川 

雁来 

対雁原野 
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と
こ
ろ
で
、「
水
は
高
き
か
ら
低
き
に
流

れ
る
。
」
は
ず
で
あ
る
。 

石
狩
川
と
の
合
流
点
の
地
質
は
図

43

の
通
り
、
表
層
三
メ
ー
ト
ル
は
泥
炭
層
、

そ
の
下
に
粘
土
と
砂
が
互
層
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
粘
着
力
が
大
き
い
土
層
で

あ
る
か
ら
河
岸
決
壊
が
起
り
づ
ら
く
、
河

道
の
位
置
は
変
化
し
づ
ら
い
状
況
で
あ
っ

た
。
そ
こ
に
石
狩
川
が
運
ん
で
き
た
土
砂

や
泥
炭
が
堆
積
し
て
標
高
八
メ
ー
ト
ル
に

ま
で
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
下
の
標
高

一
メ
ー
ト
ル
付
近
の
粘
土
層
が
か
つ
て
の

豊
平
川
の
川
底
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一

方
、
石
狩
川
の
土
砂
堆
積
が
及
ば
な
い
と

こ
ろ
で
は
標
高
五
メ
ー
ト
ル
程
に
と
ど
ま

り
、
さ
ら
に
豊
平
川
を
遡
る
と
大
谷
地
、

厚
別
原
野
は
標
高
の
低
い
盆
地
状
の
地
形

で
あ
っ
た
か
ら
、
石
狩
川
の
背
水
の
影
響

を
受
け
て
頻
繁
に
氾
濫
し
滞
留
し
た
。 

大
き
な
洪
水
で
は
約
八
千
万
立
方
メ
ー

ト
ル
に
も
達
し
た
溜
り
水
は
、
洪
水
が
終 

 

図 43 旧豊平川の河道 

 

泥炭 

粘土 

シルト 

砂 

砂礫 

（石狩川左岸） 

豊平川合流点地層図 

礫 
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る
と
徐
々
に
石
狩
川
に
流
れ
出
て
行
く
が
、
そ
の
時
、
粘
土
質
の
河
岸

よ
り
、
む
し
ろ
河
床
を
洗
堀
し
て
深
い
河
道
を
形
成
し
て
き
た
。
こ
の

た
め
、
地
表
の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず
豊
平
川
は
標
高
の
高
い
石
狩
川
左

岸
に
向
か
っ
て
流
れ
続
け
、
石
狩
川
に
合
流
し
て
い
た
の
で
あ
る 

 

入
植
の
は
じ
ま
り 

札
幌
東
部
に
広
が
る
原
野
の
開
拓
は
、
明
治
四(

一
八
七
一)

年
、
白

石
村(

現
札
幌
市
白
石
区
、
昭
和
二
十
五(

一
九
五
〇)

年
札
幌
市
と
合

併)

に
旧
白
石
藩(

現
宮
城
県)
の
人
々
が
入
植
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る

が
、
こ
れ
ら
の
原
野
は
軟
弱
な
泥
炭
が
分
布
し
て
い
る
低
平
地
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
開
拓
は
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
。 

開
拓
地
毎
の
先
覚
者
の
入
植
年
は
表
5
の
通
り
で
あ
り
、
白
石
村
と

そ
こ
か
ら
移
転
し
た
上
白
石
村
を
除
く
と
明
治
十
二(

一
八
七
九)

年
の

北
郷
以
降
、
明
治
四
十
一(

一
九
〇
八)

年
の
山
本
ま
で
時
間
を
要
し
て

お
り
、
ま
た
、
居
住
者
戸
数
の
変
遷
に
も
低
迷
が
読
み
と
れ
る
。 

そ
の
後
、
第
二
次
大
戦
末
期
、
こ
の
原
野
に
は
東
京
か
ら
「
拓
北
農

兵
隊
」
が
入
植
し
た
。
昭
和
二
十(

一
九
四
五)

年
三
月
、
戦
災
者
の
疎

開
と
悪
化
す
る
食
糧
事
情
を
解
決
す
る
た
め
、
政
府
は
「
都
市
疎
開
者

の
就
農
に
関
す
る
緊
急
措
置
要
網
」
を
閣
議
決
定
し
、
こ
れ
に
従
っ
て

七
月
以
降
、
大
森
区
、
板
橋
区
、
世
田
ヶ
谷
区
か
ら
集
団
入
植
が
行
わ

れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
神
奈
川
、
愛
知
、
大
阪
な
ど
か
ら
も
全
道

地区名 入植年 
戸数の変遷 

入植戸数 大正 9(1920)年 昭和 14(1939)年 

白 石 明治 4(1871)年 67 203 240 

上白石 6(1873) 26 46 712 

北 郷 12(1879) 1 86 96 

南 郷 15(1882) 1 35 45 

川 下 17(1884) 1 41 66 

大谷地 18(1885) 2 56 74 

旭 町 20(1887) 3 113 66 

米 里 23(1890) 9 32 43 

山 本 41(1908) 1 69 51 

表 5 札幌東部への入植年次 
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(明治 37(1904)年洪水) 

(昭和 7(1932)年洪水) 

図 44 洪水氾濫の状況 

各
地
に
入
植
し
た
。
北
海
道
の
未
墾
地
へ
入
植
し
て

自
給
自
足
の
生
活
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
次
第
に

不
足
す
る
食
糧
の
増
産
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し

た
〝
緊
急
開
拓
〟
に
は
、
就
農
経
験
の
な
い
会
社
員
、

教
員
、
工
員
、
商
人
、
公
務
員
な
ど
様
々
な
職
業
の

者
が
加
わ
っ
た
。
し
か
し
、
毎
年
の
よ
う
に
襲
っ
て

く
る
水
害
や
凶
作
の
た
め
生
活
は
極
度
に
窮
乏
す
る

こ
と
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
者
が
こ
の
地
を
離
れ
た

り
、
離
農
し
た
ほ
か
、
残
っ
た
者
も
借
金
を
抱
え
て

い
た
か
ら
、
入
植
後
の
数
年
間
は
生
活
扶
助
の
継
続

が
必
要
な
状
況
で
あ
っ
た
。 

 

豊
平
川
新
水
路
の
誕
生 

豊
平
川
新
水
路
の
計
画
は
、
石
狩
川
流
域
が
〝
桑

田
変
海
〟
と
形
容
さ
れ
る
ほ
ど
甚
大
な
氾
濫
被
害
に

襲
わ
れ
た
明
治
三
十
七(

一
九
〇
四)

年
洪
水
後
に
検

討
が
は
じ
ま
る
。 

こ
の
洪
水
に
よ
る
豊
平
川
沿
い
の
氾
濫
状
況
は
図

44
の
通
り
で
あ
り
、
明
治
十
七(

一
八
八
四)

年
に

『
豊
平
川
洪
水
防
禦
計
画
』
に
基
づ
く
整
備
が
完
成

し
て
い
た
か
ら
中
心
市
街
地
へ
の
氾
濫
は
免
れ
た
が
、

名称は明治 13（1880）年
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山
鼻
、
鴨
々
水
門
付
近
か
ら
左
岸
へ
の
氾
濫
と
、
鉄
道
橋
付
近
か
ら
両
岸
へ
の
氾
濫
が
発
生
し
て
い
る
。
と
く
に
、
札
幌
東
部
は
原

野
一
面
が
浸
水
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
下
流
部
の
氾
濫
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
と
し
て
丘
珠
を
流
れ
る
伏
古
川
沿
い
に
新
水
路
の
開

削
が
検
討
さ
れ
た
。 

明
治
三
十
九(

一
九
〇
六)

年
十
一
月
六
日
に
は
次
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。 

「
・
・
・
豊
平
川
よ
り
伏
古
川
を
経
て
篠
路
村
に
至
る
排
水
工
事
は
、
苗
穂
、
丘
珠
、
篠
路
に
亘
る
大
荒
蕪
地
五
千
町
歩
の

消
長
に
冠
す
る
大
事
業
な
る
が
、
不
幸
に
し
て
篠
路
村
民
の
反
対
あ
り
。・
・
・
村
民
の
希
望
通
り
設
計
す
れ
ば
、
経
費
は
ほ
と

ん
ど
倍
額
を
要
す
る
を
も
っ
て
、
・
・
・
現
在
調
査
中
・
・
・(

以
下
略)

」 

明
治
三
十
七
年
洪
水
の
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
、
デ
ー
タ
に
沿
っ
て
『
石
狩
川
治
水
計
画
調
査
報
文
』
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
計
画
検
討
が
終
盤
を
迎
え
て
い
た
当
時
、
北
海
道
庁(

当
時)

で
は
豊
平
川
の
大
排
水
計
画(

豊
平
川
新
水
路
計
画)

も
検
討
途
上

に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
述
し
た
通
り
、
そ
の
後
石
狩
川
の
治
水
計
画
は
、
本
川
の
下
流
部
、
江
別
ま
で
の
区
間
に
限
定
し
て
先
行

整
備
す
る
方
針
と
な
り
、
支
川
の
計
画
ま
で
及
ぶ
余
地
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
豊
平
川
の
計
画
議
論
は
途
絶
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
豊
平
川
の
こ
の
氾
濫
状
況
は
、
既
往
最
大
と
さ
れ
る
大
正
二(

一
九
一
三)

年
洪
水
で
も
同
様
に
発
生
す
る
こ
と
と
な

っ
た
（
図
42
）
。
こ
の
洪
水
で
豊
平
川
は
既
往
最
高
水
位
を
記
録
し
た
こ
と
か
ら
、
中
心
市
街
地
で
も
古
川
に
沿
っ
て
二
箇
所
で
氾

濫
し
た
ほ
か
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
鉄
道
橋
下
流
か
ら
対
雁
に
向
っ
て
流
れ
る
豊
平
川
下
流
部
に
お
け
る
氾
濫
が
広
大
で
、
大
谷

地
、
厚
別
、
対
雁
原
野
な
ど
を
一
呑
み
に
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。 

豊
平
川
下
流
部
に
新
水
路
を
開
削
す
る
計
画
は
、
こ
の
洪
水
を
も
っ
て
検
討
が
再
燃
し
、
現
地
調
査
を
踏
ま
え
て
大
正
三(

一
九
一

四)

年
『
豊
平
川
調
査
報
文
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。 
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図 45 豊平川切替変更請願図 

豊
平
川
新
水
路
計
画
線
の
変
更 

こ
う
し
て
計
画
さ
れ
た
豊
平
川
新
水
路
は
、
豊
平
川
の
合
流

点
を
対
雁
よ
り
も
か
な
り
下
流
に
切
り
替
え
る
も
の
で
あ
り
、

合
流
先
の
水
位
が
大
幅
に
下
が
る
こ
と
か
ら
、
豊
平
川
下
流
部

の
氾
濫
防
止
効
果
が
大
き
く
期
待
さ
れ
る
計
画
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
丘
珠
村
、
札
幌
村
の
人
々
か
ら
は
ル
ー
ト
変
更
が

請
願
さ
れ
た(

図
44
）
。
予
定
地
沿
川
は
玉
葱
、
菰
菜
の
主
要
産

地
で
、
札
幌
へ
の
重
要
な
供
給
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
約
七
五
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル(

延
長
三
里
三
〇
町(

約
一
五
，
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル)

 

×

幅
二
八
〇
間(

約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
相
当)

の
農
地
の
改
廃

は
町
村
の
存
立
を
危
く
す
る
も
の
で
、
モ
エ
ト
リ
沼
［
モ
エ
レ

沼
］
の
西
端
か
ら
ペ
ケ
レ
ト
シ
カ
沼
［
ペ
ケ
レ
ッ
ト
湖
］
に
至

る
ル
ー
ト
に
変
更
す
る
こ
と
を
切
望
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。 一

方
、
大
正
初
期
の
経
済
不
況
の
な
か
で
財
源
不
足
が
続
き
、

第
一
次
大
戦
に
よ
る
好
況
も
物
価
騰
貴
、
関
東
大
震
災
な
ど
が

拓
殖
計
画
の
進
展
に
も
影
響
を
与
え
、
豊
平
川
の
計
画
が
実
行

に
移
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
事
情
が
続
く
な
か
、
第
二
期
北
海
道

拓
殖
計
画(

昭
和
二(

一
九
二
七)

年
～
二
十
一(

一
九
四
六)

年)

へ
移
行
す
る
に
あ
た
り
、
北
海
道
一
般
会
計
所
管
の
歳
入
超
過



174 

額
を
拓
殖
費
に
充
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
財
源
の
方
針
が
定
ま
り
、
引
き
続
き
石
狩
川
本
川
の
捷
水
路
工
事
に
重
点
が
お
か
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
か
ら
、
そ
の
掘
削
残
土
処
理
の
た
め
本
川
左
岸
と
豊
平
川
左
岸
を
一
連
堤
防
と
し
て
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
、
工
事

は
豊
平
川
の
処
理
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。 

変
更
が
要
請
さ
れ
て
い
た
新
水
路
の
位
置
は
、
着
手
が
決
ま
っ
て
比
較
測
量
が
行
わ
れ
る
な
ど
決
定
が
急
が
れ
た
。
鉄
道
橋
付
近

か
ら
札
幌
村
丘
珠
や
篠
路
村
茨
戸
を
通
り
、
石
狩
町
生
振
南
四
線
に
至
る
延
長
一
五
，
〇
五
五
メ
ー
ト
ル(

三
里
三
〇
町)

の
原
案(

昭

和
六
年
版
河
川
概
要
記
載
、
豊
平
川
調
査
報
文
で
は
鉄
道
橋
か
ら
茨
戸
ま
で
一
二
，
四
九
一
メ
ー
ト
ル(

六
，
八
七
〇
間)

)

に
対
し
、 

「
第
一
案
は
豊
平
川
の
石
狩
川
合
流
点
、
対
雁
附
近
で
、
僅
か
に
切
り
換
え
る
案
で
、
昭
和
三(

一
九
二
八)

年
予
備
測
量
が
行

な
わ
れ
た
が
、
対
雁
地
点
で
は
石
狩
川
の
水
位
が
高
い
の
で
、
豊
平
川
新
水
路
の
効
果
が
な
い
。
そ
こ
で
第
二
案
と
し
て
、
原
案

と
対
雁
案
と
の
中
間
案
で
あ
る
雁
来
か
ら
下
当
別
太
附
近
で
石
狩
川
に
つ
な
ぐ
考
え
方(

現
在
の
豊
平
川
新
水
路)

が
出
て
き
た
。
」

(

小
川
譲
二
、
『
石
狩
川
治
水
小
史
』)

 

こ
と
か
ら
、
昭
和
六(

一
九
三
一)

年
六
月
、
鉄
道
橋
か
ら
米
里
ま
で
の
三
，
九
二
七
メ
ー
ト
ル(

一
里)

は
現
河
道
を
拡
幅
し
、
米
里

か
ら
篠
路
村
当
別
太
に
至
る
延
長
六
，
五
四
五
メ
ー
ト
ル(

一
里
二
四
町
、
実
際
の
工
事
計
画
は
延
長
六
，
六
七
〇
メ
ー
ト
ル
、
敷
幅

六
〇
メ
ー
ト
ル
、
法
勾
配
二
割)

の
新
水
路
を
開
削
す
る
計
画(

昭
和
九
年
度
事
業
報
文
記
載)

に
変
更
さ
れ
た
（
図
45
）
。
当
時
こ
の

対
雁
原
野
の
高
位
泥
炭
地
帯
は
ま
っ
た
く
捨
て
ら
れ
て
い
た
地
帯
で
あ
っ
た
。 

こ
う
し
て
、
昭
和
二(

一
九
二
七)

年
以
降
十
三
年
継
続
事
業
と
し
て
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
豊
平
川
の
計
画
は
、
洪
水
流
量
毎

秒
一
，
九
八
四
立
方
メ
ー
ト
ル(

毎
秒
七
一
，
三
〇
〇
立
方
尺)
を
対
象
に
、
上
流
部
左
岸
の
南
一
条
橋
ま
で
は
既
設
堤
防
の
補
強
、

そ
の
下
流
鉄
道
橋
ま
で
と
右
岸
中
の
島
か
ら
苗
穂
ま
で
は
堤
防
新
設
と
両
岸
護
岸
、
さ
ら
に
下
流
鉄
道
橋
か
ら
米
里
ま
で
は
河
道
拡

幅
と
堤
防
新
設
、
米
里
か
ら
は
新
水
路
掘
削
と
堤
防
新
設
を
見
込
み
、
当
初
事
業
費
は
九
百
三
十
八
万
四
千
八
百
六
十
円
で
あ
っ
た

(

後
に
財
政
緊
縮
に
よ
り
十
五
年
継
続
、
六
百
二
十
八
万
七
千
六
百
五
十
八
円
に
改
定
）
。 

こ
の
う
ち
、
鉄
道
橋
か
ら
上
流
の
市
街
地
の
堤
防
は
、
後
で
計
画
変
更
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
た
中
の
島
堤
防
を
除
き
、
昭
和
五
年

度
末
ま
で
に
整
備
が
完
了
し
て
お
り
、
そ
の
後
は
新
水
路
の
開
削
を
待
つ
の
み
と
な
っ
た
。 
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地形は大正 5(1916)年 

図 46 豊平川と旧豊平川の捷水路計画 
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豊
平
川
新
水
路
工
事 

豊
平
川
新
水
路
に
着
手
し
た
昭
和
七(

一
九
三
二)

年
に
も
大
き
な
洪
水
が
発
生
し
た(

図
44
）
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
昭
和
二(

一
九

二
七)

年
、
豊
平
川
の
改
修
工
事
が
再
開
さ
れ
、
鉄
道
橋
よ
り
上
流
の
堤
防
は
連
続
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
洪
水
で
は
中
心
市
街
地
の

氾
濫
は
な
く
な
っ
て
い
る
一
方
、
そ
の
下
流
で
は
相
変
わ
ら
ず
広
い
範
囲
に
氾
濫
が
発
生
し
て
お
り
、
明
治
三
十
七(

一
九
〇
四)

年

洪
水
や
大
正
二(

一
九
一
三)

年
洪
水
に
比
べ
て
浸
水
区
域
は
少
し
狭
い
も
の
の
、
左
岸
モ
エ
レ
沼
に
向
う
流
れ
、
右
岸
米
里
地
区
か

ら
溢
流
す
る
流
れ
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
右
岸
米
里
側
は
対
岸
の
東
苗
穂
よ
り
地
盤
が
低
い
た
め
先
に
氾
濫
し
、
そ
の
範
囲

は
低
平
な
大
谷
地
、
厚
別
、
対
雁
原
野
に
広
く
及
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
対
岸
は
そ
の
溢
流
に
助
け
ら
れ
て
氾
濫
が
小
さ
く
済
ん
で

い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。 

工
事
は
、
昭
和
八(

一
九
三
三)

年
、
石
狩
川
の
旧
堤
を
取
り
除
い
て
豊
平
川
の
放
水
口
か
ら
浚
渫
を
開
始
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。 

新
水
路
は
工
事
中
の
水
抜
き
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
水
路
と
な
る
箇
所
の
地
質
は
泥
炭
、
シ
ル
ト
層
で
、
特
に
下
流
部
は

運
搬
車
も
入
れ
な
い
ほ
ど
軟
弱
で
あ
っ
た
か
ら
、
下
流
か
ら
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
水
中
掘
削
と
し
た
。
ま
た
、
そ
の
排
泥
先
は
、
当
初

は
発
生
土
の
ほ
と
ん
ど
が
泥
炭
で
あ
っ
た
た
め
土
捨
場
用
地
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
堤
防
工
事
に
は
石
狩
川
左
岸
堤
外
地
か
ら
良
質

の
土
砂
を
運
搬
し
た
。
浚
渫
土
砂
が
粘
土
や
シ
ル
ト
に
変
わ
っ
て
か
ら
は
、
特
に
良
質
の
粘
土
は
堤
防
予
定
線
上
に
排
泥
池
を
築
き

堤
防
に
利
用
し
た
。
ま
た
、
多
量
に
発
生
す
る
残
土
は
、
未
開
墾
の
民
地
を
借
上
げ
て
、
そ
こ
に
小
堤
防
を
築
い
て
排
泥
し
、
客
土

と
し
て
活
用
し
た
。
排
水
を
十
分
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
肥
沃
な
泥
土
を
混
合
さ
せ
る
と
熊
笹
や
泥
炭
に
覆
わ
れ
た
荒
蕪
地
が
良
好

な
畑
に
変
る
こ
と
が
現
地
試
験
に
よ
り
実
証
さ
れ
、
農
家
か
ら
進
ん
で
排
泥
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
現
在
、
東
苗
穂
か

ら
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
側
、
モ
エ
レ
沼
公
園
の
東
側
に
中
沼
団
地
が
拓
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
申
し
出
に
よ
っ
て
排
泥
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
り
周
辺
よ
り
一
、
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
地
盤
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
た
め
宅
地
化
も
他
に
先
行
で
き
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
浚
渫
残
土
に
関
し
て
は
、
篠
路
工
場
二
代
目
工
場
主
任(

昭
和
七(
一
九
三
二)

年
五
月
～
昭
和
十
五(

一
九
四
〇)

年
三
月)

で

あ
っ
た
青
村
敬
二
が
、『
石
狩
川
治
水
小
史
』
に
「
土
壌
三
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
処
理
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る

（
下
線
は
本
稿
加
筆
）
。 
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「
篠
路
事
業
所
々
管
は
、
豊
平
川
と
石
狩
川
本
流
を
結
ぶ
新
水
路
六
，
八
九
〇
メ
ー
ト
ル[

六
，
六
七
〇
メ
ー
ト
ル]

の
う
ち
、

そ
の
合
流
点
よ
り
四
，
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
掘
削
お
よ
び
左
右
両
岸
の
築
堤
工
事
で
あ
っ
た
。
新
水
路
は
敷
幅
六
〇
メ
ー
ト
ル
、

法
二
割
、
こ
の
土
量
約
三
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
築
堤
は
天
端
幅
七
．
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
法
各
二
．
五
割
で
、
こ
の
土
量
一

〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
石
狩
川
本
堤
に
接
続
し
、
そ
の
標
高
は
、
雁
来
ま
で
九
．
二
三
メ
ー
ト
ル
一
定
と
し
、
最
大
洪

水
位
よ
り
一
．
五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
を
確
保
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。 

新
水
路
起
点
付
近
の
石
狩
川
本
流
に
面
す
る
一
部
堤
外
地
を
除
い
て
は
、
軟
弱
な
泥
炭
地
層
よ
り
な
り
、
運
搬
車
の
軌
条
に
よ

る
運
転
す
ら
困
難
な
た
め
、
雁
来
堰
堤
付
近
ま
で
五
，
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
間
を
浚
渫
船
に
よ
り
掘
削
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
こ
の
土
量
三
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に
対
す
る
処
理
方
法
が
全
く
講
ぜ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
土
壌
の
ゆ
く
え
こ
そ
当
事

業
所
の
重
大
な
課
題
で
あ
っ
た
。
前
年
度
は
工
事
期
間
も
短
か
っ
た
た
め
、
本
流
堤
外
地
の
築
堤
土
取
跡
に
放
土
し
、
辛
う
じ
て

浚
渫
船
越
年
の
停
泊
地
を
造
っ
た
。 

昭
和
九
年
度
よ
り
は
、
浚
渫
工
事
も
漸
進
し
た
た
め
、
七
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
内
外
の
土
砂
処
分
地
を
求
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。

前
述
の
如
く
付
近
一
帯
は
泥
炭
の
不
毛
の
地
で
あ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
民
有
地
で
あ
っ
た
た
め
、
無
償
で
放
土
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
解
決
方
法
と
し
て
、
下
記
の
工
作
を
し
た
。
す
な
わ
ち
浚
渫
地
層
の
う
ち
、
下
層
部
三
分
の
一
は
粘

土
層
で
あ
る
た
め
、
浚
渫
船
で
充
分
攪
拌
混
合
し
た
も
の
を
適
度
に
放
土
し
、
客
土
効
果
を
試
験
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

試
験
地
と
し
て
、
篠
路
村
有
地
の
一
部
の
無
償
貸
与
を
受
け
て
、
こ
こ
に
放
土
し
、
そ
の
跡
に
直
ち
に
稗
を
種
蒔
し
た(

稗
は
水

分
に
強
い
か
ら
で
あ
る)

と
こ
ろ
、
普
通
土
よ
り
多
く
の
収
穫
が
得
ら
れ
た
。
引
き
続
き
各
種
の
野
菜
を
植
え
、
試
験
研
究
を
行
な

っ
た
が
、
排
水
を
充
分
に
す
れ
ば
、
不
毛
の
土
地
で
も
こ
の
客
土
方
法
で
充
分
作
物
の
育
成
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
予
期
し
た
結

果
は
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
状
態
を
見
て
、
所
有
者
よ
り
無
償
放
土
を
希
望
す
る
も
の
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
。
な
か
に
は

地
理
的
に
自
己
の
土
地
は
放
土
に
容
易
な
こ
と
を
理
由
に
種
々
と
条
件
を
付
け
る
も
の
も
い
た
。
・
・
・
（
中
略
）
こ
の
方
法
は
、

現
在
で
は
常
識
的
と
な
り
、
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
計
画
立
案
と
し
て
は
、
ま
さ
に
画
期
的
な
も
の
で
、
い
か
に
こ
の
計

画
に
対
し
、
着
目
さ
れ
た
か
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 
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「石狩川治水計画平面図(昭和 11 年)」   

図 47 豊平川治水工事の状況 
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「
泥
炭
地
に
泥
炭
土
を
散
布
し
て
何
の
効
果
あ
る
や
」
と
一
笑
に
付
す
る
も
の
も
い
た
が
、
私
は
生
き
て
い
る
泥
炭
地
こ
そ
不
毛

の
地
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
細
分
化
し
、
小
量
の
土
壌
で
も
混
和
す
れ
ば
農
作
物
が
で
き
る
と
従
来
よ
り
確
信
し
て
い
た
の
で
、
上

述
の
試
験
に
よ
っ
て
大
き
く
実
証
さ
れ
た
こ
と
は
非
常
な
幸
い
で
あ
っ
た
。
・
・
・
（
以
下
略
）
」 

 

図
47
に
は
、
昭
和
十
一(

一
九
三
六)

年
時
点
の
豊
平
川
治
水
工
事
の
進
捗
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。
鉄
道
橋
か
ら
上
流
部
は
竣
工

と
さ
れ
て
い
る
一
方
、
下
流
か
ら
新
水
路
の
浚
渫
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
雁
来
付
近
で
は
掘
削
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ

れ
ら
に
対
応
し
て
新
水
路
左
右
岸
の
堤
防
が
施
工
中
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
新
水
路
は
、
平
衡
状
態
に
あ
っ
た
旧
河
道
よ
り
延
長
が
約
四
，
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
短
縮
す
る
こ
と
か
ら
、
河
床
が
低
く

な
る
新
水
路
部
と
既
存
の
河
道
を
す
り
付
け
る
た
め
の
床
止
工(

落
差
四
メ
ー
ト
ル)

を
、
通
水
に
先
が
け
て
昭
和
十
四
、
十
五(

一
九

三
九
、
一
九
四
〇)

年
に
施
工
し
た(
図
48
、
図
49
）
。
こ
の
床
止
は
設
置
地
点
に
因
ん
で
「
雁
来
床
止
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
が
、
平

成
二(

一
九
九
〇)

年
、「
カ
ム
バ
ッ
ク
・
サ
ー
モ
ン
運
動
」
＝
「
魚
が
の
ぼ
り
や
す
い
川
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
な
か
で
、
使
命
を
終

え
た
施
設
と
し
て
撤
去
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

こ
う
し
て
豊
平
川
新
水
路
を
含
む
一
連
の
豊
平
川
の
計
画
は
昭
和
十
六(

一
九
四
一)

年
に
完
成
す
る
こ
と
と
な
り
、
七
月
六
日
通

水
式
を
迎
え
た
。 

 

そ
し
て
、
こ
れ
に
続
く
豊
平
川
下
流
域
右
岸
に
拡
が
る
低
平
地
の
開
発
は
、
根
幹
的
治
水
対
策
で
あ
る
豊
平
川
新
水
路
竣
工
の
後
、

流
域
に
残
さ
れ
た
中
小
支
川(

以
下
、「
札
幌
東
部
河
川
」
と
呼
ぶ)
の
改
修
に
着
手
す
る
第
二
次
大
戦
後
を
待
っ
て
本
格
的
に
進
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。 
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図 49 豊平川床止工(KP.6km)設計図 

「北海道河川図(昭和 23 年度)」 

図 48 豊平川の縦横断面図 
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札
幌
東
部
河
川
の
改
修 

第
二
次
大
戦
後
、
食
糧
事
情
や
国
外
か
ら
の
引
上
げ
者
に
よ
る
人
口
急
増
が
社
会
問
題
と
な
り
、
北
海
道
へ
の
入
植
が
叫
ば
れ
た

が
開
拓
地
の
整
備
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
当
時
か
な
り
の
未
墾
地
が
残
っ
て
い
た
札
幌
東
部
で
は
、
わ
ず
か
に
、
農

地
開
発
営
団
が
担
当
し
て
農
地
開
発
事
業(

昭
和
二
十
三(

一
九
四
八)

年
に
農
林
省
に
移
管)

が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
開
拓
地
の
整

備
は
農
政
に
よ
る
事
業
だ
け
で
は
充
分
で
は
な
く
、
河
川
整
備
や
道
路
整
備
と
と
も
に
連
携
共
同
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
緊
要
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
昭
和
二
十
一(

一
九
四
六)

年
に
は
第
二
期
北
海
道
拓
殖
計
画
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
二
十(

一
九
四
五)

年
十

一
月
に
決
定
さ
れ
た
「
緊
急
開
拓
事
業
実
施
要
領
」
に
従
っ
て
策
定
さ
れ
た
緊
急
開
拓
計
画
に
基
づ
い
て
各
種
公
共
事
業
が
実
施
に

移
行
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
や
が
て
昭
和
二
十
五(

一
九
五
〇)

年
「
北
海
道
開
発
法
」
が
制
定
さ
れ
て
、
同
法
に
基
づ
く
「
北
海
道
総

合
開
発
計
画
」
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。 

昭
和
二
十
一(

一
九
四
六)

年
、
拓
殖
費
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
一
方
、
河
川
事
業
に
お
い
て
は
、
昭
和
二
十
二(

一
九
四
七)

年
、
緊

急
開
拓
河
川
改
修
事
業
制
度
が
制
定
さ
れ
、
河
川
法
が
準
用
さ
れ
て
い
る
市
町
村
管
理
の
河
川
改
修
を
国
費
で
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
翌
二
十
三(

一
九
四
八)

年
に
誕
生
し
た
特
殊
河
川
制
度(

特
殊
河
川
改
修
費)

へ
と
引
き
継

が
れ
る
。 

す
な
わ
ち
、
当
時
の
河
川
法
（
明
治
二
十
九
年
四
月
八
日
法
律
七
十
一
号
、
い
わ
ゆ
る
“
旧
河
川
法
”
）
に
は
、 

 

（
北
海
道
の
指
定
河
川
に
関
す
る
特
例
） 

第
六
十
七
条 

北
海
道
ノ
河
川
中
主
務
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
モ
ノ
ニ
関
シ
テ
ハ
当
分
ノ
内
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
四
十
二
条
第

二
項
ノ
規
定
ニ
拘
ラ
ズ
命
令
ヲ
以
テ
特
別
ノ
規
定
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
得 

 

の
規
定
が
あ
り
、
河
川
に
関
す
る
費
用
の
府
県
負
担
の
原
則
や
河
川
の
使
用
料
、
土
石
採
取
料
そ
の
他
河
川
か
ら
生
ず
る
収
入
の
府

県
帰
属
に
、
北
海
道
特
例
を
認
め
て
い
る
。 
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こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
特
殊
河
川
は
、「
北
海
道
に
お
け
る
開
拓
事
業
を
よ
り
効
率
的
に
推
し
進
め
る
た
め
の
前
提
条
件
と
し
て
特
に

必
要
と
認
め
ら
れ
る
河
川
改
修
で
あ
っ
て
、
広
汎
な
る
洪
水
防
御
を
そ
の
主
た
る
目
的
と
し
た
河
川
法
［
旧
河
川
法
］
第
六
十
七
条

に
基
づ
く
北
海
道
指
定
河
川
の
規
定
に
よ
る
河
川
を
い
う
」
と
定
義
さ
れ
、
そ
の
採
択
基
準
は
次
の
通
り
と
さ
れ
た
。 

① 
当
該
河
川
が
北
海
道
所
在
の
準
用
河
川
で
あ
る
こ
と
。 

② 

当
該
河
川
の
改
修
が
当
該
地
区
の
開
拓
事
業
と
の
一
環
計
画
に
お
い
て
推
進
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
河
川
で
あ
る
こ
と
。 

③ 

当
該
河
川
に
関
連
あ
る
開
拓
地
区
の
面
積
が
お
お
む
ね
三
百
町
歩
以
上
で
あ
り
、
そ
の
過
半
が
河
川
改
修
に
よ
る
氾
濫
防
止
の

効
果
に
浴
す
る
河
川
で
あ
る
こ
と
。
但
し
開
拓
地
区
の
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
年
々
の
洪
水
が
地
区
の
開
拓
促
進
に
重
大
な
る

支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
特
殊
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
氾
濫
防
止
面
積
が
百
五
十
町
歩
以
上
あ
っ
て
も
、
特
別
の
詮
議
に
よ

り
採
択
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
採
択
を
検
討
す
る
条
件
と
し
て
、 

① 

一
級
水
系
の
大
臣
直
轄
施
工
の
目
安
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
た
計
画
流
量
を
基
準
と
し
て
、
計
画
流
量
毎
秒
二
五
〇
立
方
メ
ー

ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

② 

北
海
道
開
発
計
画
に
基
づ
き
大
規
模
事
業(
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
、
草
地
改
良
事
業
等)

が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
実

施
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
地
域
面
積
五
百
町
歩
以
上
の
地
区
の
河
川
で
あ
る
こ
と
。 

③ 

河
川
事
業
は
開
発
関
連
事
業
終
了
後
に
想
定
さ
れ
る
被
害
防
除
額
に
対
し
て
充
分
の
投
資
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

基
準
は
有
効
氾
濫
防
除
面
積
は
お
お
む
ね
二
千
町
歩
以
上
と
す
る
。
但
し
五
百
～
二
千
町
歩
の
氾
濫
防
止
面
積
の
河
川
で
あ
っ

て
も
、
投
資
効
果
の
高
い(

二
．
〇
以
上)

も
の
に
つ
い
て
は
河
川
改
修
を
施
工
す
る
。 

と
し
て
い
る
。 

札
幌
東
部
で
は
厚
別
川
、
旧
豊
平
川
、
野
津
幌
川
が
特
殊
河
川
に
指
定
さ
れ
て
全
額
国
費
に
よ
っ
て
国
が
改
修
す
る
こ
と
と
な
り
、

後
年
次
に
は
国
費
河
川
改
修
費(

現
在
、
直
轄
河
川
改
修
費)

に
移
行
し
て
事
業
が
展
開
さ
れ
、
支
川
の
河
川
整
備
は
よ
う
や
く
進
め

ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る(

表
6
、
図
50)

。 
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表 6 札幌東部の河川事業 

年  次 改 修 制 度 実 施 河 川 名 

昭和 22(1947)年 緊急開拓河川改修費 厚別川 

23(1948)年 特殊河川改修費に移行 厚別川、旧豊平川、野津幌川 

24(1949)年 国費河川改修費に移行 

特殊河川改修費 

厚別川、旧豊平川新水路 

野津幌川 

25(1950)年 特殊河川改修費 野津幌川 

26(1951)年 国費河川改修費に移行 野津幌川 

38(1963)年～ 国費河川改修費 月寒川、望月寒川 

注）土地改良開拓事業 

昭和 17（1942）年 農地開発営団 大谷地、厚別原野、幹川排水路掘削着工 

昭和 23（1948）年 農林省直轄施工（札幌開発建設部） 開拓用地造成、153 戸入植 

 

「北海道河川図（昭和 23 年度）」 

図 50 特殊河川改修工事平面図 
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以
下
に
札
幌
東
部
河
川
の
改
修
経
緯
を
列
記
す
る
。 

 
 

旧
豊
平
川
新
水
路 

度
重
ね
て
起
こ
る
豊
平
川
下
流
部
の
氾
濫
に
は
二
つ
の
原
因
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
豊
平
川
が
溢
流
す
る
こ
と
で
あ
り
、
豊
平
川
新

水
路
を
開
削
し
て
洪
水
位
を
一
．
八
メ
ー
ト
ル
下
げ
る
と
と
も
に
、
掘
削
土
を
利
用
し
て
堤
防
盛
土
を
行
い
、
豊
平
川
か
ら
の
氾
濫

は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
。
二
つ
目
は
石
狩
川
が
逆
流
し
氾
濫
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
対
雁
地
点
で
締
め
切
る
前
に
、

支
川
で
あ
る
厚
別
川
、
野
津
幌
川
等
か
ら
低
平
な
原
野
に
集
ま
る
水
を
付
け
替
え
る
水
路
の
開
削
が
必
要
で
あ
っ
た
。 

図
50
に
示
す
よ
う
に
、
厚
別
川
、
野
津
幌
川
等
の
洪
水
を
豊
平
川
に
放
水
す
る
旧
豊
平
川
新
水
路(

現
在
、
厚
別
川)

は
、
計
画
流

量
毎
秒
五
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル(

暫
定
改
修
規
模
は
毎
秒
一
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル)

、
水
路
敷
幅
二
五
メ
ー
ト
ル
、
堤
防
間
隔
一
七
〇

メ
ー
ト
ル
と
し
、
泥
炭
湿
地
の
真
中
に
掘
る
こ
と
に
よ
り
、
水
位
を
一
．
五
メ
ー
ト
ル
低
下
さ
せ
、
農
地
な
ど
二
，
七
四
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
洪
水
氾
濫
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
地
下
水
位
を
下
げ
て
湿
地
を
乾
か
し
、
一
，
七
一
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
開
拓
す
る

効
果
を
も
た
ら
す
計
画
で
あ
る
。 

工
事
は
、
昭
和
二
十
三(

一
九
四
八)

年
に
着
手
し
、
当
初
陸
上
掘
削
を
試
み
た
が
地
盤
が
軟
弱
で
能
率
が
上
ら
な
い
の
で
、
昭
和

二
十
六(

一
九
五
一)

年
か
ら
ポ
ン
プ
浚
渫
船
に
よ
り
浚
渫
し
た
。
昭
和
二
十
九(

一
九
五
四)

年
秋
に
は
新
水
路
が
通
水
し
、
昭
和
三

十(

一
九
五
五)

年
早
々
に
は
対
雁
に
樋
門
を
設
置
し
て
旧
豊
平
川
の
締
切
り
が
完
了
し
た
。 

豊
平
川
新
水
路
や
旧
豊
平
川
新
水
路
が
通
水
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
残
さ
れ
た
旧
豊
平
川
は
通
過
す
る
流
量
が
小
さ
く
な
っ
た
か

ら
、
石
狩
川
と
の
合
流
点
に
は
樋
門
を
整
備
し
て
石
狩
川
本
川
の
洪
水
の
逆
流
を
防
ぐ
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。 

 

原
野
内
支
川
の
改
修 

河
川
の
氾
濫
を
防
ぐ
に
は
、
そ
の
対
象
地
域
よ
り
下
流
の
洪
水
を
流
す
能
力
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
り
、
大
谷
地
、
厚

別
、
対
雁
原
野
を
守
る
た
め
、
豊
平
川
新
水
路
、
旧
豊
平
川
新
水
路
の
開
削
や
対
雁
地
点
の
旧
豊
平
川
締
切
が
ま
ず
完
成
し
た
。
次
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は
原
野
内
を
流
れ
る
河
川
の
堤
防
整
備
の
番
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
原
野
は
厚
さ
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
泥
炭
層
が
分
布
す
る
軟
弱
な
地
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
メ
ー
ト
ル
も
盛

土
す
る
と
そ
の
荷
重
で
地
盤
が
沈
下
し
、
ひ
ど
い
と
き
に
は
元
の
地
盤
高
よ
り
低
く
な
る
状
態
で
あ
っ
た
か
ら
、
盛
土
は
地
盤
の
様

子
を
観
察
し
な
が
ら
、
最
大
で
も
厚
さ
を
一
．
五
メ
ー
ト
ル
に
抑
え
、
か
つ
三
年
置
き
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。 

こ
の
方
法
で
は
支
川
の
堤
防
は
完
成
ま
で
に
二
、
三
十
年
か
か
る
こ
と
と
な
る
。
な
か
な
か
堤
防
は
高
く
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

昭
和
三
十
七(
一
九
六
二)

年
洪
水
は
、
大
正
二(

一
九
一
三)

年
洪
水
以
来
の
大
き
な
洪
水
で
あ
っ
た
。
図
51
に
示
す
通
り
、
豊
平

川
の
濁
水
は
、
大
谷
地
、
厚
別
、
対
雁
原
野
一
面
に
氾
濫
し
、
前
年
と
二
年
続
き
の
過
酷
な
被
害
が
発
生
し
た
。 

八
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
昼
夜
を
問
わ
ず
、
地
元
民
は
札
幌
市
消
防
団
の
応
援
を
得
て
、
各
所
で
堤
防
決
壊
を
防
ぎ
、
避
難
を
誘

導
す
る
な
ど
懸
命
に
水
防
活
動
を
し
た
。
ま
た
、「
東
米
里
で
は
溢
れ
た
濁
流
の
速
い
流
れ
に
、
水
田
は
泥
炭
層
を
舟
と
し
て
浮
き
上

が
り
、
稲
を
立
て
た
ま
ま
流
れ
て
い
っ
た
。
基
礎
を
束
石
に
繋
い
で
い
た
家
は
流
れ
に
よ
っ
て
傾
い
た
が
、
そ
の
屋
根
に
上
が
っ
て

救
助
を
待
っ
た
。
束
石
に
繋
い
で
い
な
か
っ
た
家
は
氾
濫
水
が
天
井
に
達
す
る
と
浮
き
上
り
流
さ
れ
、
そ
の
屋
根
の
上
か
ら
救
助
を

求
め
た
。
」
と
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

主
な
原
因
は
、
豊
平
川
の
濁
流
が
逆
川
か
ら
溢
れ
た
こ
と
、
月
寒
川
、
厚
別
川
、
野
津
幌
川
な
ど
を
通
じ
上
流
か
ら
押
し
寄
せ
た

濁
流
が
平
地
に
溢
れ
た
こ
と
、
石
狩
川
の
洪
水
位
が
高
く
な
り
豊
平
川
、
旧
豊
平
川
新
水
路
を
通
じ
て
逆
流
し
溢
れ
た
こ
と
な
ど
で

あ
っ
た
か
ら
、
豊
平
川
や
地
区
内
支
川
の
堤
防
嵩
上
げ
の
緊
急
性
が
叫
ば
れ
た
。
新
水
路
の
通
水
、
旧
豊
平
川
の
締
切
り
に
続
い
て

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
支
川
の
改
修
が
、
ま
さ
し
く
そ
の
緒
に
つ
く
契
機
と
な
っ
た
洪
水
で
あ
っ
た
。 

な
お
、
豊
平
川
新
水
路
の
通
水
に
よ
り
下
流
部
の
氾
濫
は
少
な
く
な
っ
て
い
た
。
特
に
左
岸
東
苗
穂
側
は
新
水
路
の
掘
削
土
を
利

用
し
て
堤
防
の
整
備
が
進
み
氾
濫
が
少
な
く
な
っ
た
。
一
方
、
対
岸
の
米
里
側
は
、
雁
来
橋
付
近
で
豊
平
川
を
渡
る
橋
が
な
か
っ
た

か
ら
、
新
水
路
か
ら
発
生
す
る
土
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
米
里
側
の
堤
防
整
備
が
対
岸
よ
り
遅
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

た
め
、
豊
平
川
か
ら
の
氾
濫
が
被
害
を
さ
ら
に
大
き
な
も
の
に
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
二(

一
九
六
七)

年
ま
で
に
は
豊
平
川
右
岸

堤
防
の
盛
土
も
完
了
し
た
。 
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表 7 札幌東部河川の治水事業費(昭和 37(1962)年洪水後) 

（単位：千円） 

年 次 月寒川 望月寒川 
（支川） 

厚別川 野津幌川 

昭和 37(1962)年 - - 65,694 31,305 

38(1963) - - 270,091 68,637 

39(1964) - - 156,212 39,188 

40(1965) 19,114 - 103,092 50,842 

41(1966) 49,228 - 79,022 48,966 

42(1967) 105,995 54,401 183,823 53,815 

43(1968) 114,099 172,808 151,795 60,172 

44(1969) 373,074 300,034 106,580 83,746 

45(1970) 743,249 447,822 128,221 7,017 

46(1971) 250,610 398,794 41,469 0 

47(1972) 474,600 183,800 32,200 15,400 

48(1973) 237,900 99,300 115,700 44,800 

49(1974) 323,700 96,300 113,500 8,500 

50(1975) 386,800 83,800 102,800 9,500 

計 3,078,369 1,837,059 1.650,199 521,887 

 

昭
和
三
十
七(

一
九
六
二)

年
以
降
、
河
川
改

修
に
必
要
と
な
っ
た
支
川
毎
の
事
業
費
は
表

7
の
通
り
で
あ
る
。 

月
寒
川
と
そ
の
支
川
望
月
寒
川
は
、
昭
和
三

十
七(

一
九
六
二)

年
洪
水
後
に
改
修
計
画
を
立

案
し
、
昭
和
四
十(

一
九
六
五)

年
、
用
地
補
償

に
着
手
し
た
。
堤
防
基
盤
が
脆
弱
で
あ
る
た
め

基
礎
処
理
の
実
験
工
事
を
昭
和
四
十
二(

一
九

六
七)

年
に
行
な
い
、
早
速
基
礎
処
理
を
行
っ
て

堤
防
盛
土
を
促
進
し
た
。
望
月
寒
川
も
土
地
区

画
整
理
事
業
に
符
合
し
て
河
道
切
替
、
堤
防
盛

土
を
促
進
し
た
。 

厚
別
川
と
そ
の
支
川
野
津
幌
川
は
、
す
で
に

農
地
開
拓
に
関
連
す
る
河
川
と
し
て
堤
防
盛
土

に
着
手
し
て
お
り
、
堤
防
の
嵩
上
げ
が
課
題
で

あ
っ
た
。
そ
の
施
工
は
盛
土
の
沈
下
破
壊
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
盛
土
高
に
制
約
が
あ
っ
た
か
ら
、

毎
年
度
の
事
業
費
は
ほ
ぼ
一
定
で
推
移
し
て
い

る
。 
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(昭和 50(1975)年 8 月洪水) 

(昭和 56(1981)年 8 月洪水) 

(昭和 37(1962)年 8 月洪水) 

外水氾濫     内水氾濫 

図 51 洪水氾濫の状況 
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野
津
幌
川 

野
津
幌
川(

ア
イ
ヌ
語
の
ヌ
プ
・
オ
ル
・
オ
・
ペ
ッ
、
野
の
な
か
の
川
の
意)

は
、
広
島
町
の
丘
陵
に
源
を
発
し
、
里
塚
、
西
の
里
、

も
み
じ
台
、
厚
別
を
下
っ
て
低
平
地
に
至
り
、
空
沼
岳
か
ら
ア
シ
リ
ベ
ツ
の
滝
を
経
て
清
田
、
大
谷
地
、
川
下
を
潤
し
て
き
た
厚
別

川(

ア
イ
ヌ
語
の
ア
シ
リ
・
ペ
ッ
、
新
し
い
川
の
意
、
ま
た
は
、
ア
ッ
ペ
ッ
、
オ
ヒ
ョ
ウ
ダ
モ
の
川
の
意)

と
と
も
に
、
東
米
里
で
旧

豊
平
川
に
合
流
し
て
い
た
。 

昭
和
二
十
九(
一
九
六
四)

年
、
旧
豊
平
川
新
水
路
の
通
水
に
よ
り
、
江
別
市
角
山
で
、
厚
別
川
と
し
て
豊
平
川
に
注
ぐ
よ
う
に
な

り
、
石
狩
川
や
豊
平
川
の
逆
流
の
影
響
は
大
き
く
軽
減
さ
れ
た
が
、
沿
川
の
厚
別
、
対
雁
原
野
は
低
平
な
地
形
で
あ
る
た
め
、
氾
濫

防
止
の
た
め
に
は
両
支
川
の
堤
防
整
備
が
急
務
で
あ
っ
た
。 

野
津
幌
川
の
計
画
は
、
計
画
流
量
毎
秒
二
二
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
、
低
水
路
敷
幅
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
堤
防
間
隔
九
〇
メ
ー
ト
ル
、
堤

防
定
規
は
暫
定
天
端
幅
三
．
〇
メ
ー
ト
ル
、
表
裏
法
勾
配
二
割
、
自
流
区
間
の
余
裕
高
一
．
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、
現
地

は
泥
炭
性
の
軟
弱
地
盤
上
に
小
堤
防
が
あ
る
だ
け
の
状
態
で
あ
る
。
し
か
も
、
表
面
に
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
泥
炭
層
が
堆
積
し
て
い
る

軟
弱
地
盤
の
状
態
は
劣
悪
で
、
昭
和
三
十
三(

一
九
五
八)

年
、
直
轄
河
川
改
修
工
事
と
し
て
測
量
や
用
地
交
渉
に
着
手
し
、
翌
年
か

ら
河
道
拡
幅
と
堤
防
線
上
に
掘
削
土
な
ど
の
置
き
土
を
実
施
し
た
が
、
沈
下
状
況
を
調
査
す
る
と
三
年
間
で
延
六
メ
ー
ト
ル
盛
土
し

て
も
二
．
九
メ
ー
ト
ル
し
か
嵩
上
げ
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
四
十
一(

一
九
六
六)

年
五
月
、
厚
別
川
堤
防
盛
土
の
工
事
説
明

会
を
東
米
里
小
学
校
の
体
育
館
を
借
り
て
行
っ
た
と
き
の
こ
と
。
二
時
間
程
の
説
明
会
を
終
っ
て
外
に
出
る
と
、
盛
土
整
地
し
て
あ

っ
た
運
動
場
の
端
に
駐
車
し
て
お
い
た
監
督
車
の
車
輪
が
沈
下
で
半
分
埋
ま
っ
て
し
ま
い
、
自
力
で
脱
出
で
き
な
い
た
め
、
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
で
引
き
上
げ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。 

当
時
、
軟
弱
地
盤
で
は
レ
ー
ル
を
敷
い
て
機
関
車
で
土
運
車
を
牽
引
し
て
土
を
運
ぶ
の
が
通
例
で
あ
っ
た
が
、
野
津
幌
川
堤
防
は

幅
が
狭
く
て
往
復
で
き
る
よ
う
な
複
線
の
敷
設
が
で
き
な
い
上
、
待
避
区
間
が
長
く
な
る
こ
と
か
ら
途
中
に
待
避
場
を
造
る
こ
と
は

非
効
率
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
自
重
の
軽
い
小
型
ト
ラ
ッ
ク(

二
ｔ
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク)

を
使
用
し
て
運
搬
盛
土
の
効
率
を
上
げ
、

施
工
量
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
タ
イ
ヤ
の
接
地
部
分
に
枕
木
を
配
し
、
そ
の
上
に
Ｕ
字
型
の
矢
板
を
レ
ー
ル
状
に
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(

継
目
は
ボ
ル
ト
で
固
定
し
て)

敷
設
し
た
運
搬
路
と
す
る
こ
と
に
よ
り
運
搬
速

度
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
る
た
め
短
く
て
す
む
待
避
場

を
運
搬
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
て
設
け
、
運
搬
回
数
を
増
や
し
て
所
要
の
年
間
盛
土

量
を
確
保
し
た
。
こ
れ
は
“
シ
ー
ト
パ
イ
ル
敷
設
工
法
”
と
よ
ば
れ
、
石
狩
川

で
は
じ
め
て
工
夫
し
た
堤
防
盛
土
工
法
で
あ
っ
た
が
、
他
の
工
法
よ
り
工
費
が

安
か
っ
た
か
ら
堤
防
の
盛
土
延
長
は
延
び
て
い
っ
た
。 

た
だ
、
盛
土
厚
を
一
．
五
メ
ー
ト
ル
に
制
約
し
、
盛
土
後
三
年
を
置
い
て
嵩

上
げ
を
繰
り
返
す
、
緩
速
施
工
の
通
称
“
レ
ヤ
ー
工
法
”
で
あ
っ
た
か
ら
、
ま

ず
暫
定
天
端
幅
で
計
画
築
堤
高
を
確
保
し
、
さ
ら
に
新
計
画
に
基
い
て
本
川
影

響
区
間
と
し
て
天
端
幅
九
．
一
メ
ー
ト
ル
ま
で
拡
築
し
た
こ
と
ま
で
加
え
る
と
、

野
津
幌
川
の
堤
防
が
今
の
形
に
整
う
た
め
に
は
約
三
十
年
の
年
月
を
要
し
た
の

で
あ
る
。 

 

月
寒
川 

月
寒
川(

つ
き
さ
っ
ぷ
、
ア
イ
ヌ
語
の
チ
・
キ
サ
・
プ
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
す
る

＝
発
火
の
た
め
木
を
こ
す
る
＝
と
こ
ろ
の
意)

の
切
替
え
は
、
昭
和
三
十
七(

一

九
六
二)

年
洪
水
の
際
、
当
時
合
流
先
で
あ
っ
た
逆
川
が
逆
流
し
て
米
里
、
大
谷
地
原
野
に
氾
濫
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
た
。 

JR
函
館
本
線
は
扇
状
地
の
末
端
を
通
っ
て
札
幌
駅
か
ら
苗
穂
駅
を
過
ぎ
、
豊
平
川
を
渡
る
直
前
に
東
へ
方
向
を
変
え
て
い
る
。
こ

れ
は
軟
弱
地
盤
地
帯
や
火
山
降
下
物
が
堆
積
す
る
凹
凸
の
地
を
避
け
て
、
大
麻
、
江
別
方
面
に
向
う
最
短
ル
ー
ト
を
選
ん
で
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
北
側
、
す
な
わ
ち
扇
端
よ
り
北
側
で
は
、
河
川
の
様
相
は
が
ら
り
と
変
り
、
丘
陵
地
、
扇
状
地
を
流
れ
る
川
か
ら
、

沖
積
地
を
流
れ
る
川
と
な
る
。
沖
積
地
河
川
は
通
常
湿
地
の
な
か
を
緩
や
か
に
蛇
行
し
て
流
れ
る
。 

車両待避所と敷設された矢板(野津幌川 KP.2.3km 付近) 
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し
か
し
、
月
寒
川
は
、
西
岡
水
源
地
を
水
源
と
し
、
支
笏
軽
石
流
の
月
寒
台
地
に
谷
を
刻
ん
で
流
れ
下
っ
た
あ
と
、
大
谷
地
原
野

に
出
て
か
ら
、
標
高
が
低
い
原
野
に
流
れ
込
ま
な
い
で
流
れ
を
西
に
転
換
し
、
望
月
寒
川(

モ
・
チ
キ
サ
・
プ
、
小
さ
い
月
寒
川
の
意)

を
合
流
し
て
か
ら
逆
川
と
呼
称
を
変
え
、
豊
平
川
に
注
い
で
い
た
。 

こ
の
辺
り
の
地
形
は
北
に
向
っ
て
地
盤
が
低
く
な
っ
て
お
り
、
小
沼
川
、
望
月
寒
川
は
勿
論
、
農
地
開
拓
を
進
め
る
た
め
掘
っ
た

排
水
路
は
、
い
ず
れ
も
北
方
向
に
向
か
っ
て
流
れ
て
い
る
。
他
方
、
月
寒
川
が
地
形
の
傾
斜
に
直
交
す
る
よ
う
に
流
れ
て
い
た
場
所

は
扇
状
地
の
末
端
、
砂
質
土
と
沖
積
地
の
シ
ル
ト
質
土
の
変
わ
り
目
に
あ
た
る
。
従
っ
て
、
シ
ル
ト
質
の
右
岸
側
河
岸
に
比
べ
、
左

岸
側
の
河
岸
は
砂
質
で
あ
る
か
ら
流
れ
に
よ
り
侵
食
さ
れ
や
す
い
。
そ
の
上
、
右
岸
側
に
は
ヨ
シ
、
ス
ゲ
等
湿
性
植
物
が
繁
茂
し
、

夏
の
洪
水
時
に
簾
の
壁
と
な
っ
て
流
れ
に
立
ち
は
だ
か
る
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
月
寒
川
の
流
れ
で
あ
っ
た
か
ら
、
豊
平
川
洪
水
の
逆
流
の
影
響
を
緩
和
し
、
逆
川
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、

今
の
大
谷
地
か
ら
北
郷
、
米
里
を
経
て
低
地
に
向
っ
て
流
れ
る
月
寒
幹
線
排
水
路(

九
線
排
水
路)

を
拡
幅
し
て
流
れ
を
北
方
向
に
切

り
替
え
る
と
と
も
に
、
支
川
で
あ
る
望
月
寒
川
も
切
り
替
え
、
一
緒
に
、
豊
平
川
と
の
合
流
点
を
下
流
へ
移
す
必
要
が
あ
っ
た
。 

両
河
川
は
、
昭
和
四
十(

一
九
六
五)

年
、
直
轄
区
間
に
編
入
し
て
本
格
的
な
改
修
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
。 

月
寒
川
の
改
修
計
画
は
、
計
画
流
量
毎
秒
二
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
、
低
水
路
敷
幅
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
堤
防
間
隔
六
〇
メ
ー
ト
ル
、

堤
防
定
規
は
暫
定
天
端
幅
三
．
〇
メ
ー
ト
ル
、
表
裏
法
勾
配
二
割
、
自
流
区
間
の
余
裕
高
一
．
〇
メ
ー
ト
ル
と
し
て
着
手
し
た
。 

月
寒
川
は
昭
和
四
十(

一
九
六
五)

年
、
望
月
寒
川
は
昭
和
四
十
二(

一
九
六
七)

年
そ
れ
ぞ
れ
用
地
買
収
に
着
手
、
と
も
に
そ
の
翌

年
度
に
着
工
し
、
堤
防
は
ま
ず
天
端
幅
三
．
〇
メ
ー
ト
ル
で
概
成
を
急
ぎ
、
計
画
堤
防
高
を
確
保
し
た
後
、
天
端
幅
が
豊
平
川
の
影

響
区
間
は
七
．
二
メ
ー
ト
ル
、
自
流
区
間
は
四
．
〇
メ
ー
ト
ル
と
な
る
よ
う
拡
築
を
継
続
し
た
。 

盛
土
工
法
は
、
両
河
川
と
も
湿
地
帯
に
開
削
し
て
切
り
替
え
た
河
川
で
あ
り
、
地
表
か
ら
約
五
メ
ー
ト
ル
が
泥
炭
層
で
、
堤
防
盛

土
に
耐
え
得
る
地
耐
力
に
欠
け
る
軟
弱
地
盤
で
あ
っ
た
か
ら
、
当
初
は
厚
別
川
、
野
津
幌
川
同
様
い
わ
ゆ
る
“
レ
ヤ
ー
工
法(

限
界
盛

土
工
法)

”
で
進
め
た
。
し
か
し
、
盛
土
破
壊
、
河
道
隆
起
が
生
じ
、
ま
た
、
堤
防
高
の
確
保
に
長
い
施
工
期
間
を
要
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
状
況
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
基
盤
改
良
し
て
盛
土
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
た
。 



191 

昭
和
四
十
三(

一
九
六
八)

年
サ
ン
ド
コ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
工
法(

振

動
や
衝
撃
に
よ
る
荷
重
を
与
え
て
砂
を
注
入
し
、
砂
杭
を
つ
く
っ
て

地
盤
の
支
持
力
を
高
め
る
工
法)

、
翌
年
サ
ン
ド
ド
レ
ー
ン
工
法(

荷

重
を
加
え
て
、
地
盤
に
設
置
し
た
砂
杭
を
通
じ
土
層
内
の
水
を
排
出

し
、
短
時
間
に
圧
密
を
進
め
る
工
法)

の
試
験
工
事
を
実
施
し
、
基
礎

処
理
↓
一
次
盛
土
↓
放
置
↓
二
次
盛
土
と
す
る
段
階
施
工
に
よ
り
、

基
礎
処
理
を
含
め
て
三
年
で
実
盛
高
七
．
五
メ
ー
ト
ル
、
見
掛
け
盛

高
四
．
〇
メ
ー
ト
ル
の
築
堤
施
工
が
可
能
と
な
っ
た
。
泥
炭
性
の
軟

弱
地
盤
に
は
じ
め
て
適
用
し
た
こ
れ
ら
基
礎
処
理
の
延
長
は
、
月
寒

川
で
四
，
八
五
〇
メ
ー
ト
ル(

昭
和
四
十
三(

一
九
六
八)

年
か
ら
四
十

六(

一
九
七
一)

年)

、
望
月
寒
川
で
二
，
〇
三
二
メ
ー
ト
ル(

昭
和
四

十
四(

一
九
六
九)

年
か
ら
四
十
五(

一
九
七
〇)

年)

に
及
ん
だ
。 

沿
川
は
、
市
街
地
中
心
部
か
ら
車
で
二
十
分
、
辺
り
は
一
面
原
野
と
畑
で
あ
っ
た
が
、
上
流
部
か
ら
は
都
市
化
の
波
が
着
実
に
迫

っ
て
い
た
。 

 

内
水
対
策 

昭
和
五
十(

一
九
七
五)

年
頃
ま
で
に
、
天
端
幅
が
狭
い
暫
定
断
面
な
が
ら
一
連
堤
防
の
高
さ
が
確
保
さ
れ
て
く
る
と
、
石
狩
川
、

豊
平
川
、
月
寒
川
、
望
月
寒
川
、
厚
別
川
、
野
津
幌
川
な
ど
か
ら
の
外
水
氾
濫
は
急
速
に
解
消
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
方
、
堤
防
に
守

ら
れ
た
低
平
地
で
は
、
排
水
路
や
小
河
川
が
堤
防
と
交
叉
す
る
箇
所
に
は
樋
門
を
設
け
、
合
流
先
の
河
川
水
位
が
高
く
な
っ
て
く
る

と
、
そ
の
洪
水
流
が
堤
内
側
に
逆
流
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
門
扉
を
閉
め
て
被
害
を
小
さ
く
し
て
い
た
か
ら
、
豪
雨
の
場
合
に
は
雨
水

が
集
ま
っ
て
内
水
氾
濫
が
発
生
す
る
こ
と
は
宿
命
で
あ
っ
た
。 

サンドコンパクション工法 

による軟弱地盤処理 
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昭
和
四
十(

一
九
六
五)

年
代
に
は
い
っ
て
札
幌
市
の
人
口
は
急
速
に
増
加
し
、
市
街
地
は
年
々
拡
大
し
た
。
五
年
毎
に
行
わ
れ
る

国
勢
調
査
の
間
に
二
十
万
人
以
上
も
増
加
し
続
け
、
昭
和
四
十
五(

一
九
七
〇)

年
に
人
口
百
万
人
を
突
破
す
る
頃
に
は
、
扇
状
地
に

住
宅
が
得
ら
れ
な
く
な
り
、
低
平
な
沖
積
地
に
住
宅
地
が
求
め
ら
れ
て
い
っ
た
。 

こ
れ
に
対
し
札
幌
市
は
、
昭
和
四
十
八(

一
九
七
三)

年
三
月
、
宅
地
開
発
要
綱
を
制
定
し
、
開
発
者
自
ら
の
負
担
で
水
害
防
止
に

必
要
な
措
置
を
講
じ
た
上
で
宅
地
を
提
供
す
る
よ
う
制
度
化
し
た
。
ま
た
、
建
築
基
準
法
施
行
条
例
を
制
定
し
、
水
害
の
危
険
の
あ

る
区
域
に
お
い
て
住
宅
を
建
築
す
る
場
合
は
住
宅
の
床
高
を
高
く
す
る
よ
う
規
制
し
た
。
図
52
は
、
昭
和
五
十
三(

一
九
七
八)

年
時

点
の
内
水
被
害
の
危
険
が
高
い
区
域
の
指
定
状
況
及
び
床
の
高
さ
の
規
制
基
準
で
あ
る
が
、
扇
状
地
の
中
州
で
あ
っ
た
五
輪
橋
通
の

川
沿
に
あ
る
旧
河
川
区
域
の
低
地
を
除
き
、
大
谷
地
、
厚
別
、
米
里
の
低
地
、
東
区
の
三
角
排
水
路
沿
い
、
安
春
川
や
新
川
沿
い
に

集
中
し
て
い
て
、
い
ず
れ
も
沖
積
地
で
地
盤
が
低
く
、
内
水
氾
濫
が
発
生
し
て
い
る
地
域
で
あ
っ
た
。
特
に
、
東
米
里
地
区
は
氾
濫

水
深
が
大
き
か
っ
た
か
ら
、
第Ⅰ
種
災
害
危
険
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ
、
床
の
高
さ
が
最
も
厳
し
く
規
制
さ
れ
た
。 

 

昭
和
五
十(

一
九
七
五)

年
洪
水
、
昭
和
五
十
六(

一
九
八
一)

年
洪
水
で
は
、
外
水
氾
濫
は
防
が
れ
た
が
、
市
街
化
区
域
と
し
て
宅

地
化
が
進
行
す
る
地
域
で
内
水
氾
濫
に
よ
る
被
害
が
顕
在
化
し
た
。
こ
の
被
害
実
態
に
対
応
す
る
た
め
内
水
氾
濫
防
止
対
策
に
本
格

的
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
、
札
幌
東
部
に
も
、
伏
籠
川
流
域
に
倣
っ
て
総
合
治
水
対
策
の
適
用
も
検
討
し
つ
つ
、
堤
防
の
拡
築
と

ポ
ン
プ
排
水
機
に
よ
る
内
水
排
水
事
業
を
推
進
し
た
。
豊
平
川
左
岸
の
伏
籠
川
流
域
に
比
べ
都
市
化
が
遅
く
、
か
つ
、
宅
地
化
が
進

行
す
る
区
域
や
内
水
氾
濫
の
実
態
、
防
止
対
策
の
対
象
が
比
較
的
明
ら
か
で
あ
っ
た
か
ら
、
豊
平
川
右
岸
で
は
個
々
の
地
区
毎
に
検

討
を
行
い
、
札
幌
市
に
よ
る
内
水
小
河
川
の
整
備
と
連
携
し
て
四
箇
所
の
排
水
機
場
を
整
備
し
た
の
で
あ
る
。 

 

① 

月
寒
川
は
、
か
つ
て
望
月
寒
川
、
小
沼
川
を
合
わ
せ
て
逆
川
と
な
り
、
米
里
で
豊
平
川
に
注
い
で
い
た
が
、
月
寒
幹
線
排
水

路(

九
線
排
水
路)

に
切
り
替
え
、
合
わ
せ
て
望
月
寒
川
も
切
り
替
え
た
。
こ
の
二
河
川
の
間
に
残
さ
れ
た
旧
月
寒
川(

切
替
地
点

か
ら
西
へ
新
望
月
寒
川
ま
で
約
一
，
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル)

に
は
白
石
市
街
か
ら
の
雨
水
が
集
ま
り
、
内
水
氾
濫
が
絶
え
な
か
っ
た 
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図 52 出水区域の指定 
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こ
と
か
ら
、
札
幌
市
は
旧
月
寒
川
を
厚
別
通
り
沿
い
に
改
修
す
る
と
と
も
に
、
下
流
を
米
里
川
と
し
て
望
月
寒
川
沿
い
に
月
寒

川
合
流
点
ま
で
導
い
た
。
こ
れ
と
連
携
し
て
、
国
は
こ
の
合
流
点
に
毎
秒
一
五
立
方
メ
ー
ト
ル
を
排
水
す
る
「
月
寒
排
水
機
場
」

(

昭
和
五
十
一(

一
九
七
六)

年
完
成)

を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、
内
水
河
川
の
水
位
上
昇
は
抑
え
ら
れ
た
か
ら
米
里
川
に
は
堤

防
が
必
要
な
く
な
り
、
沿
川
は
使
い
勝
手
の
良
い
土
地
利
用
が
可
能
に
な
っ
た
。 

② 

切
り
替
え
ら
れ
た
月
寒
川
厚
別
川
の
間
に
は
厚
別
幹
線
排
水
路(

八
線
排
水
路)

が
北
流
し
、
旧
厚
別
川
沿
い
の
低
地
帯
の
雨

水
を
集
め
て
、
雁
来
大
橋
の
袂
で
旧
豊
平
川
に
注
い
で
い
た
。
大
谷
地
原
野
の
な
か
で
も
最
も
地
盤
が
低
い
東
米
里
を
は
じ
め

と
す
る
そ
の
沿
川
は
、
下
流
が
行
き
所
の
な
い
旧
豊
平
川
で
あ
っ
た
た
め
頻
繁
に
氾
濫
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
札
幌
市
は
排
水

路
を
北
白
石
川
と
し
て
水
路
の
拡
幅
を
行
な
い
、
国
は
こ
れ
と
連
携
し
て
、
豊
平
川
本
川
を
排
出
先
と
す
る
排
水
能
力
毎
秒
一

六
立
方
メ
ー
ト
ル
の
「
厚
別
排
水
機
場
」(

昭
和
五
十
九(

一
九
八
四)

年
完
成)

を
設
置
し
た
。
こ
れ
ら
の
完
成
に
よ
っ
て
北
白

石
川
も
堤
防
が
必
要
な
く
な
っ
た
。 

③ 

厚
別
原
野
を
流
れ
る
厚
別
川
と
野
津
幌
川
の
堤
防
に
囲
ま
れ
た
地
区
の
中
央
を
北
流
す
る
山
本
排
水
も
、
上
流
厚
別
市
街
か

ら
の
雨
水
が
集
ま
る
上
、
合
流
先
の
厚
別
川
は
石
狩
川
本
川
の
影
響
区
間
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
内
水
氾
濫
に
よ
る
被
害
は
甚
大

で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
札
幌
市
は
山
本
川
と
し
て
内
水
河
川
の
掘
削
を
行
な
い
、
国
は
こ
れ
と
連
携
し
て
、
厚
別
川
へ
毎
秒

八
立
方
メ
ー
ト
ル
を
排
水
す
る
「
山
本
排
水
機
場
」(

昭
和
六
十
三(

一
九
八
八)

年
完
成)

を
設
置
し
た
。
内
水
域
に
は
“
環
状

夢
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
”
な
ど
氾
濫
に
影
響
が
考
え
ら
れ
る
埋
立
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
氾
濫
水
の
時
間
変
化
を
考

慮
し
た
計
画
検
討
を
行
っ
て
い
る
。 

④ 

旧
豊
平
川
は
角
山
か
ら
旧
豊
平
川
新
水
路
を
通
じ
豊
平
川
に
注
ぐ
よ
う
に
切
り
替
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
結
果
残
さ
れ
た
旧
豊

平
川
の
下
流
部
は
、
上
流
端
を
堤
防
で
締
切
り
、
世
田
豊
平
川
と
名
を
替
え
た
。
対
雁
原
野
を
縫
流
す
る
沿
川
も
ま
た
、
地
盤

が
低
く
、
か
つ
石
狩
川
本
川
の
影
響
区
間
に
あ
る
た
め
内
水
氾
濫
が
頻
発
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
国
は
上
流
端
で
厚
別
川
に
毎

秒
二
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
排
水
で
き
る
「
世
田
ヶ
谷
排
水
機
場
」(

昭
和
五
十
五(

一
九
八
〇)

年
完
成
）
を
設
置
し
た
。 
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原
野
河
川
の
切
替
と
今
の
姿 

豊
平
川
の
下
流
右
岸
に
広
が
る
大
谷
地
、
厚
別
、
対
雁
原
野
は
、
石
狩
川
と
豊
平
川
が
運
ん
だ
土
砂
が
堆
積
し
た
沖
積
地
で
あ
り
、

沖
積
地
の
間
に
は
泥
炭
が
分
布
し
て
い
る
低
湿
な
荒
蕪
地
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
原
野
の
開
拓
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
湿
地
↓
畑
↓
水

田
↓
住
宅
地
へ
と
土
地
利
用
が
変
遷
し
て
き
た
が
、
こ
れ
を
可
能
と
し
た
の
は
、
入
植
・
開
墾
↓
排
水
路
整
備
↓
新
河
川
開
削
↓
堤

防
盛
土
↓
排
水
機
場
設
置
な
ど
、
開
拓
政
策
や
河
川
改
修
を
主
体
と
す
る
基
盤
整
備
で
あ
り
、
時
代
背
景
を
踏
ま
え
て
効
果
が
発
揮

さ
れ
て
き
た
。 

JR
函
館
本
線
よ
り
下
流
の
豊
平
川
の
河
川
工
事
に
着
手
し
た
の
は
昭
和
二(

一
九
二
七)

年
の
こ
と
で
あ
り
、
山
本
排
水
機
場
が
完

成
し
た
昭
和
六
十
三(
一
九
八
八)

年
ま
で
で
も
実
に
六
十
年
の
年
月
を
要
し
た
。 

こ
の
な
か
で
、
低
湿
地
の
水
害
を
防
ぐ
た
め
に
多
用
し
た
の
が
河
川
の
切
替
で
あ
る
。
現
在
河
川
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
ほ
と

ん
ど
が
人
工
河
川
で
、
開
拓
以
前
の
自
然
河
川
は
旧
豊
平
川(

世
田
豊
平
川
含
む)

と
旧
月
寒
川
に
そ
の
姿
を
と
ど
め
る
に
す
ぎ
な
い
。 

 

新
た
に
開
削
し
た
り
切
り
替
え
た
流
路
は
新
水
路
と
呼
ん
で
お
り
、
豊
平
川
新
水
路
、
旧
豊
平
川
新
水
路
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。

ま
た
、
原
野
の
な
か
を
縫
流
す
る
流
路
の
合
流
点
を
本
川
の
下
流
側
に
移
動
さ
せ
、
洪
水
位
や
地
下
水
位
を
下
げ
る
効
果
を
も
た
ら

し
た
流
路
に
は
従
前
の
河
川
名
を
そ
の
ま
ま
付
し
、
蛇
行
の
ま
ま
残
さ
れ
た
流
路
に
は
「
旧
」
を
河
川
名
に
付
し
て
い
る
。
月
寒
川
、

厚
別
川
、
野
津
幌
川
な
ど
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。 

さ
ら
に
、
昭
和
三
十
七(

一
九
六
二)

年
洪
水
以
降
、
こ
れ
ら
原
野
の
氾
濫
防
止
は
堤
防
盛
土
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
効

果
を
洪
水
氾
濫
の
状
況
か
ら
見
て
み
る
と
、
図
51
に
示
し
た
通
り
、
昭
和
五
十(

一
九
七
五)

年
、
五
十
六(

一
九
八
一)

年
洪
水
は
未

曾
有
の
降
雨
量
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
石
狩
川
の
逆
流
や
豊
平
川
、
月
寒
川
、
望
月
寒
川
、
厚
別
川
、
野
津
幌
川
な
ど
主
要

な
河
川
か
ら
の
外
水
氾
濫
は
防
が
れ
、
皆
無
と
な
っ
た
。
永
い
年
月
と
人
々
の
努
力
が
結
集
し
た
成
果
で
あ
る
。
両
洪
水
で
は
、
堤

防
で
囲
ま
れ
た
区
域
及
び
小
排
水
か
ら
の
雨
水
が
農
耕
地
に
溢
れ
て
内
水
氾
濫
が
見
ら
れ
、
い
く
つ
か
の
地
区
で
対
策
が
進
め
ら
れ

て
き
た
も
の
の
、
低
平
地
全
体
に
わ
た
る
そ
の
防
止
が
次
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

 

図
53
は
札
幌
東
部
の
河
川
の
今
の
姿
で
あ
る
。 
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図 53 札幌東部の河川(平成 20(2008)年) 
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こ
れ
ま
で
豊
平
川
流
域
に
大
き
な
氾
濫
を
も
た
ら
し
た
洪
水
は
表
8
に
示

す
通
り
で
あ
る
。 

豊
平
川
の
洪
水
規
模
を
札
幌
の
総
雨
量
で
代
表
さ
せ
る
と
、
図
54
に
示
す
通

り
、
外
水
氾
濫
が
発
生
し
た
昭
和
三
十
七(

一
九
六
二)

年
洪
水
ま
で
は
、
雨
量

が
二
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
三
，
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
氾
濫
が
発
生
し

て
い
た
。
そ
れ
が
、
新
水
路
の
開
削
や
堤
防
盛
土
を
行
っ
た
あ
と
で
は
、
そ
れ

ら
よ
り
約
一
四
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
雨
量
が
多
く
て
も
外
水
氾
濫
は
防
止
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
雨
が
多
か
っ
た
分
だ
け
内
水
氾
濫
が
生
じ
て
い
る
。 

ま
た
、
低
平
地
の
氾
濫
は
石
狩
川
の
洪
水
位
に
も
左
右
さ
れ
る
。
図
55
に
示

す
通
り
、
豊
平
川
の
改
修
が
不
十
分
な
当
時
は
、
豊
平
川
が
合
流
し
て
い
た
対

雁
で
本
川
の
洪
水
位
が
七
メ
ー
ト
ル
に
な
る
と
豊
平
川
右
岸
の
低
平
地
は
浸
水

し
て
い
た
。
し
か
し
、
改
修
が
進
む
と
、
洪
水
位
が
九
メ
ー
ト
ル
に
な
っ
て
も

外
水
氾
濫
は
防
止
で
き
て
お
り
、
た
だ
し
、
高
い
水
位
が
長
時
間
続
く
の
で
内

水
氾
濫
が
発
生
し
て
い
る
。 

こ
れ
ら
内
外
水
の
氾
濫
量
は
六
、
七
千
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
洪
水
も

あ
り
、
す
で
に
整
備
さ
れ
て
い
る
四
機
場
の
ポ
ン
プ
で
排
水
し
て
も
、
約
十
五

日
間
を
要
す
る
程
の
大
き
な
外
水
氾
濫
量
で
あ
っ
た
が
、
内
水
氾
濫
だ
け
に
な

る
と
六
日
以
内
で
浸
水
が
解
消
で
き
る
ま
で
に
整
備
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
と
評

価
で
き
る
。 

 

表 8 大谷地、厚別、対雁原野の氾濫状況 

洪 水 

札幌 

総雨量 

石狩川 

対雁 

水位 

氾濫 

面積 

氾濫 

原因 

 

氾濫 

貯水量 

現能力

による 

排水 

日数 

mm ｍ ha ×106㎥ 日 

明治 37(1904)年 177 7.23 2,800 外水 62 12.4 

大正 2(1913)年 172 6.10 3,580 外水 39 7.8 

昭和  7(1932)年 117 5.49 2,950 外水 15 3.0 

昭和 37(1962)年 203 7.16 3,450 外水 73 14.6 

昭和 50(1975)年 175 7.92 1,400 内水 14 2.8 

昭和 56(1981)年 294 9.23 3,040 内水 30 6.0 
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れ
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あ
る
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現
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市
街
化
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整
区
域
と
な
っ
て
い
る
地
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に
も
多
く
の
施
設
が
混
在
し
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き
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お
り
、
従
っ
て
、
将

来
の
土
地
利
用
ビ
ジ
ョ
ン
を
確
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つ
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誘
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す
る
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待
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れ
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図 54 雨量と大谷地、厚別、対雁原野の氾濫面積 

図 55 石狩川の水位と大谷地、厚別、対雁原野の氾濫面積 
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